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この小冊子を手にとっていただきましたことを心より感謝申し上げます。

財団法人ユネスコ・アジア文化センター（ACCU）は、文部科学省の委託を

受け、平成 22 年度「日本／ユネスコパートナーシップ事業」のもと、ユネスコス

クールにおけるESD 普及促進活動「学校＆みんなの ESD＊プロジェクト」を実施

しました。

全国 279 校（平成 23 年 1月時点）に及ぶユネスコスクールは、ESD の推進拠

点として位置づけられ、さまざまな実践を推進しています。

このプロジェクトでは、ユネスコスクールにおけるESD 実践事例を収集・記

録・整理し、今後必要とされる支援策を検討するために、ESD 実践とそれを強

化する活動を行うプロジェクト協力校を公募し、選考の結果、全国 48 校のユネ

スコスクールがプロジェクト協力校として平成 22 年 9月1日から平成 23 年 1月

14日の期間、事業を実施しました。そして、1 校あたり上限 200,000円をこのた

めの経費にあてていただきました。

本冊子はこのプロジェクト協力校 48 校におけるESD 活動を実践事例集として

まとめたものです。

はじめに

＊ ESD：Education for Sustainable Development（持続発展教育／持続可能な開発のための教育）
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プロジェクト協力校から提出された事前の応募用紙（兼事業計画書）、および

事後の活動報告書と経費報告書をもとに各学校のプロジェクトからESD 活動を

一つか二つを選択し、活動の概要とスケジュールを中心に、活動をした児童・

生徒や教員、活動に携わった保護者・地域の方の声や経費の使い道について

まとめるとともに、ここに掲載された事例が学校および地域に与える効果と影

響を可視化できるよう努めました。

また、これらの実践事例につき、専門家の分析による客観的な評価を掲載す

ることにより、実践の現状と課題を明らかにし、ESD 活動を進めていく上でのヒ

ントとなるように心掛けました。

本冊子は、ユネスコスクールの諸活動および ESD 実践を身近に感じてもら

い、ESD 活動の裾野を広げることを目的としています。また、48 校の実践事例

をウェブサイトで国内外に公開しています。

掲載されている事例を今後の活動の参考にしていただくのはもちろんのこ

と、学校、あるいは地域で ESD に取り組む方々の交流手段のひとつとしても活

用していただければと願っています。

　

2011 年 3月

財団法人ユネスコ・アジア文化センター（ACCU）
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北海道・東北地区
1 北海道 石狩市立生振小学校 We Shall Overcome 〜みんなが幸せな社会をめざして〜

2 北海道 斜里町立ウトロ小中学校 ふるさと知床半島に共生し、自他の生命を尊重し、
児童生徒の自立の精神を培う授業

3 北海道 札幌市立札幌大通高等学校 大通 - ルイジアナ教科横断ピースプロジェクト

4 北海道 清里高等学校 ユネスコスクールへの歩みのために
〜ボランティアや国際交流を中心に〜

5 宮城県 気仙沼市立月立小学校 ふるさと八瀬のよさを見つけよう

6 宮城県 気仙沼市立小原木小学校 地域の特性を生かした体験活動を通して、
ふるさとの良さを知る。

7 宮城県 気仙沼市立馬籠小学校 人・自然・地域に学ぶ馬籠っ子

8 宮城県 仙台市立中野小学校 子どもの心を動かす環境教育とESD

9 宮城県 宮城教育大学附属小学校 小学校低学年からの防災意識を育む
実践事例の研究と創造

10 宮城県 富谷町立日吉台小学校 笑顔いっぱい、夢いっぱい、元気いっぱい

11 宮城県 気仙沼市立大島中学校 ホタテ貝の養殖体験活動を通した海洋環境学習

12 宮城県 白石市立南中学校 社会人・海外の人から生き方を学ぼう

13 宮城県 仙台二華中学校・高等学校 仙台二華の IS・SR

14 秋田県 大仙市立大曲南中学校 未来の地球、今私たちにできること

関東地区

15 埼玉県 越谷市立富士中学校 教育過程におけるESD の位置付けと
ユーラシアESDネットワーク構築に向けた取り組み

16 埼玉県 国際学院高等学校 多文化共生社会の精神理解への取組み

17 千葉県 市川市立稲越小学校 つながりのある学校文化の構築をめざして

18 千葉県 市原中央高等学校 英語ガイドマップで地域交流

19 千葉県 千葉県立市川西高等学校 外国から見たニッポン

20 東京都 江東区立東雲小学校 いのちかがやけ　〜ユニセフミュージアムへようこそ〜

21 東京都 渋谷教育学園
渋谷中学高等学校 ESD 普及のための書籍づくり

22 神奈川県 神奈川県立有馬高等学校 国際理解教育の実践を通し「持続可能な開発」を考える

北陸・中部地区

23 富山県 富山市立寒江小学校 主体的に学び、地域に働きかける子どもを
育成する持続発展教育

24 石川県 金沢市立浅野川小学校 大好きな校区・じまんの金沢を広めよう
〜地域へ、世界への発信を通して〜

25 石川県 金沢市立四十万小学校 世界の人と手をつなごう　〜国際理解教育〜

プロジェクト協力校一覧

事例通し
番号



�

26 石川県 金沢市立西小学校 食でつながる地球プロジェクト
「つなげよう！ わたしたちと世界」

27 新潟県 新潟市立巻東中学校 ほたるの保護活動からみる環境問題と
米百俵を送った側からの地域遺産

28 新潟県 新潟市立白新中学校 総合的な学習の時間

29 新潟県 新潟県立燕中等教育学校 GMプロジェクト：
地域を知り、地域から学び、世界を知ろう！

30 愛知県 名古屋大学教育学部
附属中・高等学校 「共生と平和の科学」21 世紀の主役である私たち

近畿地区

31 京都 NPO 法人
京田辺シュタイナー学校 高等部生徒のための伝統技術体験実習

32 大阪府 豊中市立上野小学校 世界の人と歩む子どもの育成
〜いろいろな友だち、世界から世界へ〜

33 大阪府 松原市立松原第七中学校 「出会い」「生き方」「学び愛」！ イキイキ七中　ESD 展

34 大阪府 大阪府立住吉高等学校 足元からの国際理解—住吉から世界へ

35 大阪府 大阪府立長野高等学校 地域と進める国際交流、留学生と取り組む
ESDカリキュラム

36 大阪府 羽衣学園高等学校 ICTを活用した海外の学校や機関との
ESDをテーマにした学び合い

37 奈良県 奈良市立富雄北幼稚園 はじめの第一歩

38 奈良県 奈良市立飛鳥小学校 飛鳥から世界へ、世界から飛鳥へ

39 奈良県 奈良市立済美小学校 世界遺産学習「地域に学び、地域に誇りと愛着を」

40 奈良県 奈良市立椿井小学校 世界にはばたく椿井っ子

41 奈良県 奈良教育大学附属中学校 ホールスクールアプローチによる
ESD 理念にもとづく学校づくり

42 奈良県 奈良市立月ヶ瀬中学校 地域ぐるみの ESD 活動

43 奈良県 奈良女子大学
附属中等教育学校

海外のユネスコスクールとの ESDをテーマとした
交流プロジェクト

44 和歌山県 和歌山県立串本古座
高等学校古座校舎 世界遺産教育及び地域と連携したふるさと教育

中国・四国・九州地区
45 広島県 福山市立内海小学校 エネルギー・環境教育を基軸とした ESD

46 広島県 広島大学附属中・高等学校 クラブ活動・生徒会活動を中心に、
生徒にESD の精神の涵養をはかる取り組み

47 福岡県 福岡県立武蔵台高等学校 武蔵台高校ユネスコスクールプロジェクト

48 福岡県 福岡県立城南高等学校 今津干潟の環境に関する調査・研究と保全活動



�

KEYWORD

小学校 中学校幼稚園 高校

37

地域や保護者の方々と
一緒に活動をしたい！

学校での実践を
地域へ発信したい！

留学生と一緒に
活動をしたい！

学校間交流をしたい！

伝統文化体験を
したい！

自分の住む町を理解
する活動がしたい！

37 2　11　15
27　33　42

4　18　31 
35　44
46　48

5　6　7　10
17　23　32
39　40　45

11　13　14
21　28　33

13　18　19 
21　34　35
36　44　46

1　5　7
10　17　20
32　40

3　19　35
36　43　48

26 18　22　35

24　25　40 14　27

5 42 31　47

7　9
23　24　32
38　39

2　11　27
29　42

18　29　48

37

平 和

国際理解

人 権

環 境

福 祉

郷 土 愛

1　32　40 41 3　30

20　32 30　34　43

1　20　24
25　26　32

6　7　8　9
10　23　32

12　13　14
28　29

3　13　16 
18　19　22 
29　30　34 
35　36
43　46

13　29
36　48

4　29
44　47

2　11　13
14　15　27
28　29　33 
41　42

7 12　28　42 4

5　6　7　8
23　24　38
39　40　45

2　27　42

ESDの具体的イメージが
わからない…

海外と交流をしたいけど、
語学に自信がなくて…

ESDをみんなに知って
ほしいけど…

教職員の共通理解・ESD
認識を深めたいけど…

37 8　20　32
38　39 21 21　44　46

13　19　21
44　46　48

13　16　21 
22　30

44　45　46

24　26

5

13　21　33

11　13　21
28　33　42

3　34

10　17　45

アプローチ1
気になるキーワード

アプローチ2
○○がしたい

アプローチ3
どうしたらいいの?

表中の数字は、事例通し番号です。

アプローチ別に、ダイレクトに事例を検索できます。

3つのアプローチ48実践事例

小学校 中学校幼稚園 高校

小学校 中学校幼稚園 高校
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右の図は、持続可能な未来への希望を育むた
めに、各教科・領域等が生徒とつながり存在して
いることを示しています。本冊子では中学校と高
校の事例に登場します。

学校では、様々な教科・領域等の教育活動が
時間割で区切られ、それぞれに展開されていま
す。

もちろん、各教科・領域等にはそれぞれ専門
性や特性があり、また個別にねらいがあり、子ど
もたちは、様々な知識やスキルを学んでいくわけ
ですが、未来につながる暮らしや学びのために
は、子どもたちの内面で各教科・領域で学んだ
知識やスキルがつながりかかわり合って作用し
ていく必要があります。

新しい学習指導要領とその解説の中で、持続
可能な未来を担う子どもたちの育成に関する記
述は、総則、社会、理科、生活科、技術・家庭科、
道徳、総合的な学習の時間などに見られますが、
持続可能な未来を構築するのに必要な知識・知
恵、リテラシー・スキル、生きる希望や自己肯定
感の育成については、それらの教科・領域を超
えてすべての教科・領域のつながりかかわりの
中で扱っていきたいものです。

持続可能な未来の希望のための
教材活用概念図（Ⅱ）

理 音 美
保体

技家

外
道総特

国

社

数

ESD対応
教科・領域

平成 21 年度文部科学省委託「日本／ユネス
コパートナーシップ事業」『ESD 教材活用ガイ
ド 持続可能な未来への希望』より
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1 北海道石狩市立生振小学校

2 北海道斜里町立ウトロ小中学校

3 北海道札幌市立札幌大通高等学校

4 北海道清里高等学校

5 宮城県気仙沼市立月立小学校

6 宮城県気仙沼市立小原木小学校

7 宮城県気仙沼市立馬籠小学校

8 宮城県仙台市立中野小学校

9 宮城教育大学附属小学校

10 宮城県富谷町立日吉台小学校

11 宮城県気仙沼市立大島中学校

12 宮城県白石市立南中学校

13 宮城県仙台二華中学校・高等学校

14 秋田県大仙市立大曲南中学校

北海道・東北
ESD実践事例48
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第
1
部　

実
践
事
例

ActivityActivity

We Shall
Overcome
～みんなが幸せな社会をめざして～
代々 6 年生が取り組んでいる世界寺子屋運動。自分たちの社
会を見つめ直し、よりよい社会へするためには何が出来るか
を考え、実践する力を育むことを目的としている。仲間と協力
して活動し、その輪を広げることで問題解決できることを体験
する。また世界の問題に目を広げ、いじめなどの身近な問題
も同じように解決していこうと活動に取り組んでいる。

北
ほっ

海
かい

道
どう

石
いし

狩
かり

市
し

立
りつ

生
おや

振
ふる

小
しょう

学
がっ

校
こう

世界寺子屋運動を広めよう

1

6年生

生徒
82人

教員
10人

世界の現状と自分たちが生きる社会の様々な問題を調べ
る。世界寺子屋運動を行うにあたり、活動を広めるための
リーフレットを作り学校・保護者・地域へ配布する。

16人

11月
自分たちと世界の現状における違いや問題、寺子
屋運動について調べる

12月

寺子屋運動について調べたことを、学校・保護者・
地域の方に伝え、理解と協力を求める

「書き損じはがき」収集を呼びかけるリーフレットの
作成、配布

2月

リーフレットの手直しと再配布
石狩ユネスコ協会の出前授業

「幸せな社会をつくるために」何が出来
るかを卒業へのまとめ学習とする

様々な写真と色で 10 種のリーフレットを作成

調べ学習で、疑問が広がり深まるうち

にユネスコ本部へ直接電話で質問を

していたことに、意欲的な児童の姿勢

を見ることが出来た。
声

担当教員の

SupportersSupporters
石狩市役所
ユネスコ本部

石狩ユネスコ協会
地域の方、保護者
石狩市教育委員会



DataData

15

学校長 髙
たか

山
やま

隆
りゅう

二
じ

所在地 〒061-3245　北
ほっ

海
かい

道
どう

石
いし

狩
かり

市
し

生
おや

振
ふる

375-1

TEL 0133-64-2018

FAX 0133-64-6427

E-MAIL ikc_oyafuru_e@infosnow.ne.jp

HP http://www.infosnow.ne.jp/ikc_oyafuru_e/
ユネスコスクール 
加盟時期 2010年3月

プロジェクト担当教員 台
だい

坂
さか

香
か

織
おり

世界寺子屋運動を広めよう リーフ
レット作成のインク・ラミネート代、
リーフレット送付のための郵送費

北海道石狩市立生振小学校

「リーフレットを配った 
児童のどきどき」

緊張してなかなかうまく説明できなかっ

たけど、うまく説明できて相手が「わかり

ました」と言ってくれた時は気持ちが伝

わったのかなと思いました。

つぶやき・想いつぶやき・想い

1　

北
海
道
石
狩
市
立
生
振
小
学
校

プロジェクト経費の使いみち
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第
1
部　

実
践
事
例

ActivityActivity

ふるさと知床半島に共生し、
自他の生命を尊重し、
児童生徒の自立の精神を 
培う授業
地域の教育資源を生かした体験・交流活動や、地域の方との
関わりを通して豊かな人間性と郷土愛を育てる。また体験活
動を通して、現代社会の課題を見出し追求することで、課題
解決力を育てる。

北
ほっ

海
かい

道
どう

斜
しゃ

里
り

町
ちょう

立
りつ

ウトロ小
しょう

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

環境保全意見発表会

2

中学3年生

生徒
70人

教員
19人

義務教育最上級生として、ふるさと知床に自然と共有する
生徒たちが豊かな自然環境をどのように保全していったら
良いかを課題に意見をまとめる。発表原稿は学校ホーム
ページに掲載しESD 活動を発信していく。

9人

理 音 美
保体

技家

外
道総特

国

社

数

ESD対応
教科・領域

9月 世界遺産センターで知床の自然環境資料を収集

10月 海岸漂着物の調査

11月 意見発表資料の作成

12月
環境保全意見発表会
学校 HP に意見を掲載

意見発表会の様子

小
中
併
置
校

意見発表を通じて大人が実践して

いる環境保全活動を知り、より良

い環境を実現する興味・関心が高

まってきた。ホームページに掲載し

た意見には流氷やエゾシカ、外来

種について等の貴重な意見も見られた。

声
担当教員の

世界遺産センター
地域の方

SupportersSupporters
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学校長 横
よこ

山
やま

泰
やす

昌
まさ

所在地 〒099-4352　北
ほっ

海
かい

道
どう

斜
しゃ

里
り

郡
ぐん

斜
しゃ

里
り

町
ちょう

ウ
う

ト
と

ロ
ろ

高
こう

原
げん

20

TEL 0152-24-2838

FAX 0152-24-2395

E-MAIL shiretoko@utoroej.knc.ne.jp

HP http://www.utoroej.knc.jp/
ユネスコスクール 
加盟時期 2010年7月

プロジェクト担当教員 登
と

藤
どう

珠
たま

実
み

［担当教科：美術・技術家庭・総合学習・特別活動］

環境保全意見発表会 ー

北海道斜里町立ウトロ小中学校

「まとめ作業の効果」

意見発表にまとめる作業を通して、

生徒が資料を検証したり言葉の使い

方を工夫したりすることで、外に向かっ

て自分の意見を発する基礎的な力

がついたと感じました。

つぶやき・想いつぶやき・想い

世界遺産センターで知床の自然環境を調査 意見発表会の資料を収集

2　

北
海
道
斜
里
町
立
ウ
ト
ロ
小
中
学
校

プロジェクト経費の使いみち
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第
1
部　

実
践
事
例

ActivityActivity

大通―ルイジアナ
教科横断ピースプロジェクト

「自分以外の目から“ いのち”を見つめる〜価値観の違いを超え、平和について考える〜」を
共通テーマにした、米国ルイジアナ州立大学附属高校と二校間での平和教育プロジェクト。
このプロジェクトは ESD日米教員交流プログラム＊日米合同会議（2010 年 7月）での国際理
解をテーマにした分科会に参加した日本人とアメリカ人の教員2 名が発端となったプロジェク
トである。教科横断型学習により多角的アプローチで平和の大切さを日米高校生で対話する。
メールやビデオ交換、ビデオ会議等を用い、国や教科の枠を越えた継続的共同作業、共生
教育を行い、生徒達の今までの「物事の捉え方」を少しでも変革することを目指している。
＊フルブライト・ジャパン（日米教育委員会）が日米両国の共同出資により米国の Institute of International 

EducationとACCU の協力で実施

北
ほっ

海
かい

道
どう

札
さっ

幌
ぽろ

市
し

立
りつ

大
おお

通
どおり

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

大通ルイジアナ間、教科横断交流活動

3

1-4年生

生徒
941人

教員
75人

双方から提示する教材を共同で使用し、可能な限り多くの
頻度で交流した。ビデオ対話等を通し、日米の共通点・差
異を発見させる等、課題発見学習とクリティカルシンキン
グの醸成を目指した。参加講座は計 7 教科・19 講座、参
加教員は 25 名。プロジェクトのまとめとして、二校共同で
千羽鶴を折り、3 年次が広島平和記念公園に献納する。

200人

10月
教科横断授業開始（19 講座）
米国高校とのネット交換学習開始

12月
プレゼンテーション大会、
大会の様子を米国高校へネット配信

1月
広島取材旅行
ネット配信・交流継続

数学基礎講座で線を解析し、折っ
た千羽鶴をルイジアナに送る

米国との平和教育はどうしても英語科メインで戦

争等をテーマに取り扱うイメージがあるが、日本史・

世界史に加え国際クラス・商業情報科・数学科・

書道科・美術科・2年次総合も参加し、それぞれの

特色を活かした斬新な切り口で広くテーマに迫ることができた。

声
担当教員の

SupportersSupporters
ルイジアナ州立大学
附属高等学校、
広島市立大学
平和研究所、

広島の被爆経験者
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理 音 美
保体

技家

外
道総特

国

社

数

ESD対応教科・領域
その他

商業情報／書道／
国際

学校長 守
もり

屋
や

開
ひらく

所在地 〒060-0002　北
ほっ

海
かい

道
どう

札
さっ

幌
ぽろ

市
し

中
ちゅう

央
おう

区
く

北
きた

2
に

条
じょう

西
にし

11丁目

TEL 011-251-0229

FAX 011-261-1449

E-MAIL aki.nishihara@sapporo-c.ed.jp

HP http://www.odori-h.sapporo-c.ed.jp/
ユネスコスクール 
加盟時期 2009年10月

プロジェクト担当教員 西
にし

原
はら

明
あ

希
き

［担当教科：外国語（英語）］

大通ルイジアナ間、教科横断交流活
動 広島への旅費、電子文具費、ル
イジアナへの千羽鶴・芸術科作品等
の郵送費

北海道札幌市立大通高等学校

「生徒の変化」

国の枠を超えての交流活動に生き生

きとしていました。また機会があれば

参加してルイジアナの生徒と直接話し

たいとも言っています。ルイジアナの

生徒の変容も担当教員から伝え聞く

のみではなく、生徒とのやり取りから

も大きくうかがえました。

つぶやき・想いつぶやき・想い

3　

北
海
道
札
幌
市
立
大
通
高
等
学
校

プロジェクト経費の使いみち
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第
1
部　

実
践
事
例

ActivityActivity

ユネスコスクールへの
歩みのために
～ボランティアや国際交流を中心に～
長年にわたる駅の清掃や花壇作り、高齢者施設でのボランティア活動、平成 3 年からの
ニュージーランド短期留学やモトエカ高校生との交流等を実施。今年度はこれまでの活動
を充実させながら、来年度のユネスコスクールとして持続可能な社会の担い手を育む教育
を推進する準備時期と捉える。

北
ほっ

海
かい

道
どう

清
きよ

里
さと

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

福祉・ボランティア活動

4

1-3年生

生徒
95人

教員
10人

地域での福祉・ボランティア活動。公共施設や高齢者施
設で地域の方々と交流し、地域と学校の連携を深めると共
に、地域への愛着を育成する。また募金活動や奉仕活動
も積極的に行う。

95人

4月 緑の羽募金活動

6-9月 清里町駅の花壇作り

7月 町内老人福祉施設にて交流活動

8月
離乳食教室で育児体験・ボランティア活動
老人福祉施設清楽園にて交流・ボランティア活動
清里神社祭典にて全校生徒による御神輿パレード

10月 清里町駅と駅周辺の清掃活動

11月 赤い羽根協働募金活動

1月
社会福祉協議会主催「ヤングボランティア講習会」
参加

ユネスコス

クールとして

承認された

こともあり、

地域の学校

活動への理解や協力が深ま

り、生徒もこれまでの活動に

自信が持てるようになった。

声
担当教員の

SupportersSupporters
緑の羽募金活動関係者、

JR北海道本社、
JR北海道釧路支社、

清里駅、社会福祉協議会、
「ふれあい広場」関係者、
「離乳食教室」関係者、
老人福祉施設清楽園、

清里神社、
赤い羽根協働募金活動

関係者、
「ヤングボランティア
講習会」関係者、
地域の方
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￥福祉・ボランティア活動 ー

その他のActivity

国際交流・国際理解 ー

環境教育 ー

ESD実践を地域へ発信 教員研修
旅費、広報用文具費

DataData
学校長 阿

あ

部
べ

広
ひろ

美
み

所在地 〒099-4405　北
ほっ

海
かい

道
どう

斜
しゃ

里
り

郡
ぐん

清
きよ

里
さと

町
ちょう

羽
は

衣
ごろも

町
まち

38

TEL 0152-25-2310

FAX 0152-25-2207

E-MAIL kiyosato-z1@hokkaido-c.ed.jp

HP http://www.kiyosato.hokkaido-c.ed.jp/
ユネスコスクール 
加盟時期 2010年7月

プロジェクト担当教員 大
おお

崎
さき

敦
あつ

子
こ

［担当教科：社会］、軽
かる

部
べ

弓
ゆみ

［担当教科：養護］

北海道清里高等学校

「来年度へ向けての意気込み」

今年はこれまで本校が実践してきた

教育活動を重視して行いました。来

年度の計画を立てるにあたり、教職

員や地域の理解・協力を得てユネス

コスクールの趣旨に合った計画をし、

地域交流や国際交流等を実践する

予定です。

つぶやき・想いつぶやき・想い

理 音 美
保体

技家

外
道総特

国

社

数

ESD対応
教科・領域

4　

北
海
道
清
里
高
等
学
校

プロジェクト経費の使いみち
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第
1
部　

実
践
事
例

地域の方の温かい支えをいただきながら

活動を進められることに喜びを感じる。児

童と地域の方は活動を通じて親しみを増

し、児童が地域の中で安心して生活でき

る環境作りにつながると思う。

ActivityActivity

ふるさと八瀬の
よさを見つけよう
ふるさとの良さを知り、ふるさとの環境
を大切にし、人とのつながりを尊重で
きる児童の育成を目指す。「自然」「伝
統と文化」「人との関わり」を柱に地域
で活動し、その学びを一人ひとりの、ま
た地域の未来作りへとつなげ、「地域遺
産」を世界のユネスコスクールへ発信し
ていく。

宮
みや

城
ぎ

県
けん

気
け

仙
せん

沼
ぬま

市
し

立
りつ

月
つき

立
だて

小
しょう

学
がっ

校
こう

繭細工づくり

5

3-4年生

生徒
29人

教職員
9人

学区はかつて養蚕の盛んな地域であった。そこで
蚕の幼虫を一人 10 匹ずつ飼育・観察し、生体を学
習する。飼育した蚕の繭を使って昔ながらの糸取り
作業を体験し、地域の繭細工職人を招き作り方を
教わる。地域交流を深め、感謝の心を育む。

10人

声
担当教員の

地域の繭農家、
地域の繭細工職人

SupportersSupporters

9月 蚕の飼育を始める

1月

地域の方を講師に招き、繭から絹糸を取り
出す作業を体験
地域の方を講師に招き、飼育した繭を使っ
て繭細工を作る

繭細工

繭の糸取り作業
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複数の団体から招待を受け、発表する機会をい

ただき外部の多くの方に披露する事が出来た。

多くのお褒めの言葉をいただき、児童も教員も喜

びを感じ今後の活動の励みとなった。

ActivityActivity 地域伝統芸能発表会 5-6年生

地域伝統芸能「早稲谷鹿踊り」は年間を通して全校で練習
し、5、6 年生は年間 10 回ほど保全会の指導を受け、夜練習
を実施している。「塚沢神楽」は 6 年生が学芸会での発表に
向け、保全会の指導の下、1 ヶ月程度練習している。様々な
場所で発表すると共に、他地区の神楽との比較学習を行い、
共通点や違い、踊りに込められた願いなどを学習する。

10人

地域の保全会、
宮城教育大学舞踊

発表会、
子ども伝承芸能
発表交流会

SupportersSupporters

9月
仙台市若林区文化センターでの宮城教育大学
舞踊発表会に参加、早稲谷鹿踊りを披露

10月 6 年生が学芸会で塚沢神楽を披露

12月
気仙沼市中央公民館での子ども伝承芸能発表
交流会に参加、早稲谷鹿踊り、塚沢神楽を披露
羽田地区の神楽との比較学習

声
担当教員の

5　

宮
城
県
気
仙
沼
市
立
月
立
小
学
校

早稲谷鹿踊り

塚澤神楽
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第
1
部　

実
践
事
例

学校長 山
やま

本
もと

正
まさ

美
み

所在地 〒988-0864　宮
みや

城
ぎ

県
けん

気
け

仙
せん

沼
ぬま

市
し

塚
つか

沢
ざわ

65

TEL 0226-55-2260

FAX 0226-55-2713

E-MAIL tuki-s10@k-macs.ne.jp

HP http://www.k-macs.ne.jp/~tuki-s10/
ユネスコスクール 
加盟時期 2009年10月

プロジェクト担当教員 菊
きく

地
ち

丈
たけ

夫
お

宮城県気仙沼市立月立小学校

「保護者の喜び」

積極的に地域の方が活動に関わっ

ていただけるのは嬉しいです。ESD

活動は地域と学校と家庭の結びつき

を強めてくれるので、今後もESD活

動を大切にしながら子どもたちの伸長

を進めてほしいです。

つぶやき・想いつぶやき・想い

￥
繭細工づくり 講師謝礼

地域伝統芸能発表会 講師謝礼、バ
ス借り上げ代、案内状送付のための
文具費・郵送費

その他のActivity

サツマイモの収穫 講師謝礼

そばの収穫、そば作り体験 講師謝
礼、バス借り上げ代

大豆の収穫、大豆を使った料理 講
師謝礼

炭焼き体験 バス借り上げ代

炭焼き体験

プロジェクト経費の使いみち
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ActivityActivity

地域の特性を生かした
体験活動を通して、
ふるさとの良さを知る。
気仙沼市立小原木小学校では地域の豊かな自然環境、伝統文化へ意識を向ける事によ
り、地域全体への関心を高める体験活動を行っている。「育てて・つくって・食べて」では、
実際に地域の土地を活用し、サツマイモや大豆の栽培から地域の料理（はっと）を味わう
までを1つの学習としている。児童は自然のありがたさ、収穫の喜び、食の大切さを学ぶ。
学年ごとに全学年で活動する事で、教員、児童ともに次年度への準備を整える事へと繋
がっている。

宮
みや

城
ぎ

県
けん

気
け

仙
せん

沼
ぬま

市
し

立
りつ

小
こ

原
はら

木
ぎ

小
しょう

学
がっ

校
こう

育てて・つくって・食べて

6

1-6年生

生徒
67人

教職員
11人

学校近くの田畑を利用し地域料理を調理実習すること
で、地域への関心を高める。

67人

地元高校教員、
地域の方、
保護者

SupportersSupporters

5月
5 年生—田植え
田んぼに入り自分たちで土起こし、耕し、水は
り、代かきをし、豊作を祈って1 苗ずつ植える

6月
1・2 年生—サツマイモの苗植え
校庭の落ち葉でつくった腐葉土を利用

8月
6 年生—昨秋に植えた小麦の収穫
小麦粉に製粉し後日「かにばっとう」の調理実習

10月 1・2 年生—サツマイモの収穫

5 年生の草取り

6　

宮
城
県
気
仙
沼
市
立
小
原
木
小
学
校

学級担任が実践報告をA4数枚の冊子にまと

め、全職員に配布した。そこから今年度の成果と

反省を共有し次年度へ引継げる。児童は画用紙

や模造紙での発表会を行い、自分の成果と反省

を振り返り、次の学習へと生かせる。

声
担当教員の
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第
1
部　

実
践
事
例

ActivityActivity ふるさと学習会 1-6年生

学社連携事業として公民館の協力のもと実施する。学年ごと
に、地域の施設見学などの様々な体験をする。1・2 年生は
漁港を見学し、鮭の稚魚を放流する。3・4 年生は公共施設
を見学して地域の様々な施設を知る。6 年生は座禅体験や住
職の講話を受ける。5 年生は網起こしをし、日の出前から地
域漁師と船に乗る。

67人

地域公共施設・
漁業場・養殖場、
公民館、地域の方

SupportersSupporters

4月 6 年生―江戸時代に利用されていた旧道を歩く

6月
4 年生―「水と環境」をテーマにダムや浄水場の見学
5 年生―ホタテやカキなどの養殖場を見学

10月 5 年生―早朝からの網起こし体験

ホタテ・カキの養殖場見学。海の上の養殖いかだで

6 年生の旧道めぐり

船に挙げられた魚を夢中で掴もうとする児童の姿に、

人間の逞しさと生き物の命をもらって生きていることを

実感した。魚の鱗や臭い、船上に出来た魚の血だまり

…体験することの素晴らしさ、バーチャルにはないもの

がここにはありました。

声
担当教員の
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学校長 熊
くま

谷
がい

洋
よう

子
こ

所在地 〒988-0512　宮
みや

城
ぎ

県
けん

気
け

仙
せん

沼
ぬま

市
し

唐
から

桑
くわ

町
ちょう

岩
いわ

井
い

沢
さわ

97-3

TEL 0226-34-3201

FAX 0226-34-3281

E-MAIL harasho@chorus.ocn.ne.jp

HP ―
ユネスコスクール 
加盟時期 2010年7月

プロジェクト担当教員 尾
お

形
がた

俊
とし

明
あき

宮城県気仙沼市立小原木小学校

「網起こしを体験して」

船がポイントに着くと漁師さんたちは

大きな掛け声で網を引きました。魚が

ピチャピチャと跳ねて胸がワクワクして

きました。みんなから顔に血がついて

いるよと言われてビックリ。その後に

サケの血だということが分かりました!

つぶやき・想いつぶやき・想い

￥育てて・作って・食べて 実践報告
冊子作成のためのインク、ラミネー
ト代

ふるさと学習会 ー

その他のActivity

海に親しむつどい ー

6　

宮
城
県
気
仙
沼
市
立
小
原
木
小
学
校

プロジェクト経費の使いみち



28

　

第
1
部　

実
践
事
例

ActivityActivity

豊かな森林に囲まれた馬籠地域の特性を生かし、地域
の自然環境、歴史・文化、福祉などの学習を、地域の協
力を得ながら全校挙げて実施し、地域とともに進んで学
び考え、実践する児童を育成する。

宮
みや

城
ぎ

県
けん

気
け

仙
せん

沼
ぬま

市
し

立
りつ

馬
ま

籠
ごめ

小
しょう

学
がっ

校
こう

馬籠の森と林

7

1-6年生

生徒
30人

教職員
9名

豊かな森林に囲まれている特性を生かし、森林につい
ての環境や経済など多面的な理解を深め、地域を愛す
る児童を育てる。また馬籠地区の未来を考えながら、そ
の良さを他に発信し表現力を身に付ける。

28人

地域の老人クラブ、
津山町木工芸品事業

協同組合、
宮城教育大学環境教育
実践研究センター、
地域の方、保護者

SupportersSupporters

4-9月 地域合同で学校林への施肥や草刈を行う

10月

「地域の人と一緒に」
地域の林業従事者を講師に、仕事内容や木材
活用などの講話を聞く
一緒に学校林の下草刈を行う

11月
「地域に発信しよう」

保護者、地域の方、お世話になった方を対象に
学んだことを発表

12月

「木材の活用方法を知ろう」
林業振興施設での体験学習

「環境教室」
外部専門家を講師に環境面から森林の役割を
捉える調査活動を行う

1月
「みんなに伝えよう」

ポスターの作成、発信・広報活動を行う

人・自然・地域に
学ぶ馬籠っ子

学校の教育

活動には日

頃から協力をしているが、今回

の新たなESD活動を通じて学

校に対する理解や信頼がより

深まった。

声
保護者・
地域の
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￥馬籠の森と林 講師謝礼、バス借り
上げ代、発表会・研究会の文具費、広
報用ポスターの印刷費

その他のActivity

みんなの馬籠川 校外学習バス借り
上げ代

学校長 須
す

藤
とう

勝
かつ

子
こ

所在地 〒988-0364　宮
みや

城
ぎ

県
けん

気
け

仙
せん

沼
ぬま

市
し

本
もと

吉
よし

町
ちょう

小
こ

金
がね

山
やま

1-1

TEL 0226-43-2222

FAX 0226-43-2223

E-MAIL magome@motoyoshi.ed.jp

HP http//www.motoyoshi.ed.jp/magome-sho/
ユネスコスクール 
加盟時期 2010年7月

プロジェクト担当教員 横
よこ

山
やま

清
せい

一
いち

宮城県気仙沼市立馬籠小学校

「地域高齢者からの温かい
気持ち」

自分の孫のように色々聴いてくれ

て、とても楽しく和やかに参加いたし

ました。

つぶやき・想いつぶやき・想い

7　

宮
城
県
気
仙
沼
市
立
馬
籠
小
学
校

プロジェクト経費の使いみち
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第
1
部　

実
践
事
例

ActivityActivity

子どもの心を動かす
環境教育とESD
仙台市の東端にあり、南に七北田川、東に蒲生干潟と豊かな
自然に囲まれた仙台市立中野小学校。この素晴らしい自然環
境と五感を働かせて学んだ体験学習で、「比較・分類・関連
付け・類推」といったものの見方を総合的に活用し、言葉で伝
える力が身につくよう授業実践を通じて環境教育に取り組む。

「コアジサシ」を学校のシンボルバードとし、児童は干潟での
バードスタディに親しみを持っている。

宮
みや

城
ぎ

県
けん

仙
せん

台
だい

市
し

立
りつ

中
なか

野
の

小
しょう

学
がっ

校
こう

バードスタディ・観察カード制作

8

1-6年生

生徒
188人

教職員
17人

学区の蒲生干潟にて年に 2 回、全校児童が季節の野鳥を
観察する。七北田川や蒲生干潟など地域の自然に愛着を
持たせるための活動。「水辺の鳥」という冊子を使用した
が、実際の観察、写真を日常的に見られるように、学生ボ
ランティアの協力で観察カードを作成した。

155人

環境省、
地域の科学館、
学生ボランティア

SupportersSupporters

5月 春のバードスタディ

11月 秋のバードスタディ

12月

杉の子文集・観察カード作成
1 年間の学習成果を学校文集にする
蒲生干潟で見られる野鳥の写真をカード
にして全校に配布

蒲生干潟にてバードスタディ

環境学習で児童に地域の環境に目

を向けさせた。野鳥や水生生物の調

べ学習で、未来に残したい環境につ

いて考えさせた。
声

担当教員の
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学校長 伊
い

藤
とう

公
こう

一
いち

所在地 〒983-0013　宮
みや

城
ぎ

県
けん

仙
せん

台
だい

市
し

宮
みや

城
ぎ

野
の

区
く

中
なか

野
の

字
あざ

西
にし

原
はら

152

TEL 022-258-2365

FAX 022-258-6813

E-MAIL nakano@sendai-c.ed.jp

HP http://www.sendai-c.ed.jp/˜nakano/
ユネスコスクール 
加盟時期 2008年10月

プロジェクト担当教員 松
まつ

下
した

武
たけ

士
し

宮城県仙台市立中野小学校

「大好き！ 蒲生干潟」

観察をしていると環境省の人が「め

ずらしい鳥がいるよ」と教えてくれまし

た。鳥の名前は「ミヤコドリ」でくちば

しは赤く、体は黒かったです。初め

て見た鳥でとてもきれいな鳥だと思い

ました。本当にうれしくて、蒲生干潟

がまた好きになりました。

つぶやき・想いつぶやき・想い

バードスタディ・観察カード制作 観
察カードを作成する印刷費

その他のActivity

クリーン蒲生・子ども環境実践発表
会 バス借り上げ代

8　

宮
城
県
仙
台
市
立
中
野
小
学
校

プロジェクト経費の使いみち
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第
1
部　

実
践
事
例

ActivityActivity

小学校低学年からの
防災意識を育む
実践事例の研究と創造
宮城県沖地震が取り大きく上げられる中、小学生段階から自分
自身で身を守る意識を高めておく必要がある。人・社会・自然
に働きかけながら横断的・総合的・探求的に学び、自分らしく生
きる豊かな人間性を育みながら防災について学ぶことを目的と
する。

宮
みや

城
ぎ

教
きょう

育
いく

大
だい

学
がく

附
ふ

属
ぞく

小
しょう

学
がっ

校
こう

防災マップづくり

9

5年生

生徒
864人

教員
42人

防災教育は 3 年生から6 年生まで体系的に取り組んでお
り、5 年生では身近に起こった地震の学習から防災マップ
を作成する。講師から体験談を聞き、地震の恐ろしさや防
災の必要性に気づかせる授業を設定する。第 2 回ユネス
コスクール全国大会 “ サイドイベント・防災 ” にて公開授
業とした。

143人

宮城県栗原市
総務部危機管理室、
公開授業参会者、
地域新聞社

SupportersSupporters

10月
4 年生までの防災学習を振り返り、講師の
体験談を聞く

11月 防災マップ作成

児童それぞれが住んでいる地域を想定すること

で、地域や家庭に目を向ける良いきっかけにも

なっている。また3年生からの積み上げの大切さ

も感じる。声
担当教員の
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9　

宮
城
教
育
大
学
附
属
小
学
校

DataData
学校長 池

いけ

山
やま

剛
たけし

所在地 〒980-0011　宮
みや

城
ぎ

県
けん

仙
せん

台
だい

市
し

青
あお

葉
ば

区
く

上
かみ

杉
すぎ

6-4-1

TEL 022-234-0318

FAX 022-234-0303

E-MAIL kansou@fu-syou.miyakyo-u.ac.jp

HP http://fu-syou.miyakyo-u.ac.jp
ユネスコスクール 
加盟時期 2007年10月

プロジェクト担当教員 佐
さ

野
の

真
しん

哉
や

防災マップづくり 講師謝礼、マップ
作成費

宮城教育大学附属小学校

「活動の広報について」

本校のESD活動は新聞社と連携し

地域社会へアピールしている。新聞

社と提携し学校の取り組みを発信し、

地域に広く受け入れてもらい、地域

のすべきことを真剣に考える社会作り

まで発展しなければ、今までの学校

教育と何ら変わらないということが見

えてきた。

つぶやき・想いつぶやき・想い

プロジェクト経費の使いみち
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第
1
部　

実
践
事
例

ActivityActivity

笑顔いっぱい、
夢いっぱい、
元気いっぱい

「笑顔いっぱい、夢いっぱい、元気いっぱい」という開校以
来のスローガンのもと、共生を目指し将来にわたって持続
可能な社会形成ができる人間育成に重点を置く。大切な日
本文化「MOTTAINAI」の精神風土を醸成させ、省エネや循
環型社会に関心を持たせ、地球に住む一員としての意識づ
くりを実践していく。

宮
みや

城
ぎ

県
けん

富
とみ

谷
や

町
ちょう

立
りつ

日
ひ

吉
よし

台
だい

小
しょう

学
がっ

校
こう

エコランタン・ページェント

10

1-6年生

生徒
383人

教員
20人

空き缶を利用しての手作りのランタンやエコキャンドル
を作成し、地域の協力のもと時間を決めて消灯し一斉に
ろうそくに火をともす。電気エネルギーを使わない生活
を体験させるとともに、再利用や省エネ、CO2 の排出削
減について考えさせる。

383人

町の生涯学習課、
　協業組合「富谷環境」、
町内会、地域の方、

保護者

SupportersSupporters

12月
全学年各学級でエコについて考える
エコランタン作り（3-6年生）、エコキャンドル作り

（1-2 年生）

1月
エコランタン・ページェント
6 年生による「エコランタン・ページェント」ミニ
コンサート

エコランタン・ページェント

この活動を地域に発信することで、家庭生活で

の再利用、省エネの取り組みを考える機会となっ

たようである。声
担当教員の
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ActivityActivity ESD講習会 教職員

ESD 教育推進のためユネスコスクールに登録、「学
校＆みんなの ESDプロジェクト」委託校になっての
本格的な職員研修。宮城教育大学より講師を招き
講義を受ける。

20人

宮城教育大学講師

SupportersSupporters

9月
宮城教育大学にて2 名の講師より、ESD 活
動に関する講義、バダフライガーデンにつ
いての講義を受ける

10月
バタフライガーデンの設計の仕方について
講義

『ESD 教 材 活 用ガイ
ド』を用いて講義が
行われた

10　

宮
城
県
富
谷
町
立
日
吉
台
小
学
校

全職員が共通理解のもと、

ESDに取り組んでいこうとす

る良い機会となった。声
担当教員の
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第
1
部　

実
践
事
例

学校長 佐
さ

藤
とう

和
かず

宏
ひろ

所在地 〒981-3362　宮
みや

城
ぎ

県
けん

黒
くろ

川
かわ

郡
ぐん

富
とみ

谷
や

町
まち

日
ひ

吉
よし

台
だい

1-13-1

TEL 022-358-1486

FAX 022-358-0614

E-MAIL hiyoshisyou@hello.odn.ne.jp

HP http://www.town.tomiya.miyagi.jp/html/school/
ele_scl_hiyosidai/ele_scl_hiyosidai_index2.htm

ユネスコスクール 
加盟時期 2010年3月

プロジェクト担当教員 跡
あと

部
べ

英
ひで

行
ゆき

宮城県富谷町立日吉台小学校

「ランタン・ページェントの 
ぽかぽか」

学校のランタンは、とってもきれいで、

外は寒かったのにすごく暖かい感じ

で心がぽかぽかになりました。

つぶやき・想いつぶやき・想い

￥
エコランタン・ページェント 講師
謝礼

ESD講習会 講師謝礼・旅費、教職
員旅費

その他のActivity

3R（リユース、リデュース、リサイク
ル） ー

だめだっちゃ温暖化 ー

ようこそ日吉台小へ ー

みんなのために（EM菌の培養と活
用） ー

ゆめのもりに蝶を呼ぼう 苗木・肥
料代

第2回ユネスコスクール全国大会参
加 教員参加旅費

感謝の気持ちを表そう ー

エコクッキング ー

明かりをつけよう ー「感謝の気持ちを表そう」活動にて

プロジェクト経費の使いみち
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ActivityActivity

ホタテ貝の養殖体験活動
を通した海洋環境学習
気仙沼市立大島中学校は気仙
沼湾内の離島に位置している。
海洋と関わる生活が色濃く根
付いている地域である。総合
的な学習の時間を使い島内で
盛んな養殖業を体験させ、地
域の海洋環境・産業・海洋文
化について広く学び、持続発
展的な社会のあり方を見つめ
させている。

ホタテ貝の養殖体験活動を通した
海洋環境学習

11

1-3年生

生徒
88人

教職員
12人

平成 17 年度から取り組むホタテ貝の養殖体験と環境学
習の拠点作り。活動の様子をパネル展示し、道具の模
型や作業体験コーナー、記録の展示を行い、活動紹介
パンフレットを配布。

88人

大島観光協会等
関係団体、
ホタテ支援員、
ホタテ貝購入者、
体験学習施設来訪者

SupportersSupporters

10月

体験活動と環境学習のデータバンクとして資料
室を設置
資料室の内容構成、そのレイアウト・展示物品
の作成

宮
みや

城
ぎ

県
けん

気
け

仙
せん

沼
ぬま

市
し

立
りつ

大
おお

島
しま

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

地元の漁師が作ったロープワークのボード。これを参考に下のバーで
練習する

11　

宮
城
県
気
仙
沼
市
立
大
島
中
学
校

展示室を作ることで作業の追体験ができた。学

習の流れを感じ取りながら今後の地域のあるべ

き姿や環境保全へのアプローチにまで発展させ

たい。声
担当教員の
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ActivityActivity ホタテ貝の養殖体験学習 1年生

地域全体を対象とした環境講座から、養殖・海浜・海洋
へと発展させて学習する。地域の漁業者の支援のもと、
幼生の着床から中間生成・管理、販売までの養殖にお
ける工程を体験する。

31人

地域漁業者、
養殖従業者、

遠洋漁業者OB組織、
地域産業従業者

SupportersSupporters

11月

稚貝の選別、中間育成のための耳吊り、筏への
耳吊りロープ垂下の 3 工程を行う
総合学習支援員による養殖の講話
養殖作業でのロープ結索技能の講習会

出荷にあたっての箱づめ作業

稚貝の選別

地域産業従業者の直

接指導は経験と知識

に裏打ちされ、養殖とい

う持続型産業を取り巻

く環境へのスタンスはESDに繋がるもの

であり、そのための環境保全活動に主体

的に取り組んでいきたい。

声
担当教員の



DataData

39

学校長 小
お

野
の

寺
でら

有
ゆう

一
いち

所在地 〒988-0613　宮
みや

城
ぎ

県
けん

気
け

仙
せん

沼
ぬま

市
し

高
たか

井
い

40番

TEL 0226-28-2610

FAX 0226-28-3255

E-MAIL osim-t5@k-macs.ne.jp

HP ―
ユネスコスクール 
加盟時期 2009年10月

プロジェクト担当教員 菊
きく

田
た

斉
ひとし

［担当教科：国語］

宮城県気仙沼市立大島中学校

「地域と地場産業とESDの
つながり」

地域漁業者の支援は年々広がり組

織的に支えていただけることで、第

一次産業の生産現場と日常を関連

づけた「生きる力」を育む軸が出来

ました。

つぶやき・想いつぶやき・想い

ホタテ貝の養殖体験活動を通した海
洋環境学習 展示室作成費

ホタテ貝の養殖体験学習 ー

11　

宮
城
県
気
仙
沼
市
立
大
島
中
学
校

活動の様子をパネル展示

理 音 美
保体

技家

外
道総特

国

社

数

ESD対応
教科・領域

プロジェクト経費の使いみち
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ActivityActivity

社会人・海外の
人から生き方を
学ぼう
これからの社会を生きる生徒達に、社会科・英語
科・総合的な学習の時間を核として、様々な交流を
基に自分の夢を実現する方法に真剣に向き合わせ
る。異なった文化や考え方・価値観に触れ、相手を
受容する態度や自己を理解する能力を高める。また、
情報収集・分析能力や自己表現の能力を高め、生
徒達の学校生活や人生に反映させる。

宮
みや

城
ぎ

県
けん

白
しろ

石
いし

市
し

立
りつ

南
みなみ

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

生き方セミナー

12

1-3年生

生徒
64人

教員
11人

「心理的競技能力診断テスト」で自己精神面を知り、講
話や体験を通して日常生活を見直し前向きに自己鍛錬
をする方法を学ぶ。スコットランド人 ALTとジンジャー
クッキー作りをし、小さな文化の違いから国際理解への
一歩を踏み出す。JICA から講師を招き講話を受け、国
際的に活躍する人から自分自身の生き方を考える。

64人

スポーツメンタル
トレーニング指導士、

ALT、JICA

SupportersSupporters

12月
大阪より講師を招き、セルフトークや呼吸法に
ついて受講
英語によるALTとの母国のおやつ作り

2月
国境を越えて活動している人の体験を聞き、そ
の生き方を学ぶ

理 音 美
保体

技家

外
道総特

国

社

数

ESD対応
教科・領域

ALTとのおやつ作り

メンタルトレーニングでは、自己を知りコントロー

ルすることを学んだ。日常に応用でき、素直に自

己を表現する力や前向きに生きていく方法を学

んだと思う。声
担当教員の
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ActivityActivity 福祉体験学習 1-3年生

視覚障害者の講話、盲導犬とのふれあい、白杖体験を
行い、障害者の大変さ・怖さ、盲導犬の意義等を肌で感
じる。まとめ学習で日本盲導犬協会制作の DVDを鑑賞
し、感想を書く。

64人

盲導犬協会、
視覚障害者の方、
手話協会

SupportersSupporters

9月
盲導犬協会より盲導犬トレーナー・視覚障害
者・盲導犬を招き、講話・体験学習を行う

盲導犬と体験学習

1 2　

宮
城
県
白
石
市
立
南
中
学
校

この他に点字

体験・手話体

験学習を行っ

ている。これら

の学習を通して福祉の心を育てる

ことが出来たと思う。

声
担当教員の
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学校長 菅
すが

原
わら

誉
よ

人
ひと

所在地 〒989-0112　宮
みや

城
ぎ

県
けん

白
しろ

石
いし

市
し

越
こす

河
ごう

平
たいら

字
あざ

平
へい

合
ごう

23番1

TEL 0224-28-2013

FAX 0224-28-2016

E-MAIL chief@sirominami-j.myswan.ne.jp

HP http://www.shirominami-j.myswan.ne.jp/
ユネスコスクール 
加盟時期 2010年7月

プロジェクト担当教員 齋
さい

久
く

美
み

子
こ

［担当教科：国語］

宮城県白石市立南中学校

「次回の取り組みへの課題」

今年度初めてESD活動に参加した

こともあり、学内での活動にとどまって

しまいました。来年度は保護者や地

域を意識して、広く地域へ働きかけ

計画的に活動を進めていきます。

つぶやき・想いつぶやき・想い

生き方セミナー 講師謝礼・旅費、
寄付金、調理実習材料費、文具費

福祉体験学習 文具費

生き方セミナーでの講話

プロジェクト経費の使いみち
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コ
ラ
ム　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
感
じ
た
こ
と

人とのつながりの大切さ

今回の活動を通して、一番に感じたことは人とのつな
がりの大切さだった。私自身、口では簡単に人とのつな
がりが大切だと言い、子供たちにも話したりする。しか
しながら、今回、プロジェクト協力校となり、改めてそれ
を心から実感させられた。校内の先生方の協力はもとよ
り、地域の方々、その道の専門家の協力なしには成し遂
げられなかったものばかりである。

Activity「エコランタン・ページェント」では、協業組合
富谷環境の堀籠太一氏のご協力、ご支援がなければ成
し得なかった活動である。回収してきた廃材（空き缶、ろ
うそく、デザートのカップ等）を利用し、長年地域のイベ
ントを盛り上げてきた方である。この活動を通して、子供
からは地球にやさしい生活を送っていきたい、という声
があがった。

ESD 活動を継続していけば、もっともっと、こちらが満
足できる成果が現れるだろうと思う。とはいえ、一番学習
し、そして、身に付けたものが多かったのは、主担当で
ある私自身である。

宮城県富谷町立日吉台小学校　跡部英行
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ActivityActivity

仙台二華の IS・SR
主に中学 1 年から高校 2 年までの総合的な学習の時間で、地
球環境をテーマに IS（international study）とSR（scientific 
research）を実施している。ISでは外部講師を招きゼミ形式で
異文化や国際協力への理解を深め、SRでは山海でのフィールド
ワークを積極的に行っている。同時にユネスコスクールとしての
自覚を持ち、これらの活動を学校内外の人に紹介し、生徒・保
護者、教職員の ESD への関心を高め、理解を深めることが目的
である。

宮
みや

城
ぎ

県
けん

仙
せん

台
だい

二
に

華
か

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

・
・

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

仙台二華の IS・SRを紹介する
パンフレットづくり

13

中1、高1、教職員、周辺小学校

生徒
880人

教員
60名

IS・SR 活動を学校内外に発信するためにパンフレットを作成
する。各学年の持つ ESD 関連行事の情報を各学年間で共有
し、情報共有を踏まえて学内での意識調査やメッセージ発
信をする。近隣の小・中学校にパンフレットを配布し、本校
ESD 活動への理解を広め、興味関心を深めていく。

校内1000、校外500

近隣小・中学校、
地域の方

SupportersSupporters

理 音 美
保体

技家

外
道総特

国

社

数

ESD対応
教科・領域

「教員間の意見すり合わせ」

パンフレット作成で多くの教科の教員

に校正をしてもらったため、教員間で

のISやSRの意見すり合わせをする

良い機会となりました。

つぶやき・想いつぶやき・想い

10月 原稿募集作成

11月 生徒意識調査実施・集計

12月 パンフレット詳細編集・発注

1月 発行・配布

仙台二華の IS・IRを紹介するパンフ
レットづくり 紹介パンフレットの印
刷費

中
高一貫
校

全校生徒に向けた標

語の募集と発表をこの

パンフレットで行えれ

ば、生徒自身が学んだ

ことを実際の行動に移

すきっかけを作ることも出来たと思う。

声
担当教員の

プロジェクト経費の使いみち
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学校長 鈴
すず

木
き

信
しん

也
や

所在地 〒984-0052　宮
みや

城
ぎ

県
けん

仙
せん

台
だい

市
し

若
わか

林
ばやし

区
く

連
れん

坊
ぼう

1-4-1

TEL 022-296-8101

FAX 022-296-8103

E-MAIL chief@nika.myswan.ne.jp

HP http://www.nika.myswan.ne.jp/
ユネスコスクール 
加盟時期 2009年2月

プロジェクト担当教員 徳
とく

能
のう

克
かつ

也
や

［担当教科：外国語（英語）］

宮城県仙台二華中学校・高等学校

13　

宮
城
県
仙
台
二
華
中
学
校
・
高
等
学
校
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ActivityActivity

未来の地球、
今私たちに
できること
環境教育の柱を「連携」と「発信」とし、
環境教育を通して現在そして未来の
自分と地球環境を学習する。外部団
体との連携や交流から将来の自分を
考え、今できることを学び持続可能な
社会の構築のために行動できる生徒
の育成を目指す。

秋
あき

田
た

県
けん

大
だい

仙
せん

市
し

立
りつ

大
おお

曲
まがり

南
みなみ

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

学校祭環境ブース、オフセットカフェ運営

14

1-3年生

生徒
118人

教員
15人

学校祭でこれまでの環境学習の成果を展示し、ESD 活
動を広く発信する。自転車発電装置や燃料電池、手回し
発電装置を設置し、来場者が体験できる工夫をする。同
時に NGO 法人 RACICAと連携し、「オフセットカフェ＊」
を運営。コーヒー一杯で 30グラムの CO2 削減にもなる
ことを説明して販売した。
＊オフセットカフェとは、フェアトレードコーヒーを販売し、収益金を途上国の発展

に寄附するもの

118人

ひのでや
エコライフ研究所、
NGO法人RACICA

SupportersSupporters

11月
生徒会主体で学校祭「環境ブース」を設置・
運営
オフセットカフェの運営

オフセットカフェの収益を寄附

理 音 美
保体

技家

外
道総特

国

社

数

ESD対応
教科・領域

オフセットカフェでは5000円の収

益を出してNGO法人RACICAに

寄贈した。環境教育と国際理解教

育を連携させた取り組みとなった。声
担当教員の
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ActivityActivity 国際理解から環境を考えるワークショップ 3年生

ユネスコスクールである秋田市立秋田商業高等学校の
生徒 11 名が来校し「富の格差」「水の格差」（オリジナ
ル）というワークショップを中学 3 年生 43 名対象に行う。
国際理解に力を入れる秋田商業高校と環境教育に力を
入れる大曲南中学校との連携となる。

43人

秋田商業高校、
秋田県地球温暖化
防止活動推進
センター

SupportersSupporters

11月 秋田商業高校との連携でワークショップを行う

ワークショップの様子

14　

秋
田
県
大
仙
市
立
大
曲
南
中
学
校

秋田商業高校とはお互

いにESDを深めていこ

うという意図での開催で

あった。別の月にも交流

会を開き、今後も連携を深めESDに取り組

んで生きたいと考えている。

声
担当教員の
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学校長 黒
くろ

田
た

清
きよ

志
し

所在地 〒014-1412　秋
あき

田
た

県
けん

大
だい

仙
せん

市
し

藤
ふじ

木
き

字
あざ

上
かみ

野
の

中
なか

70-2

TEL 0187-65-2001

FAX 0187-65-2051

E-MAIL om-minamityu@edu.city.daisen.akita.jp

HP http://www.edu.city.daisen.akita.jp/~om-minamityu/
ユネスコスクール 
加盟時期 2009年10月

プロジェクト担当教員 島
しま

田
だ

智
さとる

［担当教科：理科］

秋田県大仙市立大曲南中学校

「ESD活動の実践を通して」

環境教育からスタートした本校です

が、ESDを実践していくと環境教育

＝ESDではなく、国際理解やエネル

ギー等も学ぶ必要を感じました。

つぶやき・想いつぶやき・想い

￥
学校祭環境ブース、オフセットカフェ
運営 展示物・掲示物作成費、借用
物送料

国際理解から環境を考えるワーク
ショップ ー

その他のActivity

ユネスコスクール研修会 in秋田 
ー

ユネスコスクール全国大会参加 教
員旅費

全国小中学校環境教育研究大会 
教員旅費

大曲南地区オープンスクール 講師
謝礼・旅費、AV 記録メディア、文具費

小学生対象環境講座にて

プロジェクト経費の使いみち
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15 埼玉県越谷市立富士中学校

16 国際学院高等学校

17 千葉県市川市立稲越小学校

18 市原中央高等学校

19 千葉県立市川西高等学校

20 東京都江東区立東雲小学校

21 東京都渋谷教育学園渋谷中学高等学校

22 神奈川県立有馬高等学校

関東
ESD実践事例48
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ActivityActivity

教育課程におけるESD位置付けと
ユーラシアESDネットワーク
構築に向けた取り組み
越谷市立富士中学校では E-cubeという独自の持続発展教育
活動と部活動を中心にESDを進めてきたが、現在は更に各教
科・領域での具体的なESD 活動への取り組み、ESD 観点を盛
り込んだ教育計画の作成に取り組んでいる。その成果を日本
の ESD 実現に役立てたいと考える。

埼
さい

玉
たま

県
けん

越
こし

谷
がや

市
し

立
りつ

富
ふ

士
じ

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

絶滅危惧生物の保護と再生

15

1-3年生

生徒
808人

教員
40人

持続発展教育で重要な課題の１つ、持続可能な未来を実
現するための実践力を育成する。E-cubeを中心に越谷市
に自生する希少生物「キタミソウ」とかつては越谷市にも
自生しており、野生絶滅状態の「コシガヤホシクサ」の生
体調査、保護・増殖、再生活動を通し、生物多様性の保全
活動を行う。

70人

地域の保全活動関係者

SupportersSupporters

4-3月
キタミソウ・コシガヤホシクサなどの絶滅危惧種
の保護と増殖

全滅危惧種キタミソウの生態調査の様子

理 音 美
保体

技家

外
道総特

国

社

数

ESD対応
教科・領域

市レベルではESD

の知識や概念が十

分に浸透していない

ため協力を得るのは

困難であった。早急

な対応を必要と感じる。県の対応は、

文科省からESDの取り組みへの具体

的な指示が出ていたため変化が見ら

れた。

声
担当教員の
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ActivityActivity ESDを学習目標に加えた授業実践 1-2年生

23 年前より環境教育・持続可能性の実現の ESD 視
点を加えた年間指導計画作成と授業を行っている。
1 年生は植物の生活・日常の物理現象・地震の学
習を中心に、2 年生は動物の生活・物質と原子分
子・気象を中心に、多様性生物の保全・地球環境・
エネルギーの活用等 ESD 視点を加え学習する。

200人

理科教育関係者

SupportersSupporters

4-3月
理科教育におけるESD の観点を加えた授
業実践

15　

埼
玉
県
越
谷
市
立
富
士
中
学
校

「エネルギー資源教育」の授業風景

ESDにおいて最も重要なことは知識の

習得ではなく、知識を持続可能性のため

に具体的にどう使っていくかを考えさせる

ことである。従ってESD実践は常に実用

的なものでなければならない。

声
担当教員の

野生絶滅種コシガヤホシクサの保護増殖の様子
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第
1
部　

実
践
事
例

学校長 鈴
すず

木
き

秀
ひで

希
き

所在地 〒343-0851　埼
さい

玉
たま

県
けん

越
こし

谷
がや

市
し

七
しち

左
ざ

町
ちょう

2-85

TEL 048-966-0317

FAX 048-966-0836

E-MAIL fuji-j2@school.city.koshigaya.saitama.jp

HP http://school.city.koshigaya.saitama.jp/fuji-j/
ユネスコスクール 
加盟時期 2006年2月

プロジェクト担当教員 飯
いい

島
じま

眞
まこと

［担当教科：理科］

埼玉県越谷市立富士中学校

「生徒・保護者と教職員の
ESD認識の較差」

持続発展教育への生徒・保護者の

認識は想像以上に高まっています。

ESDを進めるためには、実際に担う

教職員教育に力を注がなければなら

ないと感じております。

つぶやき・想いつぶやき・想い

￥
絶滅危惧生物の保護と再生 ー

ESDを学習目標に加えた授業実践
ー

その他のActivity

GLOBEプログラム 生徒参加旅費

植樹活動 ー

ユーラシアESDネットワークの構築
ー

環境教育カリキュラム研究会議参加
教員参加旅費

植樹活動「グリーンウェーブ
プロジェクト2010」に参加

プロジェクト経費の使いみち
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ActivityActivity

多文化共生社会の
精神理解への取り組み
異 文 化の紹 介・視 察により、
生徒に多文化共生社会の精
神を理解させ、持続可能な共
生社会の担い手を育成する。
具 体 的 にはカナダで の 語 学
研修、帰国後の専門家による
講義で多様な価値観を理解
させ、将来多文化と触れ合う
糸口をつかませるのが目的で
ある。

みんなの地球・共生社会

16

2年生

生徒
695人

教員
42人

多文化共生社会の精神を理解するため、カナダでの先
住民との共生について講義を受講。

230人

国立民族博物館・
岸上伸啓教授

SupportersSupporters

11月
国立民族博物館・岸上伸啓教授による「カナダ
における多文化共生について」の講義を受講
受講後にレポート提出

国
こく

際
さい

学
がく

院
いん

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

16　

国
際
学
院
高
等
学
校

カナダは既

に、相 手を

尊重すること

で多文化社

会を実 現し

ていることに感心しました。日本

にもグローバル化に向けて多

文化社会を築き上げる番が来

ていると思います。

声
生徒の
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第
1
部　

実
践
事
例

ActivityActivity 第9回アジア・ヨーロッパクラスルームネッ
トワーク会議参加

1-3年生

第 9 回アジア・ヨーロッパクラスルームネットワーク会議
に校長が参加し、その内容を全校集会で生徒たちに講
話する。

695人

第9回アジア・ヨーロッパ
クラスルーム

ネットワーク会議関係者

SupportersSupporters

11月
インド・デリー開催の第 9 回アジア・ヨーロッパ
クラスルームネットワーク会議に校長が参加

12月
全校集会にて校長より、多文化共生について会
議から得た知見を講話

参加者が一同に会して記念撮影

各国の参加者とともにプレゼンテーションに聞き入る

持続可能な社会

の担い手へと成

長するための、多

文化共生の理解

促進と共に、人間性の向上、他者

や社会、自然環境との関係性の重

要性を認識しながら、全校集会で

生徒たちはメモを取り、興味深く聴

講していた。

声
先生の
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￥
学校長 大

おお

野
の

博
ひろ

之
ゆき

所在地 〒362-0806　埼
さい

玉
たま

県
けん

北
きた

足
あ

立
だち

郡
ぐん

伊
い

奈
な

町
まち

小
こ

室
むろ

10474

TEL 048-721-5931

FAX 048-721-5903

E-MAIL kghs@kgef.ac.jp

HP http://www.kgef.ac.jp/kghs/
ユネスコスクール 
加盟時期 2010年7月

プロジェクト担当教員 大
おお

野
の

満
まん

奈
な

［担当教科：外国語（英語）］

国際学院高等学校

「ある女子生徒の気づき」

将来自分に出来ることを考えたとき、

まず、知ることから始める必要がある

ということが分かりました。

つぶやき・想いつぶやき・想い

みんなの地球・共生社会 講師旅
費・謝礼、レポート（冊子）印刷費

第9回アジア・ヨーロッパクラスルー
ムネットワーク会議参加 インドへ
の旅費

その他のActivity

海外語学研修 ー

16　

国
際
学
院
高
等
学
校

海 外 語 学 研 修 に
て、先住民の方と

理 音 美
保体

技家

外
道総特

国

社

数

ESD対応
教科・領域

プロジェクト経費の使いみち
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第
1
部　

実
践
事
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ActivityActivity

つながりのある
学校文化の構築を
めざして

「異年齢集団による縦割り活動（ぽかぽかグループ）」を、学校教
育目標を具現化するための根幹とし、職員、保護者、地域にお
ける「関わり」や「つながり」を尊重できる個人を育むことに努め
ている。縦割り活動の他に、地域の自然環境や食への意識、児
童間・地域間・障害者児童との交流、他のユネスコスクールへ
の視察など多岐に渡るESD 活動を行っている。

千
ち

葉
ば

県
けん

市
いち

川
かわ

市
し

立
りつ

稲
いな

越
ごし

小
しょう

学
がっ

校
こう

縦割り活動“ひばりまつり”

17

1-6年生

生徒
151人

教員
10人

学校創立 30 周年にあたり、記念式典と創作劇発
表「ひばりまつり」を開催した。担当教員が選ん
だ本をもとに、脚本・演技練習・舞台道具作りな
どすべて児童によって行われる。上級生のリー
ダーシップと下級生のメンバーシップが求めら
れ、縦割りでの関わりやつながりが存分に発揮さ
れるぽかぽかグループ活動の「集大成」ともいえ
る活動である。

600人

地域の方、保護者

SupportersSupporters

7月 職員会議提案

10月
選書
6 年による脚本書き

11月

脚本訂正、配役、練習、本番、グループ
ごとの反省会（ふりかえり活動）
チームごとの練習場所を使用し、舞台道
具は上級生が中心に制作
記念式典の歌練習

活動を通して児

童は表現力・行

動力を身に付け、

視野を広げられ

た。自分の思いを

相手が理解できるように表現する大

切さを知ることへ繋がり、自己表現の

場として大変貴重で重要である。ま

た、地域や学校関係者に案内を出し

たことで、たいへん多くの方に参加

いただけた。

声
担当教員の
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ActivityActivity 先進校視察 教職員

すでにユネスコスクールとして活動している他校の
視察を学校の活動に役立てる。

4人

各視察学校

SupportersSupporters
10月

宮城県仙台市立七北田小学校　公開授業
参加

11月 奈良教育大学附属中学校　公開授業参加

12月

大 阪 府 松 原 市 立 恵 我 南 小 学 校　インタ
ビュー、ヒアリング
新潟県新潟市立新潟小学校　公開授業
参加

17　

千
葉
県
市
川
市
立
稲
越
小
学
校

先進校の取り組
みから学べるポ
イントを要約し、
教職員に共有

本校は小規模校

のため出張研修

が難しく、校内だ

けでは外部から

の刺激が少ない。

これを機に視野を広め、児童への学

習に役立てたい。

声
担当教員の
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第
1
部　

実
践
事
例

学校長 本
ほん

多
だ

成
なり

人
ひと

所在地 〒272-0831　千
ち

葉
ば

県
けん

市
いち

川
かわ

市
し

稲
いな

越
ごし

町
まち

518-2

TEL 047-373-8401

FAX 047-373-8402

E-MAIL work2-inagoshi@ichikawa-school.ed.jp

HP http://www.inagoshi-syo.ichikawa-school.ed.jp/
ユネスコスクール 
加盟時期 2010年7月

プロジェクト担当教員 岩
いわ

橋
はし

郁
いく

郎
ろう

千葉県市川市立稲越小学校

「6年女子の達成感」

ひばりまつりが成功できたのは、周り

の支えや協力があったからだと思いま

す。チーム全員で協力して大きな喜

びが生まれたので、とってもうれしい

です。協力する心はとってもすてきだ

と思いました。

つぶやき・想いつぶやき・想い

￥
縦割り活動“ひばりまつり” 案内状
送付のための郵送費

先進校視察 先進校への旅費

その他のActivity

全校歩き遠足、バス遠足 ー

給食残菜率 8％以下を目指して 
ー

地域ふれあい写真展 写真印刷費

地域安全確認大作戦 お礼状送付
のための郵送費

米から広がる世界 ー

学校環境整備 掲 示 の た め の 文
具費

障害を持つ児童との交流、地域との
交流 ー

天体観望会 講師謝礼

ともだちいっぱい名人テスト ー
足踏み脱穀機を使って、地域の方から脱穀作業を教わる

プロジェクト経費の使いみち
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コ
ラ
ム　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
感
じ
た
こ
と

身近なマンガで ESDを推進

国連 ESD の 10 年の真ん中だというのに「ESD」という
言葉を知っている、あるいは、説明できる人はほとんど
いません。ESDを推進してきた本校の生徒達もそれは同
じでした。ESD の主人公である彼らが見て、すぐ理解で
きるものはどこにもありませんでした。そこで作成したの
がマンガ『ぐるぐる〜 ESDって何？』です。（Activity「ESD
普及のための書籍づくり」）

理解し易く親しみ易いので手にした途端に読み始め
る。また読めば印象がいつまでも残る。これによりESD
が自然に意識され行動も変わっていく。そう考えてマン
ガという形をとりました。生徒たちが最初に言った感想は

「面白かった」です。このマンガを読んだ後は、同じテー
マで授業をしても明らかに聞き方が変わりました。

年齢国籍に関係なくESD のことを理解してもらえる作
品ができたので、できるだけ多くの人に読んでもらい、こ
のマンガに描かれている理想を現実化するためにとも
に頑張っていきたいと思います。

渋谷教育学園渋谷中学高等学校　北原隆志
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第
1
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実
践
事
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ActivityActivity 1-2年生、英語科、英語クラブ
26人

英語ガイドマップで
地域交流
千葉県市原市には 5200 人の外国人が住んでおり、国際交流
協会などを中心に様々な国際交流事業が行われている。しか
し、町をより良く知るための観光名所などが載ったガイドマッ
プがあまりない。そこで「実際的英語運用能力の育成」と「異
文化理解の修得」を目指す英語コースを対象に、「英語ガイド
マップ」の作成に取り組む。地域との交流を視野に入れなが
ら現場取材から編集・配布まで、すべて学生が主体となって
行う。

市
いち

原
はら

中
ちゅう

央
おう

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

英語ガイドマップ作成・配布

18
生徒

857人
教員

75人

英語学習に力を入れている英語コースの授業
の一環として、「英語ガイドマップ」の作成を行
う。周辺地域への取材、英文での記事編集・
校正は英語学習だけでなく、学校周辺地域へ
の関心・理解を深め、更には地域の方との交
流を通じて自己確立の一助となる。

市原市国際交流協会、
コミュニティ新聞、
市の公共施設及び駅、

ロータリークラブ、市の観光部署、
観光協会、地域在住の外国人、
市内中学校、外国人講師、
留学生、地域の方

SupportersSupporters

11月
外国人講師を交えて掲載記事につい
ての会議
取材と英文原稿作成

12月
15 名の生徒を 4グループに分け現地
取材、英文原稿作成

1月

外 国 人 講 師、留 学 生 を 交えて英 文
チェック
コミュニティ新聞社の協力で紙面校正
印刷後、市内各所に配布

理 音 美
保体

技家

外
道総特

国

社

数

ESD対応
教科・領域

市内各所に配布する

印刷物のため、記事や

写真の掲載許可を一

つ一つの団体から取る

ことは多くの時間を要

したが、そのための訪問活動によって活

動への深い理解、積極的な協力を受け

る機会となった。

声
担当教員の
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学校長 真
ま

板
いた

益
ます

夫
お

所在地 〒290-0215　千
ち

葉
ば

県
けん

市
いち

原
はら

市
し

土
つち

宇
う

1481-1

TEL 0436-36-7131

FAX 0436-36-7141

E-MAIL i-chuo@ny.airnet.ne.jp

HP http://www.kimigaku.ed.jp/ich/
ユネスコスクール 
加盟時期 2010年7月

プロジェクト担当教員 木
き

嶋
じま

勇
ゆう

一
いち

［担当教科：外国語（英語）］

市原中央高等学校

「受験勉強から地域貢献へ」

普段は受験を意識して勉強している

英語が、地域社会で役に立つことを

実感しました。今後も同じような活動

に参加していきたいです。

つぶやき・想いつぶやき・想い

英語ガイドマップ作成・配布 ガイド
マップの印刷費

18　

市
原
中
央
高
等
学
校

英文をチェックし、より簡潔で分かりやすい英語表現に
ついて検討中 グループごとにできあがった校正を確認

プロジェクト経費の使いみち
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ActivityActivity 1-2年生
320人

アジア諸国からの留学生を招き、シンポジウムを
行う。日本の若者文化や生活様式が、アジア諸国
の同世代はどのように見ているのかを知る機会と
する。また留学生が自国紹介をし、異文化理解の
促進と地球規模の共生について考える一助とす
る。近隣中学や県内の高校に広報し、ESD 教育
の周知、活動の参加と理解を図る。

千
ち

葉
ば

県
けん

立
りつ

市
いち

川
かわ

西
にし

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

異文化理解のためのパネルディスカッション

19
生徒

469人
教員

36人

近在の大学や専門学校より10 数名の留学生を招き、
本校代表生徒とともに「外国から見たニッポン」を
テーマにディスカッションを行う。文化の違いを理解
するとともに、アジア各国の正しい知識修得、「アジア
の中の日本」の意識、討論から相互理解と伝達能力の
伸長を図る、また、これまでの ESD 活動を様々な方法
で広報し理解を深めていく。

県教育委員会、
市川市ユネスコ協会、
市教委生涯学習課、
近隣小中学校、
都内日本語学校、

各国留学生、専門講師

SupportersSupporters

12月

近隣小中学校や県教育委員会などに広報、
ディスカッションへの参観を募る
パネリストの選出
留学生と情報交換をし、ディスカッションの
テーマについて質問を募る

1月

寄せられた質問からテーマにあったものを
抽出し、回答のための調べ学習を行う
留学生パネリストの出身国の位置・人口・面
積・政治経済状況・教育事情・言語を調べる
ディスカッション終了後の交流会について、
運営方法を話し合う
ディスカッション本番と放課後にフリートーク
形式の意見交換会を行う

外国から見たニッポン

生徒の語学

力には幅が

あり当初は日

本語が話せ

る外国人の

講演を考えたが、より多くの生

徒の参画意識を望みディスカッ

ション形式とした。年齢が近い

方が意識も高まると考え、都内

日本語学校のアジア留学生を

パネリストとした。

声
担当教員の
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￥
学校長

さい

藤
とう

孝
たかし

所在地 〒272-0833　千
ち

葉
ば

県
けん

市
いち

川
かわ

市
し

東
ひがし

国
こく

分
ぶん

１-１-１

TEL 047-371-2841

FAX 047-373-2360

E-MAIL ichikawanishi-h@chiba-c.ed.jp

HP http://www.chiba-c.ed.jp/ichikawanishi-h/
ユネスコスクール 
加盟時期 2010年7月

プロジェクト担当教員 岡
おか

田
だ

佳
よし

也
や

千葉県立市川西高等学校

「学校統合後の意識・意欲」

23年度に学校統合が決まっている

が、新しい学校に生まれ変わってから

も、このディスカッションを糸口にした

ユネスコスクールの活動を活性化さ

せていきたいです。

つぶやき・想いつぶやき・想い

異文化理解のためのパネルディス
カッション 講師謝礼・旅費、配布資
料の印刷費、文具費

19　

千
葉
県
立
市
川
西
高
等
学
校

理 音 美
保体

技家

外
道総特

国

社

数

ESD対応
教科・領域

プロジェクト経費の使いみち
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第
1
部　

実
践
事
例

ActivityActivity

いのちかがやけ
～ユニセフミュージアムへようこそ～

「いのち」の大切さを実感し、一人ひとりが人間として個性
的・主体的に生きる意味を考え、深めることで人権・民主
主義の理解促進を促す。そのためにユニセフについて学習
する。ユニセフハウス見学や調べ学習からユニセフの活動
を理解し、世界の現状を知る。そこから地球規模の問題へ
の国際システムを学び、日常生活や命の学習へ繋げる。「生
きる」「いのち」を深く考え、「いのち」の大切さを実感し相
手の思いを受けながら聞く体験を通して互いを大切にする
心情を育成する。

東
とう

京
きょう

都
と

江
こう

東
とう

区
く

立
りつ

東
しの

雲
のめ

小
しょう

学
がっ

校
こう

ユニセフについて学び発表する

20

5年生

生徒
530人

教員
29人

4 年生で世界遺産や地球環境を学習したことを生かし、5 年
生では世界の「人」、特に同世代の子どもに焦点をあて現状
を学ぶ。この問題に取り組むユニセフについて活動の調べ
学習・報告交流会、ユニセフハウス見学を行う。学習内容を
全校に発信し、ユニセフ募金を呼びかける。

74人

ユニセフ、
ユニセフハウス、
東雲フェスティバル

来場者、
地域の方

SupportersSupporters

10月 ユニセフについて調べ学習

11月

調べたことを発表
「保健・栄養・水・教育・困難な状況にある子どもの

保護・緊急支援」から課題を見つける
テーマごとにグループをつくり、各自で調べ学習、
発表
ユニセフハウス見学

12月
ユニセフ集会で発表
全校集会でユニセフについて発表、募金の呼びかけ

1月
「東雲フェスティバル」でユニセフミュージアムを作
り、来場者に発表

ユニセフハウスの見学

では、現地の子どもが

使っている薬やビン、

実際の教科書や住ん

でいるテントなどを見学

し、調べ学習では分か

らなかったことまで理解

できた。

声
児童の
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学校長 君
きみ

塚
づか

清
きよ

春
はる

所在地 〒135-0062　東
とう

京
きょう

都
と

江
こう

東
とう

区
く

東
しの

雲
のめ

2-4-11

TEL 03-3529-1451

FAX 03-3528-1768

E-MAIL shinonome-st@mx.koto.ed.jp

HP http://www.koto.ed.jp/shinonome-sho
ユネスコスクール 
加盟時期 2006年2月

プロジェクト担当教員 廣
ひろ

瀬
せ

修
しゅう

也
や

ユニセフについて学び発表する
バス借り上げ代

東京都江東区立東雲小学校

「ユネスコスクールへの深まる
理解をこれからに」

ユネスコスクールならではの国際システ

ム理解が本活動を通し深まっています。

総合的な学習の時間・生活科学習と

他教科・領域とのリンクを更に検討し、

深めていきたいです。

つぶやき・想いつぶやき・想い

20　

東
京
都
江
東
区
立
東
雲
小
学
校

グループで調べたことを発表

プロジェクト経費の使いみち
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実
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例

ActivityActivity 中学1年生 -高校3年生
1236人

ESD普及のための
書籍づくり

「ESDとは何か、それが目指すものは何か」を明確にし、
生徒・職員の共通認識とし、今まで以上に積極的な取り
組みを促進させることを目的とする。各教科や校外研修、
生徒会での ESD 活動などの際にその方向性を分かりや
すく示す本があれば、活動は個々であっても共通の目標
に向かっていくと考え『ESDまんがぐるぐる』を作成、配布
しESD の浸透・普及活動を行う。

渋
しぶ

谷
や

教
きょう

育
いく

学
がく

園
えん

渋
しぶ

谷
や

中
ちゅう

学
がく

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

ESD普及のための書籍づくり

21
生徒

1236人
教員

114人

『ESDまんがぐるぐる』を作成し、ESD の大きなゴールを「全人類が幸せに生きていくこと
ができる新エコシステムの構築」と明確化する。また英語版を作成し世界への発信をし
ていく。浸透・普及活動と同時に、学校での様々な活動の意味を認識し取り組み方、行動
や変化も視野に入れる。

本校外国人教員、
関連高ブリティッシュ
スクール in東京教員、
ユネスコ・ボコバ事務局長

SupportersSupporters

11月

『ESDまんがぐるぐる』日本語版を図書室の
ESDコーナーに設置
本校外国人教員、関連校教員の協力で『ぐる
ぐる』英語版を改訂
ユネスコのボコバ事務局長来校、ESD につ
いて世界遺産保存の観点からの演説を聴講

『ぐるぐる』英語版草案をまとめ冊子にし、ボ
コバ事務局長に贈呈

12月

『ぐるぐる』英語版を高校生に配布、意見・感
想をもとに改訂版の作成開始
現代用語検定協会主催「第 10 回自己表現力
コンクール」で『ぐるぐる』が大賞を受賞

1月
自己表現力コンクールホームページに ESD
普及の文章を寄稿

『ぐるぐる』日本語版、英語版の原稿完成

理 音 美
保体

技家

外
道総特

国

社

数

ESD対応
教科・領域

中
高一貫
校

年齢国籍に関

係なくESDを

理解できる作

品ができたの

で、より多くの

人に読んでもらいマンガに描かれ

ている理想の現実化に向けて頑

張っていきたい。

声
担当教員の
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学校長 田
た

村
むら

哲
てつ

夫
お

所在地 〒150-0002　東
とう

京
きょう

都
と

渋
しぶ

谷
や

区
く

渋
しぶ

谷
や

1-21-18

TEL 03-3400-6363

FAX 03-3486-1033

E-MAIL webmaster@shibuya-shibuya-jh.ed.jp

HP http://www.shibuya-shibuya-jh.ed.jp/
ユネスコスクール 
加盟時期 2009年10月

プロジェクト担当教員 北
きた

原
はら

隆
りゅう

志
じ

［担当教科：外国語（英語）］

渋谷教育学園渋谷中学高等学校

「英語版を読んだハーバード
大に進学した卒業生の反応」

国際社会に貢献したいという気持ち

が強烈になり勇気がでました。他の

学生たちも感動していました。

つぶやき・想いつぶやき・想い

ESD普及のための書籍づくり 書籍
作成費

21　

渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
中
学
高
等
学
校

プロジェクト経費の使いみち
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第
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実
践
事
例

ActivityActivity

国際理解教育の実践を通し
「持続可能な開発」を
考える
有馬高等学校には外国語コースがあり、在県外国籍生徒特別
募集枠も設置され様々な国の生徒が学んでいる。国際理解教育
にも積極的に取り組み、生徒一人ひとりが異文化社会への理解
を深め、国際社会の一員として「持続可能な社会」の形成者とし
て駆動できる力の推進を図る。同時に教職員もESD への理解を
深め、国際社会で生き抜く生徒の育成を図る。

神
か

奈
な

川
がわ

県
けん

立
りつ

有
あり

馬
ま

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

外国語コース異文化交流体験授業

22

2年生

生徒
754人

教員
48人

外国語コースの生徒が英語を使って直接、同世代の外国
人生徒との交流を通して会話し、外国の文化・社会を学び
理解を深める。同時に日本文化を紹介し互いの国民に対
する認識を身に付け、平和で安定した社会構築の一歩を
踏み出す。

39人

厚木YMCA日本語学校の
外国人生徒、講師

SupportersSupporters

12月

厚木 YMCA日本語学校所属の外
国人生徒と講師を招き、出身国の
ゲームなどを行う
日本の文化を紹介する

外国人講師による異文化理解ワークショップ

理 音 美
保体

技家

外
道総特

国

社

数

ESD対応
教科・領域

当初は同世代の海外留学生

を招いて授業を行う予定で

あったが、YMCAとの協議

するうちにYMCAの授業プロ

グラムが興味深いものであっ

たためそのプログラムに沿って交流体験授業を

行った。

声
担当教員の
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ActivityActivity 第2回ユネスコスクール全国大会での活動発表 1-2年生

ユネスコスクール全国大会で実際に取り組んだ活動を
報告する。

80人

ユネスコスクール
全国大会
大会事務局

SupportersSupporters

10月
ダブルネット推進ワークショップにて「たんぼ

（稲作や農業の理解を深める活動）」、「寺子屋
運動ポスター作成」の ESD 活動を発表

22　

神
奈
川
県
立
有
馬
高
等
学
校

ユネスコスクール全国大会で総合学習「たんぼ」の取り組みを発表

稲 作を通し

て日本の農

家の姿、食

料の安定供

給、世界の

食料問題へと考えを広げ、食

料供給に関わる持続可能な社

会への形勢について考えること

が出来た。

声
生徒の

韓国修学旅行の学校訪問で日本のゆかたを紹介
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第
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￥
学校長 ⻆

つの

田
だ

一
いっ

平
ぺい

所在地 〒243-0424　神
か

奈
な

川
がわ

県
けん

海
え

老
び

名
な

市
し

社
しゃ

家
け

240

TEL 046-238-1333

FAX 046-238-7980

E-MAIL event-arima-h@pen-kanagawa.ed.jp

HP http://www.arima-h.pen-kanagawa.ed.jp/
ユネスコスクール 
加盟時期 2008年8月

プロジェクト担当教員 望
もち

月
づき

浩
ひろ

明
あき

［担当教科：社会］

神奈川県立有馬高等学校

「発展的な新たな取り組み」

国際理解教育は以前から学校行事

や教科学習に様々な角度で取り組

んでいましたが、今回も従来の活動

をベースに新しい試みを取り入れてみ

ました。

つぶやき・想いつぶやき・想い

外国語コース異文化交流体験授業
講師謝礼

第2回ユネスコスクール全国大会で
の活動発表 参加教員の旅費

その他のActivity

世界寺子屋運動支援キャンペーン
リーフレット作成費

異文化理解ワークショップ

プロジェクト経費の使いみち
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23 富山県富山市立寒江小学校

24 石川県金沢市立浅野川小学校

25 石川県金沢市立四十万小学校

26 石川県金沢市立西小学校

27 新潟県新潟市立巻東中学校

28 新潟県新潟市立白新中学校

29 新潟県立燕中等教育学校

30 名古屋大学教育学部附属中・高等学校

北陸・中部
ESD実践事例48
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第
1
部　

実
践
事
例

ActivityActivity

主体的に学び、
地域に働きかける子どもを
育成する持続発展教育
寒江地区の自然と社会、人、文化との関わりを深めることで郷土愛を育み、共生社会での
実現を目指す担い手としての児童を育成する。各学年に合った内容の地域活動を行い、
次学年へと繋がり発展していく教育活動を行う。5 年生では多くの環境問題に対応し様々
な環境活動がある中で、食環境を取り上げる。生活に直結した食環境の問題点を切り口に
食育や世界の環境問題へと広げられる視野を育成する。

富
と

山
やま

県
けん

富
と

山
やま

市
し

立
りつ

寒
さむ

江
え

小
しょう

学
がっ

校
こう

米作りから見つめよう！ わたしたちの
食環境～食の提案書をつくろう～

23

5年生

生徒
102人

教員
11人

地域の農家に協力いた
だき、米作りについての
講話や作業見学を行う。
バケツ稲 栽 培 や 校 庭 隅
に作ったミニ田んぼでの
土起こしから鳥害対策、
収穫、精米作業を通して
実感を伴う活動とする。
また蛍の飼育や餅つき、
縄ないでは地域の方や
保護者の協力で行い、学
校活動を発信する機会と
する。

21人

5月
地域農家の水田へ行き講話を聞き、質疑応答
代掻き前の田んぼ遊び
田植え見学、バケツ稲栽培に向けて種籾の芽出しを行う

6月
校庭隅にミニ田んぼを作成、代掻き後苗を植える
有機農家、農林振興センター職員、「自然農」専門家から講義
を受ける　大豆を植える

6-8月 草取り、防虫、水の管理など必要な世話を行う

9月 鳥害対策、バケツ稲の稲刈り　かかし作り

10月
田んぼの稲刈り
ファミリーパークより蛍の幼虫を譲り受け、教室で飼育

10-11
月

収穫した米の脱穀、籾すり、精米作業
大豆の収穫、脱穀、選別作業
きな粉作りを行う

12月

収穫したもち米での餅つき　収穫した米できな粉餅を食べる
藁を使っての縄ない体験活動、正月飾り作成
米作り体験を通して各自課題を設定し、調べ学習
学級内での発表会

1月 地域の方と味噌作り体験、自給率についての講義を受ける

2月
食環境について各自課題を設定し「食の提案書」を作る
保護者に向けて「食の提案書」発表会を行う
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￥
地域農家、

農林振興センター、
「自然農」実践家、
ファミリーパーク、
地域の方、保護者

SupportersSupporters

学校長 山
やま

本
もと

茂
しげる

所在地 〒930-0108　富
と

山
やま

県
けん

富
と

山
やま

市
し

本
ほん

郷
ごう

中
ちゅう

部
ぶ

427

TEL 076-436-5594

FAX 076-436-2629

E-MAIL samue-es@tym.ed.jp

HP http://swa.toyama-city-ed.jp/weblog/index.
php?id=toyama038

ユネスコスクール 
加盟時期 2010年3月

プロジェクト担当教員 永
なが

井
い

文
ぶん

吾
ご

富山県富山市立寒江小学校

「家庭への影響」

自分たちの手で米作りをしたおかげ

で、お茶碗についた米粒をきれいに

食べるようになりました。食べ物の大

切さを実感しているようです。

つぶやき・想いつぶやき・想い

23　

富
山
県
富
山
市
立
寒
江
小
学
校

米作りから見つめよう！ わたしたち
の食環境～食の提案書をつくろう～

蛍飼育費、掲示物作成のための文
具費

その他のActivity

さむえとなかよしだいさくせん ー

さむえのすてき見つけ隊 ー

寒江・人じまん ー

デイケアハウスの利用者さんと交流
しよう ー

挑戦！ よりよい寒江のふるさとづく
り ー

「田んぼで遊ぶ」「自分たち

で田んぼを作る」という体を

かけた活動は、児童を大変

意欲的に取り組ませ、問題意

識・探究意欲を生み出した。

その結果「安全・安心な米作り」「生き物が安

心して暮らせる田んぼ作り」といった必要感や

切実感を持って活動を進められた。

声
担任の プロジェクト経費の使いみち
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ActivityActivity

小学校 6 年間で自分と家族・友達・地域の方・ふるさとの産業、伝統
や文化に目を向け、それを大切にする心とその素晴らしさを知り、学
年の発達段階に沿って、その素晴らしさを捉え直す場を設ける。人
との繋がりから、社会・自然・世界との関わりを深め、思いや願いを
持って、表現・思考・実践できる力の育成をめざしている。

石
いし

川
かわ

県
けん

金
かな

沢
ざわ

市
し

立
りつ

浅
あさ

野
の

川
がわ

小
しょう

学
がっ

校
こう

じまんの金沢を世界へ広める

24

6年生

生徒
365人

教員
23人

学区に住む「加賀友禅」作家と交流活動を行い、伝統
工芸に込められた想いや生き方、需要の現状を学習
する。その学習をもとに台湾の交流校とTV 会議を通
し金沢を紹介する。またアートマイルプロジェクトを
開始し、壁画を作成し台湾へ送った。

48人

「加賀友禅」作家、
台湾交流校、

TV会議システム支援者
国際交流コーディネーター

SupportersSupporters

11月
「加賀友禅」作家を講師に招き講義を受ける

台湾の交流校とTV 会議で交流を開始

12月

メールを使って交流校との交流を深める
壁画の作成
交流相手に手紙を書き、仕上がった壁画と一
緒に送る

1月

中国や台湾等について調べ、個人でレポート
を作成
これまでの学習に対する自分自身の学びをま
とめ、振り返る

大好きな校区・じまんの
金沢を広めよう
～地域へ、世界への発信を通して～

交流相手を決め、自己紹介カードを郵送
し、友達になる

双方の国で1枚の壁画を作成する活動を通

して、目に見え形に残る交流内容となったこと

が、小学生には大変効果的だと感じた。
声

担当教員の

描いた絵を台湾
に 送り、残り半
分に台南市のじ
まんを描いても
らい完成！
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￥
学校長 東

ひがし

実
みのる

所在地 〒920-0207　石
いし

川
かわ

県
けん

金
かな

沢
ざわ

市
し

須
す

崎
さき

町
まち

チ
ち

42

TEL 076-238-2034

FAX 076-237-1432

E-MAIL asanogawa-e@kanazawa-city.ed.jp

HP http://www.kanazawa-city.ed.jp/asanogawa-e/
ユネスコスクール 
加盟時期 2009年5月

プロジェクト担当教員 西
にし

野
の

聡
さと

子
こ

石川県金沢市立浅野川小学校

「交流相手との対話の大切さ」

台湾の友達はこちらが答えることに

「OK！」とか名前を呼んでくれたりし

て、とても嬉しかったです。伝えたい

心があれば、必ず相手とつながると

思いました。

つぶやき・想いつぶやき・想い

24　

石
川
県
金
沢
市
立
浅
野
川
小
学
校

大好きな校区・じまんの金沢を世界
へ広める 講師謝礼、壁画作成の画
材費

その他のActivity

大好きな校区・じまんの地産地消の
加賀野菜を広めよう 講師謝礼

大好きな校区・じまんの金沢を広め
よう～金沢ユネスコスクールを含むＥ
ＳＤ学習の公開授業研究～ 研究紀
要印刷費

じまんの自分たちの町を壁画の半分に描く

プロジェクト経費の使いみち
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第
1
部　

実
践
事
例

ActivityActivity

世界の人と手をつなごう
～国際理解教育～

自分たちにできることがないかを探し、計画・実行できる活動を考え実践していく。また活
動の中で自分たちの生活を見直せる児童を育成する。海外の国との交流を通して、自分た
ちの文化を見直し受け継ごうとする心情を育て、相手に伝え相手と分かり合おうとする態
度を養う。更に協同して1 つのことをやり遂げられる力をつける。これらを根幹とし地域で
の活動を行っている。

石
いし

川
かわ

県
けん

金
かな

沢
ざわ

市
し

立
りつ

四
し

十
じ

万
ま

小
しょう

学
がっ

校
こう

アートマイル活動への参加

25

6年生

生徒
480人

教員
25人

異国間２校でネットを介した共同作業を行い、１枚
の大きな絵を仕上げるアートマイル活動に参加。製
作過程で文化紹介・構図の合意等、様々な情報交換
を通じた交流活動がされる。台湾や東エルサレムと
の交流で金沢地域の伝統や文化の魅力を大きな１枚
の絵にする。活動を通して将来にわたる国際人として
の表現力を育て、他を認めながら自分の地域を大切
にする人へと育てていく。

93人

英語インストラクター
国際交流コーディネーター
石川県ユネスコ協会

SupportersSupporters

6月 交流の準備、自己紹介カードの作成

9月
相手国の場所や文化を調べる
講師を招きアートマイル活動の説明を受ける

10月 交流校と連絡を取り、絵のテーマを決定

11-12
月

ぬいぐるみの交換を行い、ぬいぐるみを交換
留学生とし生徒それぞれが家に持ち帰る
生活の様子や写真を日記に書く
テレビ会議を行う
絵の下書き・色塗りをし、完成
絵を交流校へ送る

当初はイスラ

エルが相手

国だったが

東エルサレ

ムとなった。

講師より東エルサレムはパレス

チナ自治区でイスラエルとは敵

対しており紛争も絶えないと聞

き、アートマイル活動の目的を知

ることで更に交流を深めたいと

いう意欲が湧いてきたと感じた。

声
担当教員の
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￥
学校長 吉

よし

本
もと

克
かつ

司
し

所在地 〒921-3135　石
いし

川
かわ

県
けん

金
かな

沢
ざわ

市
し

四
し

十
じ

万
ま

3-185

TEL 075-298-3015

FAX 075-298-3037

E-MAIL shijima-e@kanazawa-city.ed.jp

HP http://www.kanazawa-city.ed.jp/shijima-e/
ユネスコスクール 
加盟時期 2009年5月

プロジェクト担当教員 坂
さか

上
がみ

則
のり

子
こ

石川県金沢市立四十万小学校

「これが世界とのつながって
る感！」

相手に話が伝わったとき英語ってす

ごいと思いました。また歌で外国とつ

ながることができるんだと学びました。

つぶやき・想いつぶやき・想い

25　

石
川
県
金
沢
市
立
四
十
万
小
学
校

アートマイル活動への参加 講師謝
礼、絵画制作費、絵画送付のための郵
送費

その他のActivity

世界寺子屋運動への参加 リーフ
レット作成のための文具費

プロジェクト経費の使いみち
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第
1
部　

実
践
事
例

ActivityActivity

食でつながる地球プロジェクト

「つなげよう！
わたしたちと世界」
金沢市立西小学校は「つなげよう！　わたしたちと世界」をテーマに活動をしている。地域
での米作りから日本の食文化、さらに留学生や国際交流員との交流から世界の食へ、食を
通して世界とのつながりを考えてきた。また、国際理解・国際交流は、世界を知ると同時に
未来を共に生きる同世代の子どもたちとどのように生きるかを考える重要な活動と捉えて
いる。

石
いし

川
かわ

県
けん

金
かな

沢
ざわ

市
し

立
りつ

西
にし

小
しょう

学
がっ

校
こう

ロシアとの食文化交流

26

5年生

生徒
364人

教員
26人

ロシア人留学生との交流会を実施する。児童と留学
生が言葉を多く使わなくても交流できる料理作りや
ゲームをする。ロシアの美しい映像を見たりロシア料
理や本校児童が田植えから稲刈りまで行った米でお
にぎりを作ったり、食文化の交流で新しい食の世界へ
とつながることを目的とする。

71人

姉妹都市公園国際
交流員、

ロシアからの留学生、
保護者

SupportersSupporters

11月
姉妹都市ロシア・イルクーツク市からロシア
留学生を招く
ロシア料理やロシアのゲームを一緒に行う

1月 ロシアンティーとボルシチの調理実習

調理実習では保護者にもお手伝いいただい

た。児童も保護者も、日本とは異なる味・食

べ方に大いに驚き、興味を示していた。ゲー

ムでは日本にないロシアの様々なゲームを

し、あっという間に時間が過ぎてしまった。

声
担当教員の
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￥
学校長 川

かわ

岸
ぎし

典
のり

子
こ

所在地 〒920-0027　石
いし

川
かわ

県
けん

金
かな

沢
ざわ

市
し

駅
えき

西
にし

新
しん

町
まち

3-15-1

TEL 076-263-5338

FAX 076-263-5340

E-MAIL nishi-e@kanazawa-city.ed.jp

HP http://www.kanazawa-city.ed.jp/nishi-e/
ユネスコスクール 
加盟時期 2010年7月

プロジェクト担当教員 村
むら

澤
さわ

弘
ひろ

子
こ

／杉
すぎ

山
やま

麻
あさ

子
こ

石川県金沢市立西小学校

「国際交流で深まるクラス内
交流」

国際交流は「いろんな国について調

べる」「海外と関わる」というイメージ

でしたが、活動を進めていくうちに学

級の児童同士が関わりあう事、自分

たちの国や学校の良さを改めて発見

することに繋がっていると感じました。

つぶやき・想いつぶやき・想い

26　

石
川
県
金
沢
市
立
西
小
学
校

ロシアとの食文化交流 留学生謝
礼、食材

その他のActivity

アートマイルプロジェクト参加 絵
画送付のための郵送費

先進校視察 教職員旅費

プロジェクト経費の使いみち
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第
1
部　

実
践
事
例

ActivityActivity

ほたるの保護活動から
みる環境問題と
米百俵を送った側からの
地域遺産
田園が広がる自然豊かな学区内の福井や隣
接する岩室では、ほたるの保護活動に取り組
んでいる。巻東中学校では両地域を訪問し、
ホタルにかかわる環境保護として森のボラン
ティア活動を体験し、環境問題について考え
た。また地域の米俵にまつわる史実を背景
に、当時の人々の思いや歴史、藁から見える
環境問題、俵作りの技術の伝承を地域のお
年寄りと一緒に体験した。

新
にい

潟
がた

県
けん

新
にい

潟
がた

市
し

立
りつ

巻
まき

東
ひがし

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

ほたるの保護活動学習授業

27

1年生

生徒
353人

教員
26人

学年全体を 2 つに分け福井と岩室を訪問。ほたる
の保護活動をしている地元の方の講話を聴き、森
の環境保護活動をボランティア体験や森林伐採の
丸太処理体験、川の整備活動の様子を見た。事
前・事後のまとめ作業をし、環境保護活動や経済活
動について考える。

114人

地域の方・専門家

SupportersSupporters

10月
環境保護やほたる、地域についての事前
学習

11月
ほたるの生息地の福井、岩室を訪問
地域の方の講話と体験活動

12月
保護活動のあり方をテーマとし、レポート
作成

理 音 美
保体

技家

外
道総特

国

社

数

ESD対応
教科・領域

事前・事後のま

とめ作業の成

果もありました

が、実際に現

地へ行き活動

に加わることで、児童たちはより強

く保護活動や自然について考える

ことが出来ました。

声
担当教員の
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ActivityActivity 米俵を送った側からの地域遺産 3年生

事前に「米百俵」の逸話や米俵を作る意義、現
状などを学習し地域の歴史を知る。実践では
米俵や藁細工を作れる地域の方を招き、講習
を通して交流を図る。完成した米俵はユネス
コスクールである新潟県長岡市長岡南中学校
へ運び、贈呈式を行う。

123人

10月
三根山藩の歴史と米百俵に関わる事
前学習

11月
地域のお年寄りと共にワラから作る俵
作りの実践

12月
俵をユネスコスクールの長岡市立南中
学校へ運び、贈呈式への参加

27　

新
潟
県
新
潟
市
立
巻
東
中
学
校

俵の前後の傘
の部分を作っ
ている様子

米俵を作れる人たちは

すでに80 歳を超え、

指導する人材が集まる

か不安でしたが、地域

の協力のもと、集まった

指導者と教師で共同試作の俵を作って

みて、実際の活動計画に踏み切ることが

できました。

声
担当教員の
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第
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部　

実
践
事
例

学校長 大
おお

場
ば

雅
まさ

夫
お

所在地 〒953-0067　新
にい

潟
がた

県
けん

新
にい

潟
がた

市
し

西
にし

蒲
かん

区
く

潟
かた

頭
がしら

1493

TEL 0256-72-3332

FAX 0256-72-3932

E-MAIL j805mhk@city-niigata.ed.jp

HP http://www.makihigasi.city-niigata.ed.jp/
ユネスコスクール 
加盟時期 2009年10月

プロジェクト担当教員 大
おお

屋
や

雄
ゆう

二
じ

［担当教科：技術家庭・総合学習］

新潟県新潟市立巻東中学校

「先人の想いはときを超えて…」

出来上がった俵に一部米を詰めて長

岡城のあった長岡南中学校に送り、

毎年行っている米百俵にまつわる劇

中でその俵を使ってもらいました。本

校生徒と長岡南中学校生徒は贈呈

式という形で交流を行い、その様子

は、新聞3社で取り上げられ地域の

話題となりました。

つぶやき・想いつぶやき・想い

ほたるの保護活動学習 講師謝礼・
旅費

米俵を送った側からの地域遺産 講
師謝礼、俵作成費

森の整備活動

俵作りの胴体部分を作っている様子

プロジェクト経費の使いみち
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コ
ラ
ム　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
感
じ
た
こ
と

視野を広めて意識を高める

Activity「地域発見そして世界的な視野へ」では、新潟
県燕市の産業・文化・歴史について、そのすばらしさや
価値に気がつき、生徒たちはそれらを大切にしていこう
という意識が高まった。「今後の学習や将来を考える上
で、とてもよい体験をした」「もっと調べたり、交流をした
りしていきたい」という生徒の感想があった。新聞にも生
徒たちの実践が掲載され、生徒は学習の重み、地域伝統
文化の大切さまでも感じ取ることができた。

Activity「海外研修旅行」では、生徒たちは自分の適性
を考え、今後の自分の卒業後の進路について考えを深
めた様子だった。進路実現に必要な科目に対してさらに
粘り強く学び、興味・関心を持って学習をするようになっ
た。

地域の方々からは当校の実践を理解し、さらには多大
なるご協力を頂いた。書籍やホームページでは得られ
ない、生の体験談や技を披露していただくことで生徒た
ちは具体的な手段で学習を進めることができた。

新潟県立燕中等教育学校　滝田貴紀
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第
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実
践
事
例

ActivityActivity

総合的な
学習の時間
課題を設定し必要な情報を活用し、解決への
追究を進める。自己を他者との関わりで高め、
他者や地域環境を変えていこうとする。多様な
価値観を理解し、自己のあるべき姿・とるべき
行動を考え実現へ努力する。社会現象の本質
を捉え、自己の生き方の自分知を獲得する。こ
れらを育成するために世界の諸問題に取り組
み、調べ学習、まとめ学習をしていく。

新
にい

潟
がた

県
けん

新
にい

潟
がた

市
し

立
りつ

白
はく

新
しん

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

総合的な学習の時間での調べ・まとめ学習

28

1-3年生

生徒
223人

教員
24人

自然環境・社会福祉・地域国際の中から問題意識
に合わせたゼミに分かれ、それぞれで事実の調
査・問題提起・解決活動を行う。最後にレポートや
文章にまとめ、活動を振り返る。

223人

東京電力、ごみ処分場、
酸性雨センター、
環境カウンセラー、

農協、福祉協議会、老人施設、
授産施設、水俣病資料館、
新潟県警・市役所・県庁、

児童相談所

SupportersSupporters

9月
各ゼミに分かれ課題を設定し、問題点につ
いてネット・書籍で調べる

10月
ゼミごとに 官 公 庁・大 学 教 授・商 店 街・
NPO へ訪問し、問題点について取材活動を
行う

11月
問題解決への街頭活動（1 年生）
問題となる事実が起きる原因追究をし、解
決を図る（2-3 年生）

12月

問題と社会の関わりをまとめ、発表し活動
を振り返る
総合的な学習の時間における取り組みやユ
ネスコスクールとしての活動を纏めたリー
フレットを制作
リーフレットを県内の学校に送付

社会は様々な

問題が複雑に

絡み合ってお

り簡単には解

決できないが、

それを解決しようと努力している

人々の生き方にふれ、多くを学ん

でいた。

声
担当教員の
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学校長 吉
よし

村
むら

正
まさ

史
ふみ

所在地 〒951-8133　新
にい

潟
がた

県
けん

新
にい

潟
がた

市
し

中
ちゅう

央
おう

区
く

川
かわ

岸
ぎし

町
ちょう

2-4

TEL 025-266-2136

FAX 025-266-2137

E-MAIL j303hakushin@city-niigata.ed.jp

HP http://www.hakushin.city-niigata.ed.jp/
ユネスコスクール 
加盟時期 2010年3月

プロジェクト担当教員 伏
ふし

見
み

史
し

朗
ろう

［担当教科：数学］

総合的な学習の時間 リーフレット
印刷費・送付のための郵送費

新潟県新潟市立白新中学校

「大きく見通す力の大切さ」

人類が目先の利益を追求すれば必ず

どこかで影響は出てしまいます。これか

ら自分は目先のことのみに目を向けるの

ではなく、全体を見て生活していきたい

です。

つぶやき・想いつぶやき・想い

28　

新
潟
県
新
潟
市
立
白
新
中
学
校

理 音 美
保体

技家

外
道総特

国

社

数

ESD対応
教科・領域

プロジェクト経費の使いみち
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ActivityActivity

GMプロジェクト：
地域を知り、地域から学び、
世界を知ろう！
教育目標に「地域に立脚しつつ地球的視野で活躍できる人材
の育成」を掲げる。その実現に向けGM（グローカル・マイン
ド）プロジェクトとして「地域を知り、地域から学び、世界を知
る」活動を展開している。また、「国際理解教育」と「環境教育」
をユネスコスクールとしての活動の中心としている。
＊グローカルとはグローバルとローカルを組み合わせた語。

新
にい

潟
がた

県
けん

立
りつ

燕
つばめ

中
ちゅう

等
とう

教
きょう

育
いく

学
がっ

校
こう

地域発見そして世界的な視野へ

29

グローカル部員

生徒
470人

教員
33人

自分たちの地域の文化や美しいものを調べ探求し、まと
めたプレゼンテーションを「わたしのまちのたからもの」
コンテストに応募。また、地域在住の外国人に来校いた
だき諸外国の食や言語などの文化に触れる。

9人

市役所、図書館、
地域在住の外国人、
地域の小学校、
地元大学留学生、
地域の方

SupportersSupporters

9月
住んでいる地域の文化や歴史的建造物、美しい
ものを調べ、疑問を探求

10-11
月 プレゼンテーションソフトを使い、まとめる

12月 「わたしのまちのたからもの」コンテストに応募

1月
地域在住の外国人に来校いただき、諸外国の食
や言語などの文化に触れる国際交流講演会を
開催

理 音 美
保体

技家

外
道総特

国

社

数

ESD対応
教科・領域

中
高一貫
校

ロシア文化の紹介

生徒たちは多くの体験活動から、地域の大切さ

やありがたみを感じ、誇りを持って自分の町を考

える姿勢が生まれた。またその素晴らしさから、

教科書の内容以外での地域への愛着を持つよ

うになった。

声
担当教員の
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ActivityActivity 海外研修旅行 4年

海外研修を視野に、外国人を招き海外の文化、生活習慣、
マナーを学ぶ。同時に、自分たちが住んでいる地域のこと
を外国人に伝える方法を調べる。海外研修後に体験や学
習を振り返り、英文でのスピーチコンテストを行う。

78人

地域在住の外国人、
ホストファミリー、
オーストラリアの
子どもたち

SupportersSupporters

7月
外国人を招き、海外の文化、生活習慣、マナーな
どを学ぶ。

8-9月
住んでいる地域、日本の文化や歴史を外国人に伝
えるための表現を調べる

10月 オーストラリア海外研修

11-12
月

海外研修を振り返り、今後どのように経験を生かし
ていくかを考える

1月 英語でのスピーチコンテスト 29　

新
潟
県
立
燕
中
等
教
育
学
校

オーストラリアの子どもたちに書
道を教えている様子

海外研修で学習した英語力を発揮し体験したこ

とを通じて、自分の適性や卒業後の進路につい

て考えを深めた。進路実現に必要な科目に対し

て更に粘り強く学ぼうと思う。
声
生徒の
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学校長 小
お

野
の

島
じま

惠
けい

次
じ

所在地 〒959-1201　新
にい

潟
がた

県
けん

燕
つばめ

市
し

灰
はい

方
がた

815

TEL 0256-63-9319

FAX 0256-66-1293

E-MAIL school@tsubame-ss.nein.ed.jp

HP http://www.tsubame-ss.nein.ed.jp/
ユネスコスクール 
加盟時期 2009年10月

プロジェクト担当教員 滝
たき

田
た

貴
たか

紀
のり

［担当教科：外国語（英語）］

新潟県立燕中等教育学校

「地域での外国人交流を経
た滝田先生の発見」

書籍やネットでは得られない、生の

体験談や技の披露は生徒たちの心を

グッと引き寄せました。

つぶやき・想いつぶやき・想い

￥地域発見そして世界的な視野へ講師謝礼、AV 記録メディア、文具費

海外研修旅行 研修まとめ誌の印
刷代

その他のActivity

教員研修（奈良県奈良教育大学附属
中学校見学） 研修校への旅費

伝統工芸学習 ー

燕の伝統工芸 鎚起銅器（ついきどうき）の制作体験

地域学習での再発見

プロジェクト経費の使いみち
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実
践
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ActivityActivity

「共生と平和の科学」
21世紀の主役である私たち
直接的コミュニケーション不足が
他人への無関心となる現代にお
いて、大切なことは人間・環境・
動植物への関心を持ち、いかに
共生していくかである。現状を知
ることから始め、疑問・関心から
問題解決の仮説を立て、検証し
ていく授業を展開する。この過程
で自らの考えを述べ、類推・検証
する力を養う。

名
な

古
ご

屋
や

大
だい

学
がく

教
きょう

育
いく

学
がく

部
ぶ

附
ふ

属
ぞく

中
ちゅう

・
・

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

共生と平和の科学　グループ合同活動

30

高校2年生

生徒
590人

教員
65人

1クラス40 名に対し教員3 名が担当し、「共生と平和」に
関する3 つのテーマを設定する。テーマごとに分かれた
生徒は「共生と平和のためにしなければいけないこと」
の仮説を立て、様々な専門家の講話を聞き、各テーマ
の理解を深める。

120人

青年海外協力隊OB・OG、
大学講師

SupportersSupporters

10月
「共生と平和の科学」の授業目的の理解

生徒の希望をとり「子どもの人権」「ジェンダー」
「貧困と国際協力」の 3グループに分ける

11月
グループごとに「共生と平和のためにしなけれ
ばいけないこと」に関する仮説を立てマインド
マップを作成し、グループ間で共有する

12月
エゴグラムを使い今の自分を問い直す
青年海外協力隊 OB・OG（情報隊員、音楽隊員、
看護医療隊員）の講話

1月 名古屋大学の社会心理学専門家の講話

理 音 美
保体

技家

外
道総特

国

社

数

ESD対応
教科・領域

中
高一貫
校

授業での

学 びをど

のように実

際の行動

に移してい

くか、生活に生かしていくか

が今後の課題である。

声
担当教員の



91

ActivityActivity ESD実践先進校視察 教職員

ESD で先進的な活動を行っている筑波大学附属駒場中
学・高等学校と奈良女子大学附属中等教育学校を視察し、
担当教員から話を伺う。次年度以降の本校 ESD 活動に生
かし、繋げていく計画である。

2人

筑波大学附属
駒場中学・高等学校、
奈良女子大学附属
中等教育学校

SupportersSupporters

11月 筑波大学附属駒場中学・高等学校視察

12月 奈良女子大学附属中等教育学校視察 30　

名
古
屋
大
学
教
育
学
部
附
属
中
・
高
等
学
校

奈良女子大学附属中等教育学校の先生とESD
に関する話し合いを終えて

筑波大学附属駒場中学・高等学校

ではESD日米教員交流プログラムで

の学びとその後の活動について詳し

い説明を受け、奈良女子大学附属中

等教育学校ではYES for ESDの

活動を準備段階・現地での活動・振り返り活動と細かく、

写真等も参考に説明していただいた。

声
担当教員の
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￥
学校長 大

おお

谷
たに

尚
たかし

所在地 〒464-8601　愛
あい

知
ち

県
けん

名
な

古
ご

屋
や

市
し

千
ち

種
くさ

区
く

不
ふ

老
ろう

町
ちょう

TEL 052-789-2680

FAX 052-789-2696

E-MAIL nkf@highschl.educa.nagoya-u.ac.jp

HP http://highschl.educa.nagoya-u.ac.jp/
ユネスコスクール 
加盟時期 2010年7月

プロジェクト担当教員
三
さん

小
こ

田
だ

博
ひろ

昭
あき

［担当教科：外国語（英語）］
原
はら

順
じゅん

子
こ

[担当教科：技術家庭]
中
なか

村
むら

明
あき

彦
ひこ

[担当教科：保健体育]

名古屋大学教育学部附属中・高等学校

「複数で行うマインドマップの
効果」

自分の信じているものが本当に正しい

のかは、一方向からではなく複数絡

んでくることで、より理解が深まると思

いました。

つぶやき・想いつぶやき・想い

共生と平和の科学　グループ合同活
動 講師謝礼・旅費、グループワー
クの文具費

ESD実践先進校視察 視察校への
旅費

筑波大学附属駒場中学・高等学校の先生とESD のあり方について語る

プロジェクト経費の使いみち
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31 NPO法人京田辺シュタイナー学校

32 大阪府豊中市立上野小学校

33 大阪府松原市立松原第七中学校

34 大阪府立住吉高等学校

35 大阪府立長野高等学校

36 羽衣学園高等学校

37 奈良県奈良市立富雄北幼稚園

38 奈良県奈良市立飛鳥小学校

39 奈良県奈良市立済美小学校

40 奈良県奈良市立椿井小学校

41 奈良教育大学附属中学校

42 奈良県奈良市立月ヶ瀬中学校

43 奈良女子大学附属中等教育学校

44 和歌山県立串本古座高等学校古座校舎

近畿
ESD実践事例48
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ActivityActivity

高等部生徒のための
伝統技術体験実習
京田辺シュタイナー学校では、長年伝統工芸に携わっておられ
る職人の方にご指導頂き、中学 3 年で鉄打ち、高校 1 年で銅鍛
造、高校 2 年で銀細工と、3 種類の金属加工体験実習を行って
る。生徒たちは学年が上がる毎に一層細やかさと集中力を必要
とする作業に取り組み、地域の伝統技術に触れ体験する中で、
力を制御し繊細で緻密な作品を仕上げることを学んでいる。

NPO法人京
きょう

田
た

辺
なべ

シュタイナー学校

銅鍛造体験実習

31

高校1年生

生徒
250人

教員
37人

明日香の工芸家を講師としてお招きし、仕事のお話を伺
うとともに銅の鍛造作業を直接ご指導頂く。生徒が伝統
的な技術を直に体験できるこの 3日間の実習では職人
が技術を学ぶように実際に作業に取り組み、作品を作り
上げることに学びの重点を置いている。

19人

明日香工芸家
佐土浩一・玲子ご夫妻

SupportersSupporters

9月

地域に住む工芸家を講師に招き、伝統工芸や仕
事についての講義を受ける
クラスを二つに分け、一つのグループが最初に
銅鍛造を体験

11月
体験後に考えたこと・感じたことをレポートにま
とめ、クラスで共有

12月 もう一つのグループも銅鍛造を体験

理 音 美
保体

技家

外
道総特

国

社

数

ESD対応
教科・領域

N
P
O
法
人

体験学習を経た生徒たちは、様々な工芸品を見

る際にも「ただ漠然と見る」以上の何か、尊敬

の念や継承する大切さ等を感じているようだ。そ

うした実感が生まれることは、一過性の衝動に

動かされず、真に価値あるものを守っていく行動

へと生徒を導いていると思う。

声
担当教員の
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学校長 内
うつ

海
み

真
ま

理
り

子
こ

所在地 〒610-0332　京
きょう

都
と

府
ふ

京
きょう

田
た

辺
なべ

市
し

興
こう

戸
ど

南
みなみ

鉾
ほこ

立
たて

94

TEL 0774-64-3158

FAX 0774-64-3334

E-MAIL info@ktsg.jp

HP http://ktsg.jp/
ユネスコスクール 
加盟時期 2009年10月

プロジェクト担当教員 山
やま

田
だ

充
みちる

［担当教科：理科］

銅鍛造体験実習 講師謝礼・旅費

NPO法人京田辺シュタイナー学校

「職人への羨望」

時間が経つにつれ雑になるのが僕でし

た。佐土先生はこの仕事を毎日してい

ます。本当にすごいと思います。体験

を通して集中力と体力と気力がとても重

要だと分かりました。

つぶやき・想いつぶやき・想い

31　

N
P
O
法
人
京
田
辺
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
学
校

プロジェクト経費の使いみち
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ActivityActivity

世界の人と歩む
子どもの育成
～いろいろな友だち、世界から世界へ～

国際社会において、地球的視野に立ち主体的行動に必要な
態度・能力の基礎を育成するという国際教育理念に沿って、
児童ひとりひとりに広い視野と主体的行動力が培う取り組み
を進める。国際社会に通用する学力・豊かな心を育み、交流
体験でその力の活用を図りたい。

大
おお

阪
さか

府
ふ

豊
とよ

中
なか

市
し

立
りつ

上
うえ

野
の

小
しょう

学
がっ

校
こう

『なかよし、大好き！』…日本ってどんな国？

32

1年生

生徒
1085人

教員
54人

色々な国の挨拶を学び、韓国・朝鮮語、タイ語で童謡を
歌う。日本の昔話の読み聞かせから、日本語の味わい・
人々の暮らしや価値観を学ぶ。地域の方にけん玉や百
人一首、羽根つきなどの遊びを教わり、楽しく遊び昔の
遊びに親しみを持つ。

181人

地域の方

SupportersSupporters

5月 ひらがな学習

10月 昔話の読み聞かせ

11月 韓国について学ぶ

1月 地域の方と正月遊び・昔の遊びをする

上野小全学年の ESD の取り組み

隣の国の遊びや昔話や生活などを知

り、親しみを持った。声
児童の
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ActivityActivity みつめよう日本、広げよう世界へ 6年生

国際交流センターから講師を迎えての学習。様々な
背景を持つ人々が自分とは異なる社会でどのような
気持ちで生活しているか立場を変えて体験する。日本
がアジアの一員であることを自覚し、アジア各国の文
化・環境・戦争について、また子ども権利条約につい
ての講話を受ける。世界に向けて出来ることを考え世
界寺子屋運動のリーフレットを作成。

172人

国際交流センター
講師

SupportersSupporters

9月
国際交流センター外国人講師による、立場を
変えて考えることについての学習

10月
国際交流センター講師による、日本を含むア
ジアについての講話

11月 子ども権利条約についての学習

12月 世界寺子屋運動リーフレット作成

32　

大
阪
府
豊
中
市
立
上
野
小
学
校

世界中のす

べての人が

読み書き計

算を学べるよ

うに、自分た

ちに出来ることを考え世界寺子

屋運動リーフレットを作った。

声
児童の
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学校長 中
なか

木
き

常
つね

雄
お

所在地 〒560-0013　大
おお

阪
さか

府
ふ

豊
とよ

中
なか

市
し

上
うえ

野
の

東
ひがし

2-8-8

TEL 06-6848-4021

FAX 06-6846-9650

E-MAIL t_uenosho@city.toyonaka.osaka.jp

HP http://www.toyonaka-osa.ed.jp/cms/ueno/
ユネスコスクール 
加盟時期 2009年6月

プロジェクト担当教員 益
ます

川
かわ

直
なお

子
こ

大阪府豊中市立上野小学校

「特別ではないESD活動」

ESDは特別な取り組みではなく、毎

日のあらゆる教科の中に存在していま

す。それに気づけばごく自然にESD

を実践できます。また、素晴らしい取

り組みも持続させることが大切で、私

たちは常に思い付きではない全教育

課程に根ざした実践を積み重ねてい

ます。

つぶやき・想いつぶやき・想い

￥
『なかよし、大好き！』…日本ってどん
な国？ 講師謝礼

みつめよう日本、広げよう世界へ
講師謝礼

その他のActivity

いろいろな国を知ろう 講師謝礼

やさしい町　上野 講師謝礼

広げよう!　エコライフ 郵送費

生命を支える食 ー

みつめよう日本！ 広げよう世界へ
ー

私の幸せから私たちの幸せへ 文
具費

教職員研修 研修先への旅費

立場を変えて考える学習

プロジェクト経費の使いみち
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コ
ラ
ム　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
感
じ
た
こ
と

幼稚園児の変容と家庭の取り組み

Activity「お茶はどのようにして作られるの？」では、茶
道教室の体験から生まれた疑問に答えたことが、幼稚園
児であっても、内容に深まりのある疑問が次々と生まれ、
その応えに理解を深め、それに真摯に応えてくれる大人
に信頼をもつようになった。園児の変容に、教師集団も、
真摯に向き合うことの大切さを学んだ。また、保護者も
子どもたちが学んだことを日々の家庭生活でも実践して
いることから、環境問題にも取り組まざるを得ないとい
う感想をいただいた。

Activity「CO₂を増やさない、CO₂を減らそう」では、最
初は子どもにとって難しすぎるのではないかとの危惧も
あったが、以前から幼稚園で少しずつ継続的に話してい
たこともあり、予想以上に子どもが関心を持って取り組
み、その後の生活にも良い影響が見られた。例えば、「葉
が CO2 を食べてくれる」との認識から、掲示物の木の葉
がはずれていたらそれをつけようとしたり、植物を大切
にする様子が見られたりした。その後、同じ内容を保護
者向けにも実施したところ、保護者どうしが家庭でCO2削
減のために行っていることや、子どもの様子について情
報交換したことで、各家庭での取り組みが進んだと思わ
れる。

奈良市立富雄北幼稚園　桐野ゆみ
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第
1
部　

実
践
事
例

ActivityActivity

「出会い」「生き方」「学び愛」!

イキイキ七中　ESD展
多文化共生、国際理解教育の取り組みと人間関係づくりを主
たる骨子としており、その活動を地域で分かち合うことも大き
な意味があると考える。また全国のユネスコスクールの取り組
みを学区で発信し、本校の ESD 理念を地域に定着させる。生
徒は企画・活動に参加し、達成感・自己肯定感を高めていく。

大
おお

阪
さか

府
ふ

松
まつ

原
ばら

市
し

立
りつ

松
まつ

原
ばら

第
だい

七
なな

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

地域を映すESD展

33

1-3年生

生徒
297人

教員
25人

学区での行事・取り組み・季節の移り変わりを写真や絵で表
現し、校内展示を行う「ESD 展」を開催。生徒・教職員・保護
者・地域の方から作品を募り、喫茶室を設け開放した校内一
部に自由観覧できる場所を確保し、従来大切にしている地域
との交流を更に進める。同時に本校や世界の ESD 活動紹介
スペースも設け、ESD の取り組みを地域で共有し持続可能な
社会につなげていく。

295人

講師、審査員、
地域の方、保護者

SupportersSupporters

10月 「ESD 展」の企画・意見の集約・概要決定

11月
教職員・地域への事業説明
作品募集の告知
校内での ESD 活動理解を推進

12月

ESD 展実行委員会を組織し、作品募集、展
示・公開の準備
ESD のイメージについて学校と地域ですり
合わせ

1月
ESD 展公開
アンケートをもとに反省、リーフレット作成

理 音 美
保体

技家

外
道総特

国

社

数

ESD対応
教科・領域

世界との関

わりは隣にい

る1人から始

まり、地域社

会でも人間

関係づくりが大切である。その

意味でも共生や伝統など地域

ぐるみで繋がり、次世代を育む

ことがたいせつである。

声
担当教員の
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学校長 糸
いと

井
い

川
がわ

孝
たか

之
ゆき

所在地 〒580-0003　大
おお

阪
さか

府
ふ

松
まつ

原
ばら

市
し

一
ひと

津
つ

屋
や

2-1-9

TEL 072-332-2517

FAX 072-339-2517

E-MAIL matsu7@matsubara.e-kokoro.ed.jp

HP http://www.e-kokoro.ed.jp/matsubara/matsu7/
ユネスコスクール 
加盟時期 2008年10月

プロジェクト担当教員 平
ひら

井
い

義
よし

弘
ひろ

［担当教科：外国語（英語）］

地域を映すESD展 講師・審査員謝
礼、展示物作成のための文具費

大阪府松原市立松原第七中学校

「保護者・地域の学校理解」

ESD活動はすぐには理解できないが、

写真や作品を通して興味がわき様々な

ことを身近に感じるようになった。また昼

間の学校の様子から日常の活動が垣

間見られて良かった。今後も、毎年のよ

うに継続してほしい。

つぶやき・想いつぶやき・想い

33　

大
阪
府
松
原
市
立
松
原
第
七
中
学
校

プロジェクト経費の使いみち
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第
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部　

実
践
事
例

ActivityActivity

足元からの国際理解
̶住吉から世界へ
住吉高等学校には在日韓国・朝鮮人、留学生
等日本国籍以外の生徒が多く在籍している。こ
の環境の中でまず身近な異文化を理解し、共
感する心を育てたい。そしてその延長上にある
世界の人々と交流できるようにしたい。また理
解・共感を周囲にも働きかけ共感の輪を広げ、
そのための具体的な行動を教員・生徒ともに考
え実行し、「共に生きる社会」を大きくしていくこ
とを目指している。

大
おお

阪
さか

府
ふ

立
りつ

住
すみ

吉
よし

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

KCS（Korean Culture Studies）活動

34

1-3年生

生徒
833人

教員
76人

KCS 活動を通して自分のルーツ・生き方を考え、在日問題
を「難しい差別問題」ではなく身近な友達のこととして考え
る機会とする。KCS は韓国朝鮮の民族音楽・舞踊を、伝統
衣装を着て発表しており、当たり前に固有の文化を表現す
ることで、日本人を含め様々なルーツを持った生徒がお互
いの多様性を理解し認め合えるようにしている。

12人

大阪府立学校
在日外国人教育研究会、

朝鮮奨学会、
民族講師

SupportersSupporters

4-5月

新入生歓迎会で韓国朝鮮の伝統音楽「プンム
ル」を演奏
新入生に対し本名を名乗る大切さ、在日問題等
の人権問題について話す

6-9月「プンムル」を練習し文化祭で発表

10-12月
大阪府立学校在日外国人教育研究会「中国の集
い」「ワンワールド」、朝鮮奨学会「ウリ高校奨学
生文化祭」に参加・交流し、「プンムル」を演奏

1月 人権文化発表会で「プンムル」を演奏

理 音 美
保体

技家

外
道総特

国

社

数

ESD対応
教科・領域

生徒たちは

様々なこと

に対して興

味・関 心を

持ち、積極

的に活動に加わった。多く

の協力・交流・研修会へ

の参加など、様々な機会

を大いに活用し、色々なこ

とに気づき学んでいる。

声
担当教員の
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学校長 紺
こん

野
の

昇
のぼる

所在地 〒545-0035　大
おお

阪
さか

府
ふ

大
おお

阪
さか

市
し

阿
あ

倍
べ

野
の

区
く

北
きた

畠
ばたけ

2-4-1

TEL 06-6651-0525

FAX 06-6653-9163

E-MAIL yamanaka@sumiyoshi.osaka-c.ed.jp

HP http://www.osaka-c.ed.jp/sumiyoshi/
ユネスコスクール 
加盟時期 2008年10月

プロジェクト担当教員 山
やま

中
なか

啓
けい

子
こ

［担当教科：国語・総合学習］

KCS活動 講師謝礼、生徒旅費、民
族楽器

大阪府立住吉高等学校

「生徒の自発性を尊重して」

KCS活動を通して教員が「教える」人

権教育ではなく、生徒が「自ら考える」

人権活動となっていることが素晴らしい

と思います。

つぶやき・想いつぶやき・想い

34　

大
阪
府
立
住
吉
高
等
学
校

プロジェクト経費の使いみち
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第
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部　

実
践
事
例

ActivityActivity

地域と進める国際交流、
留学生と取り組む
ESDカリキュラム
地域の小中高生が集まり英語で意見
を述べる機会を作り、校種・年齢を超
えた連帯感・学び合いの意識を養う。
また昨年度日・中・韓・タイ・フィリピ
ン 5カ国の教員が開発した ESDカリ
キュラムを使い、海外と日本の若者が
共に学び合い、自らの行動こそが世
界的な規模の問題を解く鍵であると
気づかせる。

大
おお

阪
さか

府
ふ

立
りつ

長
なが

野
の

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

地域と進める国際交流・河内長野
イングリッシュ・フェスティバル

35

小中高校生

生徒
966人

教員
65人

地域イベントホールに市内の小中高校から代表生徒が集
まり、年齢に応じたプレゼンテーションを行う。歌・スキッ
ト・ドラマ・暗唱・スピーチ等、優秀な発表は表彰し努力
と成果を称える。

120人

SupportersSupporters
河内長野市内の小中高校・
教育長・国際交流協会・
ロータリークラブ・
ライオンズクラブ、
大阪府教育委員会

9月
河内長野市内全ての小・中・高校に
参加案内状を送付

10月
参加者の原稿締め切り、プログラム
の作成、引率教員による打ち合わせ
校内の 1-2 年を対象に予備選抜

11月 イングリッシュ・フェスティバル開催

12月 校内で受賞伝達式

イングリッシュ・フェスティバル

ESD対応
教科・領域

理 音 美
保体

技家

外
道総特

国

社

数

児童・生徒たちの英語レ

ベルの高さに驚いた。こ

れにより英語を国際理解

のツールとして使いこな

す心構えができつつある

ことを歓迎したい。

声
大学教員
審査員の
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ActivityActivity 留学生と一緒に取り組むESDカリキュラム 2年生

授業者の事前研修として、他学年での「国際協力カリキュラ
ム」を見学。それに基づき本活動カリキュラムを作成し、新
たに国際交流授業を企画。交流国と日本の教育制度・就職
活動について現状を報告し合う。

310人

留学生派遣大学、
留学生

SupportersSupporters

8月
学生を日本へ派遣できる大学を探
し、日程調整

9月
バスの手配、交流内容の打ち合わせ

「ESD 国際協力カリキュラム」の授業
見学、国際交流授業の企画

10月
交流授業の詳細を大学に連絡、両校
で事前指導

11月
留学生 24 名を受け入れ
国際交流授業開催

専ら留学生の日本語能力

に頼ることとなり、留学生の

日本語レベルによっては交

流の難しい場面も見られたが、これからの社会

人としての人生を模索する者同士として連帯

感を持たせることは出来た。また本校留学生、

外国人教員ならびに大学からの引率教員の支

援が有効であった。

イングリッシュ・フェスティバル

35　

大
阪
府
立
長
野
高
等
学
校

韓国人留学生 3 人と2 年 6 組の生徒との学びあい

声
担当教員の
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第
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実
践
事
例

学校長 山
やま

口
ぐち

義
よし

昭
あき

所在地 〒586-0021　大
おお

阪
さか

府
ふ

河
かわ

内
ち

長
なが

野
の

市
し

原
はら

町
ちょう

2-1-1

TEL 0721-53-7371

FAX 0721-53-7384

E-MAIL koho@nagano.osaka-c.ed.jp

HP http://www.osaka-c.ed.jp/nagano/
ユネスコスクール 
加盟時期 2009年2月

プロジェクト担当教員 内
うち

本
もと

雅
まさ

之
ゆき

［担当教科：外国語（英語）・総合学習］

大阪府立長野高等学校

「国を超えて共有する社会人
の意識」

よその国の人もやっぱり仕事のことで

悩んだりするんですね。僕も大学へ

行って仕事のことをよく考えます。

つぶやき・想いつぶやき・想い

地域と進める国際交流 プログラム
印刷費

留学生と一緒に取り組むESDカリ
キュラム 留学生謝礼、バス借り上
げ代

2年2組にフランス人留学生3
人が参加

プロジェクト経費の使いみち
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ActivityActivity

ICTを活用した海外の
学校や機関とのESDを
テーマにした学び合い
ボランティア部の 3 年生はアメリカ、韓国、中国、シンガポールの生徒とビデオ会議などの
ICT（情報通信技術 Information and Communications Technology）を活用しての交流
で異文化と触れ合い、互いの文化への関心を高める活動を行っている。自分達の考えを
簡潔にまとめ、相手にわかりやすく表現することや、相手を理解するといった実践的なコ
ミュニケーション能力を習得するICT の手法を全国のユネスコスクールへ広めることを目的
とする。

羽
は

衣
ごろも

学
がく

園
えん

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

ESD学び合い

36

2-3年生

生徒
560人

教員
55人

海外交流校とWeb 上で交流を深め、様々なテー
マについてプレゼンテーション、写真やコメント
のアップを互いに行い、同時に青年海外協力隊
との交流を含め、それぞれの国の世代の考えや
違いを実感し、情報実践活用能力を深める。この
活動の継続的な発展を働きかけ、国内ユネスコ
スクール間でも実施していきたい。

70人

アメリカ・シンガポール・
韓国・中国の交流校、

大阪大学、APEC教育機関、
大阪ユネスコスクールネットワーク、

JICA、海外協力隊員、
大阪府高石市教育委員会、
高石市姉妹都市交流委員会、

韓国文部科学省

SupportersSupporters

6月
アメリカ、韓国、中国、シンガポールの学
校とそれぞれウェブサイト上で自己紹介

7月

ウェブサイト上で写真やプレゼンテー
ションの資料をアップし、各テーマにつ
いて意見交換を行う（テーマ：アメリカ -
環境とエコ、韓国 - 食、中国 -ESD、シンガ
ポール - 文化）

8月
テーマごとにプレゼンテーションを行う
発表者のプレゼンテーションについて意
見を出し合う

36　

羽
衣
学
園
高
等
学
校

ESD学習に取り組む

前は、環境や貧困の

問題は規模が大きす

ぎて身近な事に思え

なかった。学習を始め

てから他人事ではなく、自分の身の回

りの行動が社会や世界、地球と繋がっ

ていると感じました。

声
生徒の
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第
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部　

実
践
事
例

ActivityActivity ESD　TV会議 3年生

実際にビデオ会議や掲示板などの ICT を更に活用して
意見交換をし、文化理解の中身を深める。考えの簡潔な
まとめ、伝わる表現、相手への正しい理解など実践的コ
ミュニケーション能力を修得し、チームでの自律性、責
任、働きかけなどのリーダーシップとチームワークのバ
ランスも身に付けさせる。

30人

海外交流校と
関連団体

SupportersSupporters

9月
教育や貧困や環境などのテーマに関してTV 会
議システムを利用して各学校と意見交換

10月
ESDをテーマに協同でプレゼンテーションの資
料を作成

11月 アメリカの学校とエコをテーマにTV 会議を実施

アメリカNJ州のミドルスクールとエコ
をテーマにWeb 交流

生徒たちは世界との交流に対する好奇心や新

しい企画（構想）・創造に向かう探究心をもち、

国を超えて学ぶコラボレーション力が必要だと

実感していたようだ。

幸せをテーマに、中国の学生と英語でプレゼン発表

声
担当教員の
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￥
学校長 西

にし

田
だ

健
けん

二
じ

所在地 〒592-0003　大
おお

阪
さか

府
ふ

高
たか

石
いし

市
し

東
ひがし

羽
は

衣
ごろも

1-11-57

TEL 072-265-7561

FAX 072-262-3385

E-MAIL hagoromo@hagoromogakuen.ed.jp

HP http://www.hagoromogakuen.ed.jp/
ユネスコスクール 
加盟時期 2004年4月

プロジェクト担当教員 米
よね

田
だ

謙
けん

三
ぞう

［担当教科：社会・外国語（英語）］

羽衣学園高等学校

「米田先生の発見！」

意見交換にとどまるだけでなく、各報

告をもとに各国の持続可能性に関す

る課題を、環境、ライフスタイル、文

化を切り口として、人と人、人と自然

との関係のあり方について普遍と個

別（異なるもの）を発見するディスカッ

ションの資源となりました！

つぶやき・想いつぶやき・想い

ESD学びあい 大学生への謝礼・旅
費、AV 記録メディア、文具費

ESD　TV会議 大学生への旅費、
AV 記録メディア

その他のActivity

玉川大学ESDセミナー 教員の旅費

36　

羽
衣
学
園
高
等
学
校

ボランティアをテーマに、台湾の学生と英語でプレゼン発表

ESD対応
教科・領域

理 音 美
保体

技家

外
道総特

国

社

数

プロジェクト経費の使いみち
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第
1
部　

実
践
事
例

ActivityActivity

茶 道 体 験での質 疑

は、幼稚園児でも内容

に深みのある疑問が

次々と生まれた。その

答えに理解を深め、真

摯に応えてくれる大人に信頼を持つように

なった。園児の変容に教員も真摯に向き

合う大切さを学んだ。

はじめの
第一歩
幼稚園はあらゆる教育の第一歩である。
園児が成長し、地球上の諸問題を一緒
に考えられる「なかまづくり」を目指す。
食育や温暖化を環境教育とし、平和や
世界への関心を国際理解の芽生えとし
て支援している。

奈
な

良
ら

県
けん

奈
な

良
ら

市
し

立
りつ

富
とみ

雄
お

北
きた

幼
よう

稚
ち

園
えん

お茶の話「抹茶はどのようにして作られるの？」

37

園児（4-5歳児）

園児
136人

教員
9人

取り組んで 3 年目になる食育と茶道体験から、園児は
抹茶の出来方を疑問に思い、それに応えるべく交流
のある地域から講師・専門家を招き講話を受ける。実
際に茶会、抹茶作り体験をし作法を学ぶと共に地域
や伝統文化に親しみを持たせる。

136人

お茶農家、
地域の方、
保護者

SupportersSupporters

5月 茶道体験

9月
お月見茶会
お茶の作法を学ぶ

10月
お茶農家を講師に招き、お茶について
話を聞く
抹茶作りを体験しお茶会をする

声
担当教員の
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ActivityActivity CO2を増やさないCO2を減らそう
園児（4-5歳児）

温暖化の現状をパネルシアターで知らせ、CO2 削減
について園児にも分かりやすく話していただける団体
を招き講話を受け、参加型学習を行う。活動内容を
保護者に知らせ、記録用の写真を残す。

136人

奈良ストップ温暖化の会、
保護者

SupportersSupporters

9月
園長手作り「温暖化ってなあに」のパネルシア
ターを見る

10月
大型紙芝居「もったいないばあさん」を各クラ
スで見る

「もったいないばあさん音頭」を踊る

12月
奈良ストップ温暖化の会を招き、参加型学習
を行う

1月 保護者対象：参加型学習会実施、標語作り

子どもが日々

の生活で学ん

だことを実践し

ているから、親

としても子ども

と一緒に環境問題に取り組

んでいる。

37　

奈
良
県
奈
良
市
立
富
雄
北
幼
稚
園

声
担当教員の
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第
1
部　

実
践
事
例

￥
園長 桐

きり

野
の

ゆみ

所在地 〒631-0074　奈
な

良
ら

県
けん

奈
な

良
ら

市
し

三
み

松
まつ

1-5-6

TEL 0742-45-0515

FAX 0742-45-0515

E-MAIL gakkoukyouiku@city.nara.lg.jp

HP http://www.naracity.ed.jp/tomiokita-k/
ユネスコスクール 
加盟時期 2010年7月

プロジェクト担当教員 桐野ゆみ

奈良県奈良市立富雄北幼稚園

「園児の質疑への対応」

園児は元々純粋に人を信頼し、共感

して受け入れる力がありますが、自分

の疑問に真摯に応えてくれる大人の

存在は、真価への理解が素直に身

に入るのだと思いました。

つぶやき・想いつぶやき・想い

お茶の話「抹茶はどのようにして作ら
れるの？」 講師謝礼、文具費

CO2を増やさないCO2を減らそう
講師謝礼、大型絵本、文具費

プロジェクト経費の使いみち
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第
1
部　

実
践
事
例

ActivityActivity

他教科との横断

的な学びは効果

的であった。国語

科の「手紙の書

き方」「編集の仕

方」、それらを情報科で「発信」し社

会科の「CMづくり」に活かすことが

出来た。児童は何のために今この学

習をしているのか、具体的にイメージ

しながら学習できた。

飛鳥から世界へ、
世界から飛鳥へ
毎年 5 年生の総合的な学習の時間で
は、「世界遺産学習」を主軸にしてい
る。世界遺産について学ぶと共に、自
分たちの町の遺産の価値を考える。
地域の方の願いや思いに触れ地域社
会の過去から未来に受け継がれる思
いを感じ、地域社会が抱える問題を
持続発展的に捉え解決方法を探すこ
とを目的としている。

奈
な

良
ら

県
けん

奈
な

良
ら

市
し

立
りつ

飛
あ す か

鳥小
しょう

学
がっ

校
こう

世界遺産学習

38

5年生

生徒
564人

教員
39人

1 年生から4 年生までに地域に関わる学習をし、自分たち
の町のこれからを考え創造していく。5 年生は 1 学期に実
際に世界遺産を訪れ、世界遺産について考える。2 学期は
1 学期の学習をもとに、自分たちの町の遺すべき遺産や行
事について探る。3 学期は学習の発信とまとめを行う。

106人

近隣の世界遺産、
地域の方、

写真美術館からの講師

SupportersSupporters

5-7月

身近にある世界遺産を巡り、気づいたこと
や疑問をまとめる
グループでまとめた内容を他クラスでも
発表

10-11
月

地域の遺産を訪問し、デジカメで撮影・
フォトストーリーを作成
作成したフォトストーリーを他学年に発信

1-2月
世界遺産・地域の遺産・小学校のガイド
ブックを作成し、6 年生に送る
世界遺産学習の成果を全校の前で発表

声
担当教員の
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￥
学校長 中

なか

井
い

悟
さとる

所在地 〒630-8306　奈
な

良
ら

県
けん

奈
な

良
ら

市
し

紀
き

寺
でら

町
ちょう

785

TEL 0742-26-3201

FAX 0742-26-3203

E-MAIL asuka-e@naracity.ed.jp

HP http://www.naracity.ed.jp/asuka-e/
ユネスコスクール 
加盟時期 2009年2月

プロジェクト担当教員 松
まつ

浦
うら

慎
しん

世界遺産学習 AV 記録メディア、ガ
イドブック印刷代

奈良県奈良市立飛鳥小学校

「横断的学習をするために」

各教科と世界遺産学習の横断的学

習を確実なものにするためには、世界

遺産学習を軸とした年間カリキュラム

（ESDカレンダー）の作成が急務であ

ると感じました。

つぶやき・想いつぶやき・想い

38　

奈
良
県
奈
良
市
立
飛
鳥
小
学
校

プロジェクト経費の使いみち
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第
1
部　

実
践
事
例

ActivityActivity

身 近にも未

来へ大切に

残したいす

ばらしい「た

からもの」が多くあると知った。

残すも壊すも人なのだと思うと

ぼくたちがしっかり考えていかな

ければならないと思った。

近隣にある世界遺産「古都奈良の文化財」をはじめ、地
域に残る多くの文化遺産から地域の「もの・こと・人」を
題材にできる地域的なメリットを生かし、6 年間を通して
様々な視点から地域を調べ、学び、考える学習を積み重
ね、地域に誇りと愛着を持てるようにする。

奈
な

良
ら

県
けん

奈
な

良
ら

市
し

立
りつ

済
せい

美
び

小
しょう

学
がっ

校
こう

奈良のたからものを守るということは…

39

5年生

生徒
575人

教員
35人

夏休み自由研究「済美や奈良のたからものをみつけ
よう」の発展として、「幻の大仏鉄道」を取り上げる。
保存活動団体の講話や実際に鉄道跡を歩き、身近な
ところにも未来へ残すべき「たからもの」があること
を実感する。

103人

大仏鉄道研究会、
市民運動関係者、
地域の方

SupportersSupporters

9月
大仏鉄道研究会の方を招き「幻の大仏鉄道」
について講話を受ける

10月 大仏鉄道跡を歩いてたどる（加茂〜奈良）

11月
大仏鉄道研究会の方がなぜ遺構を残す活動
をしているのかを考え、伝える

12月
明治に造られた JR 奈良駅舎が市民運動に
よって保存されることになったと知り、関係者
から話をきく

世界遺産学習

「地域に学び、
地域に誇りと愛着を」

声
児童の
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ActivityActivity 奈良のお寺や仏像を描こう 5年生

世界遺産見学で訪れた薬師寺、唐招提
寺、東大寺、国立博物館で目にした建物
や仏像を墨で絵に描き、奈良への愛着を
深める。

103人

世界遺産関係者、
なら観光ボランティア

ガイドの会

SupportersSupporters

7月
世界遺産見学のときに薬師寺や
東大寺の様子などをスケッチする

10月
スケッチや写真を見ながら作品を
作る

本物の建物や仏像ではなく、

写真を見て描いたというのは

残念だが、この活動をきっか

けに身近な本物を見に行くよ

うになってほしい。

39　

奈
良
県
奈
良
市
立
済
美
小
学
校

私のすきな仏像、阿修羅像

声
担当教員の
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第
1
部　

実
践
事
例

￥
学校長 大

おお

橋
はし

輝
てる

雄
お

所在地 〒630-8325　奈
な

良
ら

県
けん

奈
な

良
ら

市
し

西
にし

木
き

辻
つじ

町
ちょう

5-2

TEL 0742-26-0312

FAX 0742-26-0312

E-MAIL seibi-e@naracity.ed.jp

HP http://www.naracity.ed.jp/seibi-e/
ユネスコスクール 
加盟時期 2009年2月

プロジェクト担当教員 大
おお

西
にし

浩
ひろ

明
あき

奈良県奈良市立済美小学校

「学習を通してのアンケートに
ついて」

「済美や奈良のことが前より好きに

なった」というアンケートでの肯定的

評価が、児童も保護者も年々増えて

います。今後も新たな実践を積み、

児童とより良いESD活動を行いたい

です。

つぶやき・想いつぶやき・想い

奈良のたからものを守るということ
は… バス借り上げ代

奈良のお寺や仏像を描こう 写真印
刷・記録用紙

その他のActivity

なかよしさんぽ ー

わくわくさんぽ　せいびの町 ー

もっと知ろうよ済美の町を ー

奈良公園のひみつをさぐろう ー

奈良のいいとこ　再発見 ー

奈良の郷土料理「奈良のっぺ」をつく
ろう ー

奈良のわらべ歌を歌おう ー

大仏鉄道研究会の方からお話を聞く

プロジェクト経費の使いみち
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ActivityActivity

世界にはばたく椿井っ子
自国・地域や他国の他文化の理解、人間や多様
性理解・人間尊重、自己表現・コミュニケーショ
ン能力、これら3 つの育成をねらいとし、児童間・
地域間、国を超えての関わり合いで自分の足元
を見つめ今出来ることを実践する能力を身に付け
る。また学習を通して、世界遺産や自分の住む地
域を愛し大切にする心を身に付ける。

奈
な

良
ら

県
けん

奈
な

良
ら

市
し

立
りつ

椿
つば

井
い

小
しょう

学
がっ

校
こう

わたしのまちのたからもの

40

6年生

生徒
231人

教員
22人

校区には世界遺産をはじめ多くの地域遺産がある。
地域の特性を活かし、地域交流や現地調査を行い
地域のたからものを調べ、写真スライドショーを作
る。今回は伝統産業などの地域遺産が奈良の良さ
のひとつと考え、身近にあるものを中心に考える。

37人

各国観光担当大臣・
国際機関代表、
TV会議講師、
奈良高校ESS部、

地域遺産関係者、地域の方

SupportersSupporters

5-6月

自分たちが住む町の良さを、地域交流・現
地調査をして調べる
動画とナレーションを組み合わせ、スライド
ショーを作成
作成したものは「わたしたちのまちのたか
らものコンテスト」に出品

9月
作成したスライドショーを発信
APEC 青少年交流イベントに出席し作品の
手渡しを行う

10-12
月

海外に向けて発信
作品のブラッシュアップ、奈良高校 ESS 部
の生徒と英語版のスライドショーを作成

1月
海外との交流に向け準備、TV 会議の研修・
英語の練習
地域の文化祭で作品を上映

40　

奈
良
県
奈
良
市
立
椿
井
小
学
校

活 動を通して

ESDとは「つ

ながり」である

と思った。児童

は高校生と関

わり、数年後は自分もあのようにな

りたいと憧れを持った。人・地域・

学校とつながり、お互いのことを知

ることが持続発展することである

と考える。

声
担当教員の
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第
1
部　

実
践
事
例

ActivityActivity 平和学習・戦争体験の講話を聞く 6年生

戦争体験者の話を聞き、戦争の恐ろしさを学ぶ。平和の
ために今出来ることを考え、将来どうすれば平和な社会
が築けるか考え、実践する能力を身に付ける。

37人

戦争体験者、
保護者

SupportersSupporters

10月
大阪大空襲を体験された方を講師に招き、戦争
について講話を受ける

11月
広島で原爆を体験された方を講師に招き、原爆
について講話を受ける

12月

講話から学んだことや自分たちでの調べ学習を
まとめる
戦争の恐ろしさを伝えるためにプレゼンテー
ションを作成

1月
保護者・下級生に向けプレゼンテーション発
表会

児童のプレゼンテーションを発表する姿から、持

続発展的な世の中であるためには世界が平和

でなければならないと思わされた。

大阪大空襲についてのお話を聞く

原爆についてのお話を聞く
声

プレゼン
テーション
参加教員の
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学校長 川
かわ

畑
ばた

加
か

珠
ず

子
こ

所在地 〒630-8343　奈
な

良
ら

県
けん

奈
な

良
ら

市
し

椿
つば

井
い

町
ちょう

25

TEL 0742-23-7062

FAX 0742-23-7063

E-MAIL tsubai-e@naracity.ed.jp

HP http://www.naracity.ed.jp/tsubai-e/
ユネスコスクール 
加盟時期 2009年2月

プロジェクト担当教員 中
なか

川
がわ

素
はじめ

奈良県奈良市立椿井小学校

「保護者から感じる地域遺産
活動」

当たり前のようにある世界遺産や地

域遺産を学習する機会を作っていた

だき、とてもありがたいです。当たり

前から色々なことを考えるようになっ

た子どもの様子もあり、今後も取り組

みは続けていってほしいです。

つぶやき・想いつぶやき・想い

￥わたしのまちのたからもの 講師謝
礼・旅費、作品送付のための郵送費

平和学習・戦争体験の講話を聞く
講師謝礼

その他のActivity

世界寺子屋運動 リーフレット作
成費

40　

奈
良
県
奈
良
市
立
椿
井
小
学
校

フォトストーリー作成

プロジェクト経費の使いみち
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第
1
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実
践
事
例

ActivityActivity

「命の尊厳」

を身近ない

じめと関わら

せて考えるよ

うになった。

「全国紙に載らない沖縄の現

実」を知る大切さに気づいた。

具体的に「架け橋」となるた

めに何が出来るか考えるように

なった。

ホールスクールアプローチ
によるESD理念にもとづく
学校づくり
2006 年より「ESD に基づく学校づくり」をテーマに教科・領域
の連携・統合した学びの開発に取り組んでいる。それは先輩
諸氏の「命を大切に」「地球環境・文化財を大切に」「子どもの
自主性を大切に」しながら取り組んできた活動とESD の学び
は合致していたことにある。今回は多様な学びの中から特に
授業で学んだことを生かし、生徒の意欲・主体性を中心に取
り組んだ行事や生徒会活動を取り上げる。

奈
な

良
ら

教
きょう

育
いく

大
だい

学
がく

附
ふ

属
ぞく

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

平和の集い、沖縄の今をしっかり見つめよう

41

1-3年生

生徒
465人

教員
29人

1988 年より生徒会で取り組んでいる行事。平和を希求
し自分に出来ることを積極的に考え行動する、先輩の
意思を継いだ学習活動である。1 年生は沖縄戦を振り返
り、2 年生は基地を中心に過去の沖縄を調べ修学旅行
で訪問し、3 年生は修学旅行を振り返り課題意識を深め
る。集いでは沖縄戦を題材にした演劇や講師を囲んで
のシンポジウム、平和宣言等を行う。

500人

修学旅行での
沖縄訪問先、
専門講師

SupportersSupporters

5-6月
リーダー研修会で活動の基本コンセプトを検討
生徒会中央委員を中心に学習テーマを話し合う

9-10月

学習テーマ決定
テーマに沿った学習を教科で指導
総合的な学習の時間で調べ学習を繰り返し学習
を深める
平和の集い実施

理 音 美
保体

技家

外
道総特

国

社

数

ESD対応
教科・領域

声
生徒の
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ActivityActivity 中庭プロジェクト 1-3年生

生徒の「中庭プロジェクト実行委員会」の企画を基に、
学級水田や宇宙朝顔の栽培、池の観察等、生徒自らが
取り組む様々な活動。2 学期以降は生徒がプロデュース
した景観の整備を進める。

70人

大学教官、
地域の方

SupportersSupporters

5月 中庭プロジェクトを発足、具体的活動を検討

6-12月 具体的な活動計画に沿って作業・観察を進める

1-3月 活動の進行と並行して来年度の活動を検討

生徒は夏休みも毎日観察や世話に登

校し、自主的に活動を継続している。

卒業する3年生は最後の集会で下級

生に熱く伝え、下級生も意思を受け継

ぎ来年度に向けて取り組んでいる。

41　

奈
良
教
育
大
学
附
属
中
学
校

声
担当教員の
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￥
学校長 谷

たに

口
ぐち

義
よし

昭
あき

所在地 〒630-8311　奈
な

良
ら

県
けん

奈
な

良
ら

市
し

法
ほう

蓮
れん

町
ちょう

2058-2

TEL 0742-26-1410

FAX 0742-26-1413

E-MAIL icelos.yujiro@nara-edu.ac.jp

HP http://www.nara-edu.ac.jp/JHS/
ユネスコスクール 
加盟時期 2008年7月

プロジェクト担当教員 小
お

嶋
じま

祐
ゆう

伺
じ

郎
ろう

［担当教科：社会］

奈良教育大学附属中学校

「教員・生徒の隔たりなき活動」

1つの活動が次の活動を誘発したり、

新しい仲間を呼んだりと二次的な効

果も生まれています。プロジェクトには

教員も自発的に参加しており、生徒の

アイデアを実現するために楽しく取り

組んでいます。

つぶやき・想いつぶやき・想い

平和の集い 講師謝礼・旅費

中庭プロジェクト 中庭整備費

プロジェクト経費の使いみち
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ActivityActivity

地域ぐるみのESD活動
少子高齢化での小規模・へき地校にあって、保護者及び地域住民の方との連帯感と絆を
大切にして、地域環境美化、地域伝統文化及び地域福祉におけるボランティア活動を行っ
ている。地域ぐるみの体験活動を通して、地域の良さを受け継ぎ郷土の愛着と誇りを培う
ことで、これからの郷土を担う人材育成の継続的活動に努める。

奈
な

良
ら

県
けん

奈
な

良
ら

市
し

立
りつ

月
つき

ヶ
が

瀬
せ

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

伝統文化の継承：闘茶会

42

1-3年生

生徒
41人

教員
13人

地場産業である茶の文化を学ぶため、闘茶会の
体験活動を行い、伝統文化継承の心を養う。ま
た、地場産業の梅を採りしそ漬け、土用干しの工
程を経て梅漬けプロジェクトとして製品化し、文
化祭で販売する。

41人

地域茶振興会、
地域の保育所・
小学校・

万年青年クラブ・
婦人会

SupportersSupporters

9月

闘茶会
地域茶振興会から講師を招き、茶の入れ
方、もてなしの心、銘柄を当てる伝統的
な闘茶会を体験

11月
月ヶ瀬文化祭
梅漬けプロジェクトで製品化した梅の
販売

42　

奈
良
県
奈
良
市
立
月
ヶ
瀬
中
学
校

地 域 ぐ る み の

ESD活動により、

今まで見過ごされ

ていた地域伝統

文化等を継承す

る良いきっかけとなった。

声
担当教員の
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ActivityActivity 地域合同行事 1-3年生

地域の各団体が一堂に会し、秋の地域合同行事である体
育祭と文化祭を行う。体育祭では中学生が準備・運営の
中心に、日頃の学習の成果を発揮し、成長振りを地域に披
露する機会としている。
また、15 年間継続しているアルミ缶回収活動の深化を目
指し、リサイクル工場での環境学習や収益金で車いすを
寄贈するなど地域福祉の貢献に努める。

41人

地域の保育所・小学校・
万年青年クラブ・
婦人会、

アルミリサイクル工場

SupportersSupporters

10月

体育祭
準備・進行・運営を中学生が中
心となって行う
アルミ缶リサイクル活動により
地域環境・福祉活動の推進

11月 月ヶ瀬文化祭

集められたアルミ缶が山積

みになっており、多くの人が

リサイクルに協力しているこ

とが嬉しくなった。これまで

以上にアルミ缶回収、分別

に力を入れたいと思う。

声
生徒の
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学校長 上
うえ

西
にし

千
ち

秋
あき

所在地 〒630-2302　奈
な

良
ら

県
けん

奈
な

良
ら

市
し

月
つき

ヶ
が

瀬
せ

尾
お

山
やま

2551

TEL 0743-92-0020

FAX 0743-92-0895

E-MAIL tsukigase-j@naracity.ed.jp

HP http://www.naracity.ed.jp/tsukigase-j/
ユネスコスクール 
加盟時期 2009年2月

プロジェクト担当教員 吉
よし

川
かわ

俊
とし

美
み

［担当教科：外国語（英語）］

奈良県奈良市立月ヶ瀬中学校

「闘茶会を体験して」

お茶の味比べは難しく、ほとんど当た

らなかったけどおいしくお茶をいただき

ました。中国から伝わってきて、昔は

薬として使われていたなんてびっくりし

ました。

つぶやき・想いつぶやき・想い

￥闘茶会 講師謝礼、文化祭準備用環
境整備用品費

地域合同行事 清掃用具費、ボラン
ティアへの飲料費、バス借り上げ代

その他のActivity

地域広報活動 リーフレット作成費

42　

奈
良
県
奈
良
市
立
月
ヶ
瀬
中
学
校

理 音 美
保体

技家

外
道総特

国

社

数

ESD対応
教科・領域

毎年 2月、地域福祉フェスティバルにてアルミ缶回収収益金で車いすを寄贈
（15 年間継続中。のべ 94 台）

プロジェクト経費の使いみち
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ActivityActivity

今回派遣された教

員の報告を中心に

学内の教員研修を

深め、次年度の交

流事業をより発展さ

せていく。次年度は著名な専門家を特

別講師として招き、ESDをより現実レベ

ルで取り組むと今回の教員討議で決定

した。

海外のユネスコスクール
とのESDをテーマとした
交流プロジェクトの推進
日本・韓国・フィリピン･タイのユネスコスクールに所属する
高校生が一同に集まり、定期的にESDに関わるテーマについ
ての議論をし、友好と連携を深める。その準備として教員2 名
をフィリピンのカラパンへ派遣する。次年度の国際交流事業
の理解を共有するために、また今後の生徒指導の共通認識
を得るために、現地の教員と一緒にESDをテーマにディスカッ
ションを行う。

奈
な

良
ら

女
じょ

子
し

大
だい

学
がく

附
ふ

属
ぞく

中
ちゅう

等
とう

教
きょう

育
いく

学
がっ

校
こう

海外ユネスコスクールとのESDをテーマと
した交流プロジェクトの推進

43

2年生

生徒
740人

教員
46人

アジア各国のユネスコスクール所属の高校生が集まり、英語
によるESD 関連の連続した議論を行い、友好と連携を深める
ことを目的とし、今回はその準備段階として教員を海外に派
遣する。

6-10人

フィリピン・
カラパン市の参加校、
国際ボランティア団体
「地球のステージ」

SupportersSupporters

6月

第 1 回交流事業をフィリピン・カラパ
ン市で開催
学校紹介と会議
会議テーマは「多文化共生」と「こども
の人権」

10月

全校集会にてプログラムに参加したメ
ンバーによる報告会
参加メンバーと国際援助活動をしてい
る外部の方とのディスカッション

1月
教員2 名がフィリピンのカラパン市へ
現地教員とESD をテーマにディスカッ
ションを行う

理 音 美
保体

技家

外
道総特

国

社

数

ESD対応
教科・領域

声
担当教員の

中
高一貫
校



DataData

129

学校長 塚
つか

本
もと

幾
いく

代
よ

所在地 〒630-8305　奈
な

良
ら

県
けん

奈
な

良
ら

市
し

東
ひがし

紀
き

寺
でら

町
ちょう

1-60-1

TEL 0742-26-2571

FAX 0742-20-3660

E-MAIL 08nwuss@roseleaf.nara-wu.ac.jp

HP http://www.nara-wu.ac.jp/fuchuko/
ユネスコスクール 
加盟時期 2006年2月

プロジェクト担当教員 北
きた

尾
お

悟
さとる

［担当教科：社会］

海外ユネスコスクールとのESDを
テーマとした交流プロジェクトの推進

フィリピンへの旅費

奈良女子大学附属中等教育学校

「痛感！」

以前の本校の国際交流はヨーロッパ先

進国を拠点としていましたが、ESDの

重要目標は地球的な問題への取り組

みで、途上国の直面する問題を視野に

入れることが重要です。単なる表面的

な意見や態度ではなく、途上国の学校

と積極的に直接交流をすること、その

経験を周りに伝えていくことが大切であ

ると痛感しました。

つぶやき・想いつぶやき・想い

43　

奈
良
女
子
大
学
附
属
中
等
教
育
学
校

プロジェクト経費の使いみち
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ActivityActivity

期間中は193名が訪れ、地域の継続的な催し

として多くの方が来場した。週替わりの企画展

示を地元新聞が毎週記事として掲載し、毎日新

聞「わかやま教える育む学び合う」の特集でも取

り上げられた。地域文化の発信という観点で大

きな収穫があったと考えられる。

世界遺産教育及び
地域と連携した
ふるさと教育
世界遺産教育を通して、郷土を愛する心と国際社会に貢献す
る姿勢・資質の育成を目的とする。更に地域社会や日本の自
然・歴史・文化の理解を基礎に、異文化理解・人間尊重の精
神・国際社会の一員としての資質を養う。また体験学習、研
究論文作成・発表を通して、主体的な課題発見・調査学習・
判断解決の資質・能力を身に付けさせる。

和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

立
りつ

串
くし

本
もと

古
こ

座
ざ

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

古
こ

座
ざ

校
こう

舎
しゃ

第1回古座校舎ギャラリー開催

44

1-3年生

生徒
185人

教員
21人

和歌山県は教育への関心・理解を深め故郷を愛する気
運を醸成するため、11月を「きのくに学び月間」とする。
この取り組みを ESD 理念と連結し、地域の芸術愛好家
の作品を 5 週間にわたり週替わりで 200 点もの作品を
展示し、生徒や地域の方が芸術に触れる機会を提供する

「古座校舎ギャラリー」を開催する。芸術を愛する方々
の真摯な姿に直接触れ、本物の良さを理解し感性を磨
き豊かな心を育成することをねらいとする。

185人

地域の芸術愛好家、
来場者、地域の方、

保護者

SupportersSupporters

10-11
月 第 1 回古座校舎ギャラリー開催

卒 業 生 書 家・田 中 太 山（た な か 
たいざん）氏の作品

理 音 美
保体

技家

外
道総特

国

社

数

ESD対応教科・領域
その他
書道

声
担当教員の
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ActivityActivity 世界遺産学習全国サミット2010
in なら　参加

教員

世界遺産学習や ESD の先進的な実践報告を聞き、協議に
参加することによって学校の ESD や世界遺産教育の今後
の在り方に役立てる。

1名

全国サミット事務局
関係者の方々

SupportersSupporters

11月
世界遺産学習全国サミット2010 in なら
奈良教育大学ユネスコスクール教育実践研究会　
参加

奈良市教

育委員会

の取組で

ある奈 良

市教育ビ

ジョン、奈良大好き世界遺産

学習は和歌山型ESDや学

校での世界遺産学習に大き

な参考となった。

44　

和
歌
山
県
立
串
本
古
座
高
等
学
校
古
座
校
舎

声
参加教員の
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￥
学校長 井

いの

上
うえ

雅
まさ

雄
お

所在地 〒649-4116　和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

東
ひがし

牟
む

婁
ろ

郡
ぐん

串
くし

本
もと

町
ちょう

中
なか

湊
みなと

370

TEL 0735-72-0008

FAX 0735-72-0758

E-MAIL vice-principal@koza-h.wakayama-c.ed.jp

HP http://www.koza-h.wakayama-c.ed.jp/
ユネスコスクール 
加盟時期 2007年12月

プロジェクト担当教員 坪
つぼ

野
の

賢
けん

一
いち

郎
ろう

［担当教科：社会］

和歌山県立串本古座高等学校古座校舎

「芸術を通して見えた学校・
地域の協調性」

5週間にわたり200点もの作品を展

示していましたが、故意の破損が皆

無でした。来場者や生徒が古座校

舎ギャラリーに触れ、「自ら学び・考

え・律しつつ、他と協調し他人を思い

やる心や感動する心」が地域と学校

間に醸成された期間だと感じました。

つぶやき・想いつぶやき・想い

古座校舎ギャラリー 講師謝礼、写
真展示費

世界遺産学習全国サミット2010 in 
なら　参加 教員旅費

プロジェクト経費の使いみち
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45 広島県福山市立内海小学校

46 広島大学附属中・高等学校

47 福岡県立武蔵台高等学校

48 福岡県立城南高等学校

中国・四国・九州
ESD実践事例48
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ActivityActivity

エネルギー・環境教育の今後の継続的

な取り組みが児童の力へと繋がっていく

ことを改めて認識し、保護者、地域への

発信をより進めていく必要を感じた。

エネルギー・環境教育を
基軸としたESD
学区域の海が教えてくれる状況や、児童らが収集した「気象観測データ」をもとに、エネル
ギー・環境問題に対する豊かな感受性・見方・考え方の育成、働きかける実践力の育成
を目指す。また、国内外の環境教育への取り組みを研修・調査研究方法の取得、講師招
聘の研修を実施し、指導者の指導力向上を図る。

広
ひろ

島
しま

県
けん

福
ふく

山
やま

市
し

立
りつ

内
うつ

海
み

小
しょう

学
がっ

校
こう

生活科・総合的な学習の時間での
エネルギー・環境教育

45

1-6年生

生徒
60人

教員
12人

低学年では生活科で、自分たちの住む内海町の自然を学
習し親しみや関心を持つ。中学年では自分たちの生活地
域の環境保持を現状から考え、より身近に環境問題を感じ
る。高学年では継続した気象観測に表れるデータ、問題
点や課題を見つけ、自分にできるより広い視野での環境
活動を考える。

60人

地域の方

SupportersSupporters

4-3月

各学年による、生活科・総合的な学習の時
間におけるエネルギー・環境教育への取り
組み
1 年生活科「うみとなかよし」　2 年生活科

「生きものだいすき」　3 年総合的な学習
の時間「内海の海はじまんの海か」　4 年総
合的な学習の時間「自分たちのくらしを見
つめよう」　5 年総合的な学習の時間「環境
とエネルギーについて考える」　6 年総合
的な学習の時間「世界とのつながり」

3 年間の気象観測活動の結果、環境大臣表
彰を受ける

企業による出前授業を利用した地球温暖化
についての学習

声
担当教員の
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ActivityActivity 教職員対象ESD研修 教職員

講師を招聘しての校内職員研修、先進校視察、全国や
東京都の小中学校環境教育大会参加を行い、教職員の
指導力向上を図る。

12人

京都教育大学、
気仙沼市立面瀬小学校、
各小中学校環境教育大会

SupportersSupporters

11月

ESD 校内職員研修会
京都教育大学教育学教授を招聘しESD 推進に
関する研究会を行う
宮城県気仙沼市立面瀬小学校を視察

12月
平成 22 年第 42 回全国小中学校環境教育大会、
第 46 回東京都小中学校環境教育大会に参加

小中学校環境教育大会

シンポジウムでの「①科

学的知識の伝達は正確

に②危機意識・価値観

を押し付けず自分で考

えさせる③取り組みを矮小化させない④多

様な価値観内での合意形成努力」が心に

残った。

45　

広
島
県
福
山
市
立
内
海
小
学
校

教員の ESD 理解を深めるESD 校内職員研修会

声
担当教員の
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￥
学校長 佐

さ

藤
とう

敬
けい

子
こ

所在地 〒722-2641　広
ひろ

島
しま

県
けん

福
ふく

山
やま

市
し

内
うつ

海
み

町
ちょう

73

TEL 084-986-2003

FAX 084-980-9120

E-MAIL shou-utsumi@edu.city.fukuyama.hiroshima.jp

HP http://www.edu.city.fukuyama.hiroshima.jp/shou-utsumi/
ユネスコスクール 
加盟時期 2008年10月

プロジェクト担当教員 三
み

原
はら

健
けん

志
じ

広島県福山市立内海小学校

「全学年共通の取り組みを通
して」

緑化運動や海浜清掃などの地域活

動では、個々の対応より協力する大

切さを感じた様子が伺えました。

つぶやき・想いつぶやき・想い

生活科・総合的な学習の時間でのエ
ネルギー・環境教育 ―

教職員対象ESD研修 講師旅費、教
員研修旅費

その他のActivity

環境保持に向けた取り組み パソコ
ン消耗品

4 年生による環境 3R 学習発表

地域と連携した苗木植栽のヒートダウン

グリーンカーテンによる校舎のヒートダウン

プロジェクト経費の使いみち
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コ
ラ
ム　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
感
じ
た
こ
と

地域交流の楽しさや達成感を実感

Activity「今津干潟の環境に関する調査・研究と保全
活動」では、生徒たちはとても楽しそうに作業に取り組ん
でいた。ボランティア活動に参加することが初めての生
徒も多く、大変貴重な経験となったようだ。また、この活
動を通して、生徒は自分たちの住む地域への愛着がより
強くなったと思われる。生徒の感想からも、行政や大学、
地域の方々と協働し、地域と交流していくことの楽しさ
や達成感、充実感がひしひしとが伝わってきた。地域の
方々からも、「自分とは世代の違う高校生と一緒に作業
ができてとても楽しかった。また来年もお願いします」と
のお言葉をいただいた。このように地域で高校生が活動
することは、教師を含め多くの大人たちに、活力を与え、
将来に対する希望をもたらすものだということを改めて
感じた。

今後も、この ESD 活動を充実・発展させ、今津干潟の
ほか、里山の保全活動など体験的な活動を通して、持続
可能な社会の在り方を学ぶ活動を継続していきたい。ま
た、その情報を校内だけでなく、他の地域や学校、そして
できれば海外にも発信し、世界の人々と繋がり、情報を
交換しながら、生徒たちが持続可能な社会の担い手とし
て成長していくことを期待したい。

福岡県立城南高等学校　二宮浩司
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ActivityActivity

クラブ活動・生徒会活動を
中心に、生徒にESDの精神
の涵養をはかる取り組み
1953 年日本で最初のユネスコスクールに指定され、今日に至るまでユネスコの提唱する
国際教育を進めている。1975 年クラブ活動としてユネスコクラブが組織され、2009 年生
徒会の中にユネスコ委員会が組織された。授業のみならずクラブ活動や生徒会活動を通
じて、生徒に様々なユネスコ活動を体験させESD 精神の涵養をはかり、他校や地域へユネ
スコ活動の輪を広げることを目的とする。

広
ひろ

島
しま

大
だい

学
がく

附
ふ

属
ぞく

中
ちゅう

・
・

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

クラブ活動・生徒会活動を中心に、生徒に
ESDの精神の涵養をはかる取り組み

46

高校1-2年生

生徒
974人

教員
56人

ユネスコクラブ・ユネスコ委員会
を中心に、全国で行われる各セミ
ナー・行事・フィールドワークへの
参加、近隣または全国の高校・大
学との交流・講義、街頭募金など
の地域活動、ボランティア団体協
力の発展途上国への物資援助など
に取り組む。

30人

国泰寺高校、バングラディシュ支援チャリ
ティーバザー関係者、アカシア会、
広島ユネスコ協会、広島ホームテレビ、
テレビ新広島、RCC、NHK、中国新聞、

東京学芸大学附属高校、
広島大学・大学院、原爆資料館、
京都大学、日本ユネスコ協会連盟、
ユネスコ協同学校、地域教育委員会、

ドイツユネスコスクール

SupportersSupporters

4-1月

各教科を通してESDとは何か、なぜ今必
要なのかを理解する
総 合 学 習 の 枠 で 学 校 独 自 の 科 目

「ESD」を 設 け、「 持 続 可 能 」をテー マ
に探求学習
スーパーサイエンススクールに所属する
生徒に「持続可能な科学技術」をテーマ
に課題研究
ユネスコクラブ・ユネスコ委員会で使用
済み切手・書き損じ葉書を集めボラン
ティア団体へ送付
また不要になった運動靴を集め途上国
に送り、教育支援を行う

12月

広島ユネスコ協会と連携し「世界寺子屋
運動」に関わる街頭募金活動を行う
他校生徒に呼びかけ「広島ユネスコ高
校生の集い」開催、広島大学の留学生と
交流

1月
日本ユネスコ協会連盟主催「ユネスコ・
ユースセミナー」に生徒・教員を派遣

中
高一貫
校
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ESDの認知度が高まり大学・

教育委員会・ユネスコ協会と

の連携の上に実施できたが、

認知度を行動に転化させるに

は時間がかかると思う。

学校長 古
こ

賀
が

一
がず

博
ひろ

所在地 〒734-0005　広
ひろ

島
しま

県
けん

広
ひろ

島
しま

市
し

南
みなみ

区
く

翠
みどり

1-1-1

TEL 082-251-9868

FAX 082-252-0725

E-MAIL asakaze@hiroshima-u.ac.jp

HP http://www.hiroshima-u.ac.jp/fsc/
ユネスコスクール 
加盟時期 1953年

プロジェクト担当教員 藤
ふじ

原
わら

隆
たか

範
のり

［担当教科：社会］

クラブ活動・生徒会活動を中心に～
生徒・教員旅費

広島大学附属中・高等学校

「持続可能性について」

ユネスコクラブの生徒を日本ユネスコ協

会主催「ユースセミナー」やドイツのユ

ネスコスクールへ派遣し、日本や世界の

仲間たちと「持続可能性」について学

んだことは大きな成果です。来年度以

降、この取り組み自体を「持続可能」に

する手立ての必要性を痛感します。

つぶやき・想いつぶやき・想い

46　

広
島
大
学
附
属
中
・
高
等
学
校

理 音 美
保体

技家

外
道総特

国

社

数

ESD対応
教科・領域

声
担当教員の

プロジェクト経費の使いみち
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ActivityActivity

神楽鑑賞は生徒にとって新鮮で、伝統

芸能を継承していくことの大切さや実際

に神楽を目にした感動は興味・関心への

大きな一歩だと感じた。中には初めて神

楽を見て、リズムや演者の距離感を練習

するのは難しいと言っている生徒もいた。

武蔵台高校
ユネスコスクール
プロジェクト
古代から大陸の接点であった福
岡県の豊かな歴史を学び、過去
から現在・未来へと繋がる大き
な流れの中で自らの立ち位置を
認識し、肯定感を高め愛校心を
育て我が国と郷土愛を育成する。

福
ふく

岡
おか

県
けん

立
りつ

武
む さ し

蔵台
だい

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

山家岩戸神楽鑑賞

47

1-3年生

生徒
1010名

教員
65人

筑紫野市山家宝満宮で江戸時代から行われている里神
楽「山家岩戸神楽」を、保存員の一員である本校 OBと
筑紫野市歴史博物館の協力の基、校内で実演し地域伝
統芸能への理解を深める。

1010人

保存員の一員で
ある本校OB、

筑紫野市歴史博物館

SupportersSupporters

10月
筑紫野市歴史博物館と話し合い、学校単位
または少人数で出来ることを検討

11月
全学年で山家岩戸神楽鑑賞
保存員の方から神楽の説明を受ける

神楽保存会の方へ生徒から花束贈呈

理 音 美
保体

技家

外
道総特

国

社

数

ESD対応
教科・領域

声
担当教員の
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ActivityActivity 筑紫野・太宰府フィールドツアー 1-2年生

1 年生は貸し切りバスでそれぞれの施設を訪れ、地域の歴史
文化に触れる機会を作る。2 年生は地元の歴史的地域を実
際に歩いて移動し、その場所の歴史調査、「鷽

うそ

」の絵付けや
梅が枝餅の作成などの体験学習を行う。各学年に合わせた
歴史文化への興味・関心を養う。

667人

太宰府天満宮、
太宰府政庁跡、
戒壇院、観世音寺、
九州国立博物館

SupportersSupporters

11月

2 年生の太宰府天満宮訪問
鷽
うそ

の絵付け、梅が枝餅の作成の体験学習
大宰府政庁跡・戒壇院・観世音寺・九州国
立博物館の調査研修

12月

1 年生の鴻
こ う

臚
ろ

館
か ん

・九州歴史資料館・九州国
立博物館巡り
地域歴史の研究
実際に訪問して感じたことを短歌に詠む

これまで深く関心

のなかった生徒

も、この機会に自

分がどのような文

化背景の中で生

まれ育ったのか考えることに役立った

と思う。

47　

福
岡
県
立
武
蔵
台
高
等
学
校

声
担当教員の
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￥
学校長 中

なか

村
むら

愼
しん

一
いち

所在地 〒818-0053　福
ふく

岡
おか

県
けん

筑
ちく

紫
し

野
の

市
し

天
てん

拝
ぱい

坂
ざか

5-2-1

TEL 092-925-6441

FAX 092-928-0767

E-MAIL info@musashidai.fku.ed.jp

HP http://musashidai.fku.ed.jp/
ユネスコスクール 
加盟時期 2009年8月

プロジェクト担当教員 溝
みぞ

田
た

康
やす

彦
ひこ

［担当教科：理科］

福岡県立武蔵台高等学校

「研修で詠んだ1年生の短歌」

この冬に　遅れて顔出す　紅葉たち

寒空の下で　赤く燃えてる

（男子生徒）

大宰府の　歴史ただよう　政庁に　

前世の私も　訪れたかな

（女子生徒）

つぶやき・想いつぶやき・想い

山家岩戸神楽鑑賞 演奏者謝礼・
旅費

筑紫野・太宰府フィールドツアー 
ー

その他のActivity

ユネスコ寺子屋プロジェクト 活動
冊子印刷費、文具費

鴻臚館跡で説明を受ける生徒たち

プロジェクト経費の使いみち
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ActivityActivity

講師探しが難航したとき、地域の様々な

NPO団体、大学、行政の方々に協力して

いただき、何とかESD活動をスタートするこ

とができた。ESD活動は学校と地域の人

的な繋がりが大切であることを実感した。

今津干潟の環境に関する
調査・研究と保全活動
今津干潟には「生きた化石」と呼ばれるカブトガニや絶滅危
惧種Ⅰ A 類のクロツラヘラサギなどが生息するが、近年の都
市化やダム建設での環境変化で何れも個体数は減少してい
る。全国的に干潟環境や生物多様性に関心が高まり、福岡市
環境局や地域住民の保全活動は活発となっている。本校でも
ESD 活動として実際に現地調査を行い保全活動へ協力し、生
徒の身近な環境への関心や環境問題に関わる態度を育成す
る。

福
ふく

岡
おか

県
けん

立
りつ

城
じょう

南
なん

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

今津干潟の環境に関する調査・研究と
保全活動

48

1-3年生

生徒
1200人

教員
74人

理科や公民の授業で干潟環境や生物の多様性など
を事前学習。総合的な学習の時間を使い様々な講
師を招き講義を受け、後日干潟での現地調査を行
う。調査・研究結果をもとに地域住民との保全活動
に参加し、報告書を作成。環境問題を地域から世
界へ考える活動につなげる。

100人

こうのす里山くらぶ、
九州大学大学院、

今津干潟保全協議会、
北九州市環境ミュージアム、
福岡市環境局温暖化防止部、

地域住民

SupportersSupporters

11月 「こうのす里山くらぶ」代表の講義を受ける

12月

九州大学大学院特任助教の講義を受ける
今津干潟にてクロツラヘラサギ、カブトガ
ニの観察
今津干潟カブトガニ産卵場整備活動に参加

九州大学での生物多様性についての
講義

理 音 美
保体

技家

外
道総特

国

社

数

ESD対応
教科・領域

声
担当教員の
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学校長 松
まつ

木
き

敬
のり

明
あき

所在地 〒814-0111　福
ふく

岡
おか

県
けん

福
ふく

岡
おか

市
し

城
じょう

南
なん

区
く

茶
ちゃ

山
やま

6-21-1

TEL 092-831-0986

FAX 092-823-0386

E-MAIL jonan-h@pref.fukuoka.lg.jp

HP http://jonan.fku.ed.jp/
ユネスコスクール 
加盟時期 2010年7月

プロジェクト担当教員 二
にの

宮
みや

浩
こう

司
じ

［担当教科：社会］

今津干潟の環境に関する調査・研究
と保全活動 講師謝礼、バス借り上
げ代、活動報告書印刷費

福岡県立城南高等学校

「環境局職員と生徒の交流」

今回初めて高校生と保全活動を行い、

非常に貴重な体験をすることができ、

休憩時間にも熱心に質問する生徒に感

心しました。この活動をこれで終わらせ

るのはもったいないと感じました。

つぶやき・想いつぶやき・想い

48　

福
岡
県
立
城
南
高
等
学
校

プロジェクト経費の使いみち
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子どもたちとおとなたちが持続可能な未来へ
の希望を抱き、今、ここから将来世代の人々に
とっても持続可能な地球・地域の暮らしや学び
を継承し続けるためには、右図のような立体的
な構造をイメージしながら、持続可能な未来の
希望のための教材を活用し教育活動を行ってい
きたいものです。

広くは地球・国や地域・保護者、学校と各教
科・領域の授業に支えられながら、子どもたちは
持続可能な未来のための学びをしていきます。

また、わたしたちおとなは、持続可能な未来
に羽ばたく子どもたちを仰ぎ見ながら、各教科・
領域の授業のつながり、学校と地域・保護者と
のつながりを広げ深め、子どもたちもおとなた
ちもともに、持続可能な未来のために必要な知
識・知恵、リテラシーやスキル、生きる希望や自
己肯定感を高めていくことができるのではない
でしょうか。

子どもたちはおとなより小さく見下ろすような
位置にいたり、成長とともに大きくなり見上げる
ような位置にいたりしますが、わたしたちおとな
は、常に未来への希望に羽ばたく子どもたち・年
少者を見上げる位置にいて支えているというイ
メージを持って接したいものです。

持続可能な未来の希望のための
教材活用概念図（Ⅰ）

平成 21 年度文部科学省委託「日本／ユネス
コパートナーシップ事業」『ESD 教材活用ガイ
ド 持続可能な未来への希望』より
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実践事例からの
考察

ESD実践事例48
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はじめに：ESDの特性と日本のユネスコスクール 

本稿の目的は、今回の活動に参加した 48 校が経験を共有できるようフィード

バックすることである。各学校は事前に応募用紙兼事業計画書（以下、計画書）

（本書 p.200 〜 p.203）を、事後に活動報告書（本書 p.204 〜 p.206）を提出し

ており、それぞれの経験を詳しく記していた。本稿は、その中で記された貴重

な意見を共有することによって、参加校のみならず他の 200 以上のユネスコス

クール・ネットワーク加盟校や加盟を検討している学校が、自らの学校におけ

る実践を相対化し、さらに質の高い学習機会へとつなげる一助になることを望

むものである。

はじめにお断りしておくが、計画書及び活動報告書で使われた質問項目に

は、活動的なユネスコスクールにおける実践には相応しくないものも含まれて

いた。また、こうした外部の者が調べる際には常に方法論上の倫理が存在し、

特にESD のようなボトムアップ型アプローチが主流であるべき活動には一般化

を想定した集計そのものが不適切である場合も少なくない。しかしながら、こ

うした限界を認識した上でも、将来にむけてユネスコスクールにおける質の高

い活動経験を共有するためには、いずれかの段階である程度の一般化が必要

になる。つまり、ESD に取り組む際、従来の先進的実践との違いはどこにある

のか、また国連 ESD の 10 年（DESD）が 2014 年に終わるにあたりESDと捉えられ

る実践とはどのようなものか、を改めて確認するためにも、今回のような細か

い質問項目を設定し、一度は見ておくことも無駄ではないと考えられる。また、

ESD 実践やユネスコスクールの量ではなく質が問われる時期にすでに入ってい

丸山英樹　（国立教育政策研究所）

ユネスコスクールにおける
ESD活動の成果と課題に関する
一考察
―実践前後における回答を比較して―

ユネスコス
ESD活動の
一考察
―実践前後にお
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る今日、行政、研究、実践の間において建設的な協力体制をさらに構築するこ

とが求められる。今回の分析はこのことにも資する情報提供を意図したもので

もある。

以下では、まず ESD の特性とユネスコスクールについて概観した後、今回の

活動の計画段階と実践後の感想をもとに ESD 実践の枠組みについて参加した

各校の変化を大まかに捉える。

 ESDの特性 

国連 DESDをレビューしたユネスコ報告書（1）では、ESD のモニタリングと評

価において次のような ESD の持つ基本的な学習を想定していることが示されて

いる。すなわち、ESD は、ドロール報告書（2）で示された 4 本の柱（「知ることを

学ぶ」、「人間として生きることを学ぶ」、「共に生きることを学ぶ」、「為すことを

学ぶ」）に加え、「自分と社会を変えることを学ぶ」という5 つ目の基本的な学習

を目指している。そのため、ESD には、持続可能性についての価値観と認識を、

学校だけでなく日々の生活に組み込むこと、新しい知識によって人々を力づけ

ること、すべての生命を大切にする包括的アプローチ、既存の教育に新しい方

向性を見出すこと、などが求められている。

また、同報告書には 97 か国が ESD についての報告を寄せているわけだが、

多くの国々が強調したのは、ESD が価値主導という性格を持ち、社会参加を可

能とすること、そして社会経済的・生態的・文化的・論理的な要素を統合するバ

ランスのとれたアプローチに重きを置いていることも記されている。さらに、教

育学的特徴として浮かび上がっている点には、1）知識・態度・価値・行動を伝

える手段としての ESDと2）持続可能性の問題とそれに関わる能力・機会を開発

するための手段としての ESD がある。どちらも「万能薬」としての普遍的な教育

としての ESDではなく、地域や文脈に従った教育のあり方を強調しており、同

時に学校教育の枠に限定せず、生涯学習としての人の成長を重視していること

は、注目すべきであろう。

 ユネスコスクールの質保証 

日本においてはユネスコスクールが ESD 実践の先進事例を行う立場にある

と言っても過言ではない（3）。それは国連 DESD 最終年（2014 年）に向け、文部

科学省が 2008 年以降ユネスコスクールを強く推進していることでも明らかであ

る。一般的に教育の量的拡大に伴って、あるいは続いて発生する課題の中に、

1

2
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その質の保証がある。先行研究（4）の成果によると、日本に限らず、他国におい

てもユネスコスクールの質保証が課題になっている。例えば、ユネスコスクー

ル・ネットワーク（ASPnet）の構築と発展を扱った研究では、1980 年代の冷戦

時代に自主的に開始されたバルト海プロジェクト（the Baltic Sea Project: BSP）

が取り上げられている。BSP は、その活動の継続性と質の高い取り組みによっ

てユネスコ本部からも高く評価されている。質保証について、調査研究からは、

内容自身よりも、次のような枠組みに関する示唆深い知見がある：

● ESD 実践の手法は、実践する教員たちが校内の協力体制を構築した上で、

ボトムアップ型の意思決定を行い、行政はその活動の支援に特化した業務

を担う。

●環境問題から始められた教育実践ネットワークだったが、関連課題を各自持

ち寄り、協議を重ね、シンプルなものから共同で始めているため、実践コン

テンツより枠組みを重視する。

●実践を行う者は理科の教員が大半を占めるが、理科教育だけを強めるので

はなく、歴史学や地理学、文化人類学など他学問も用いた包括的アプローチ

を取る。

● BSP 教員研修は実践的ニーズに対応する半構造化の参加型で、参加教員が

各校へ有益な共有知識・体験を持ち帰ることができ、交流を継続できるネッ

トワークを構築している。

● BSP への参加には一定の義務が発生し、活動ができなくなった場合には、自

主的に外れる場合がある。しかし、排除の性格はない。

こうした、それ自身が持続可能となる特徴を持つ取り組みは、すでに日本で

も展開されている。例えば、著者の観察（5）によると、大阪ユネスコスクール・

ネットワークによる「学び合い」実践では、BSPと同様のアプローチが取られ、

主体的な活動の広がりを見せている。特にアジアの 6 か国からの参加者自らが

国際的な教材を共同開発し、それを各国における地元のネットワークで学習を

相互作用的に行っている点は、今後の他のユネスコスクール・ネットワークに

おける実践の際に参考となるアプローチであろう。
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ユネスコスクールにおけるESD活動の様子 

それでは、今回の活動の様子を参加校からの報告をもとに見ていこう。まず、

計画書及び活動報告書における質問群の構成を紹介しておく。計画書には活

動時期や予算といった計画の他、実践内容や手法に関する設問が多く設置さ

れ、各校の担当者はこれらに回答した。その設問には、大きく次のような関連

事項が含まれた：1）実施体制、2）地域社会との関係、3）子どもたち及び大人

への影響、4）活動のキーワード、5）活動の教育（成果）目標、6）自由記述であ

る。これらの質問内容は、上記『ESD の 10 年中間年レビュー』及び著者の参加

する共同研究（6）で議論されている枠組み、教育手法・内容、課題をもとに構成

された。特に分析枠として、その共同研究の成果を援用している。以下、6 点を

順にみていこう。

 実施体制について

ESD は教室の中だけで完結する実践ではない。また一人の教師だけが努力

すれば良いものでもない。そのため、まず学校内外における協力体制につい

図1：実施体制
0 100（%)908070605040302010

地域の協力

外部の専門家

国内の学校

海外の学校

校長支援

校内1割以上協力

他教科教員協力

教委の支援 事前
事後

1
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てたずねた。その結果、地域や外部の関係者との協力体制がすでに存在して

おり、それは数か月の実践の後も大きく変化しなかったことが分かる（図 1）。図

中、棒グラフは実践を行った 48 校中の回答比率を示し、「事前」は計画書で寄

せられた回答、「事後」は実践後の活動報告書での回答である。

これらの項目では、ESD 実践に必要な協力体制を想定していた。地域や外部

専門家からの協力の他、ドイツで実施した調査結果（7）でも見られたように、学

校内における協力体制も重要であることから、校長からの支持に加え、約１割

の同僚と他教科の教員との協力体制をたずねた。これらに関する回答比率は

70％を常に越えて、中には 90％を越えるほど高く、多くの申請校がすでに協力

体制を持った上で申請し、それらは活動中も維持されていたことが考えられる。

また、国内外の学校との連携は 30 〜 40％と、それほど多くは見られなかった。

ただし、半数弱の学校が教育委員会からの支援を受けていたことも分かった。

 地域社会との関係

ESD 実践における大きな特徴は、教科横断的アプローチが求められるだけ

でなく、環境面に加えて、社会的・経済的・文化的側面も扱う点にある。この点

について、今回の ESD 活動が各側面で学校・地域社会に与えるインパクトがど

れほどかをたずねた結果が、次の図 2である。質問では「強い」、「やや強い」、

「やや弱い」、「弱い」という4 段階での回答を求めた。図中では事前と事後を

(1) 環境面（前）

(1) 環境面（後）

(2) 社会面（前）

(2) 社会面（後）

(3) 経済面（前）

(3) 経済面（後）

(4) 文化面（前）

(4) 文化面（後）

強い やや弱い 弱いやや強い

0 100（%)908070605040302010

図2：活動が与える地域社会へのインパクト

2
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それぞれ「（前）」と「（後）」で示している。

想定されたインパクトは、文化面、社会面、環境面という順番で強く、経済面

は比較的に弱いことがここでは分かった。これは、バルト海プロジェクト（BSP）

での調査結果と同様の傾向であり、ESDをはじめとする教育実践の課題でもあ

る。しかし、事後の経済面でわずかながら「やや強い」が増え、「弱い」が減っ

た。他方では、文化面におけるインパクトを想定し、想定通りに近い実践成果

も見られたことを各校が報告していることも注目すべきである。それに比べ、環

境面では大きな違いは見られず、環境教育で自然環境に特化した取り組みとは

アプローチが異なったことが想像される。

ところで、ESD 実践において扱うべき大きな概念に「デベロップメント（開発、

発展）」がある。上の各側面は経済的発展だけがデベロップメントではないこと

を示し、バランスの重要性としての ESD の横軸だとすると、次にたずねた質問

は縦軸に該当する。すなわち、時間軸である。基本的に教育では短期的成果を

見るものではないが、近年の教育実践においてはそうした観点は置き去りにさ

れがちである現実も存在する。持続可能な開発のためにはより長期的スパンで

取り組む必要が多くの場で指摘されるように、また開発によって伝統が失われ

るという抵抗感、あるいは近代技術の方が常に優れているという観点を、どこま

で意識しているかをたずねた。その結果が、次の図 3である。まず、少子高齢

化や後継者不足などの課題性を含む世代間の関係について、与える影響を「強

強い やや弱い 弱いやや強い

（1）若い世代と年上の
世代との関係（前）

（1）若い世代と年上の
世代との関係（後）

（2）伝統的生活様式と
新しい生活様式（前）

（2）伝統的生活様式と
新しい生活様式（後）

（3）伝統的技能と近代
的技術との関係（前）

（3）伝統的技能と近代
的技術との関係（後）

0 100（%)908070605040302010

図3：時間軸を意識したデベロップメント
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い」及び「やや強い」との回答は、約 8 割の活動が意識していた。次に、伝統的

生活様式と新しいものについては約 6 割が、そして伝統的技能と近代技術につ

いても同様であったが、それぞれわずかに少ないことがわかった。

実践前後で大きな変化は見られなかったが、「強い」と「やや弱い」が増加し

た場合が見て取れる。例えば、世代間の関係について、事後の方でそれらが増

加し、「やや強い」が減少した。個別の実践を詳しく見ないといけないが、予想

される背景としては、実践後に結果がより明確になったことが考えられる。伝統

技能と近代技術の関係においても同様の結果が見られるが、いずれもわずか

な変化である。

 子どもたち及び大人への影響

ESDでは、持続可能な社会の構築のため、自分自身のためだけでなく、自分

に加えて社会を変える教育という視点を他の教育実践よりも強く持つ。そのた

め、この活動によって参加する子どもたちへの影響と、教育実践ではあまり意

識されることのない大人たちへの影響について、ライフスタイル、行動、価値

観の 3 つについて、ここではたずねた。これらの点は、持続可能な開発をテー

マに掲げたヨハネスブルク・サミットのオープニングでも言及されていた（8）。ま

た、ESD 実践を行う小学校では環境教育との違いを実際に行動に移せるか否

かであると語られていた（9）ことからも、ライフスタイルや行動への影響は重要

である。

生徒の変容についての結果は図 4、大人である教員については図 5 のとおり

である。これらの結果から、すべてについて強く意識されていたことが分かる

が、その度合は価値観により強い注意が払われており、それは教員も対象に想

定されていたことが分かる。設問項目として、ライフスタイルという単語、また

行動変容についても必ずしも共通の理解のもとで回答されたとは限らないこと

も想定されることから、すべての回答をまとめた後の平均値には高度な信憑性

があるとは言えない。しかしながら、時間を経た活動前後の回答であるにもか

かわらず、ほぼ同じような回答が寄せられた点において、各校の担当者におけ

る各校の解釈には大きな揺れはなかったと想像される。

今回は短い期間での実践であったことからも、この結果が大きな変化を示す

とは言いがたい。しかし、当初からこれらの側面について主体となる生徒の変

容に期待が寄せられ、実践結果を見ても、回答した担当教員にはそれらの期待

に応えたと捉えることができるだろう。

3
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ライフスタイル（後）

行動（後）

価値観（前）

価値観（後）

行動（前）

ライフスタイル（前）

強い やや弱い 弱いやや強い

0 100（%）908070605040302010

ライフスタイル（後）

行動（後）

価値観（前）

価値観（後）

行動（前）

ライフスタイル（前）

強い やや弱い 弱いやや強い

0 100（%）908070605040302010

図4：活動主体の変容に対する意識（生徒）

図5：活動主体の変容に対する意識（教員）

他方、教員に対する期待は、数校が「やや弱い」と報告したに過ぎないが、わ

ずかに実践後で減少傾向が見られたといえる。これは大人の場合、変容にはさ

らに時間を要するという解釈も可能かもしれない。
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 活動のキーワード

よりESDをイメージするために、図 6で示される項目で示される活動の重要

なキーワード群から選んでもらった。中には抽象的な単語があるものの、アプ

ローチに関するものが高い割合を占めており、正義、寛容、規範といった内容

的なものは低いことが分かる。実践前後を比べると、ほとんどの項目で増加が

見られた。目立つのは、「協力」、「共感」、「価値」の増加であろう。

相互理解

協力

参加

共感

真価への理解

価値

認識

信頼

正義

尊敬

寛容

規範

0 100(%)908070605040302010

事前
事後

図6：活動における重要なキーワード
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0 100（%）80604020

学校周辺と地域だけでなく、世界的な課題について知ること

環境問題、社会問題などにおける複雑な状況を理解すること

自分たちの生活と他の国の人たちの生活の関係を知ること

コミュニケーション能力の向上を重視すること

何かを決める時、話し合いを経て決めること

 活動をとおして、協力することを学ぶこと

現状に対して疑問を持つこと

見つけた疑問に対して、意見を発信すること

批判力を重視した代替案の思考力を育むこと

 未来に希望を持つこと

 自らをふりかえり、自分を変えようと努力すること

 身近な社会・環境を変えようと努力すること

 市民として参加する態度や技能を育むこと

※各項目の上段棒グラフは「事前」、下段は「事後」を示す。

 学んだことを実際の行動に移すこと

データや情報の収集・分析力を育むこと

学校内外で学び続けること

「多様性の尊重」「人間の尊重」「非排他性」「機会均等」「環境
の尊重」といった持続可能な開発に関する価値観を培うこと

困難な状況を把握した上で、それに対して何ができるかを
検討すること

問題や現象の背景を理解したり、多面的かつ総合的なものの
見方を重視する体系的な思考力を育むこと
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 活動の教育（成果）目標

最後に、活動の目標として達成したい（事前）・達成した（事後）内容をたず

ねた。それぞれの質問項目は図 7で示されるが、模様分けされているように、5

つの構成概念をたずねた。各概念の分類は、 で示される「システム思考・

相互依存」、 の「協働」、 「批判的思考・問題解決」、 「未来指向・

行動変容」、 「学習方法」である。また、各項目の棒グラフに続く下の棒グラ

図7：学習効果と方法に関する概念
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フは、報告による「事後」の比率を示している。

図 7 の各項目を見てみると、約 7 割の実践が複雑な状況を把握するための包

括的アプローチを取っており、6 割以上の実践がコミュニケーションなどの共に

学ぶ・活動すること、自らの行動を変えることを想定していたことが分かる。し

かし、ESD によって社会を変えるという視点は今回では約半数の活動が想定し

ていたようである。学習の方法としては 2 つの項目しかないのだが、学内外で

学び続けることは約 7 割の活動が考慮されていたこともわかる。

5 つの構成概念を平均した比率は前後で表 1 のように変化した。中でも「協

働」は活動後に大きくなっており、協力しながら活動した、あるいは協力する姿

が見られたことがうかがえる。しかし、「批判的思考・問題解決」は減少してお

り、短期間の活動で社会に積極的に関与するまで根拠を見出すまでには至ら

なかったことが想像される。ただし、批判的思考と問題の発見と解決は一つの

概念として常にまとめられるものではない点は留意すべきであろう。それよりむ

しろ、この減少は、ESD 実践において取り組みを深めるほどに問題の大きさや

複雑さなどに直面し、さらに奥深い学習活動が求められ、短期間では限界があ

ると認識されたとの解釈もできる。

他の分類では有意差は見られず、微増減にとどまった。ここでも、全国一律

で扱うべきと捉えられがちな教育内容である「システム思考・相互依存」よりも、

それぞれが内容に工夫の余地を担保でき、地域性に寄らないアプローチとなる

「協働」が強かったと判断できる。

 「事前」段階で示されたESDのビジョン

質問項目では ESD に関して自由に記述をするパートを用意し、それは 48 校

構成概念 事前（%） 事後（%） 図 7中の模様

システム思考・相互依存 69.3 65.6

協働 64.6 70.3＊

批判的思考・問題解決 51.0 42.2＊

未来指向・行動変容 65.4 67.5

学習方法 55.2 55.2

表1：活動の教育目標と成果の回答比率

6

＊ P<0.05
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中 35 校の申請校が「事前」で、48 校すべてが「事後」に回答を寄せた。それら

すべてを紹介することはできないが、いくつかの傾向を読み取ることができる。

ここでは「事前」の記述に注目し、「事後」については次節でまとめていく。

最も多く見られたのは、ESD の基本概念である「つながり」に関するもので

あった。教員同士、保護者と教員、地域や海外の人と生徒、外部関係者と学校、

他校と申請校といった、人と人とのつながりが多く記された。同時に地域性を

高めた教材、つまり従来の各教科や標準化された教科書・カリキュラムではな

く、子どもたちの生活や地域文脈に合わせた教材の有益性も示唆された。包括

的アプローチが求められるESD 活動で特徴的な教科間の連携も重視されたが、

同時に「総合的な学習の時間」との違いとして教科の中における持続可能性に

ついての記述も見られた。

第 2 に、教員自身の研修に加え、教員間の交流や連携による研修効果につい

て記したものも少なくなかった。例えば、校内研修で ESD が扱われ、学校の運

営方針に関して話し合いが展開された。予算がつくという点において、今回の

活動は校内でも説得力を持つ立場を作ることを可能にしたようである。

第 3 に、学力に関連する内容であった。各教科学習で培った力を具現化する

教育をESDとして捉えていたり、教科を学ぶ意味や教科間の接続を保証するも

のであるとし、子どもたちの総体としての力を育むことを意図が見られた。他

にユニークな指摘としては、行動を決断する際に持続発展性を道徳的尺度と

捉える立場やユネスコスクールにおける人権や平和の拡充を求めるものが見

られた。

ユネスコスクールの今後にむけて：4つの成果と1つの課題

では、活動を終えた後、各学校ではどのような成果があったのか、また課題

として捉えられたのであろうか。本節では、前節までで扱った「事後」報告にお

ける選択式項目への回答を補足しつつ、主に自由記述の内容を扱い、活動の

成果と課題をみていく。

「事後」の報告ではすべての質問項目において自由記述部を用意したことか

ら、様々な意見が寄せられた。一つの項目で 2000 字を越える記述もあり、すべ

ての報告を取り上げることは不可能であるが、類似の内容やポイントだけに絞

ると、今回の活動による教育・学習成果としては大きく4 つ、課題として1 つ特
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徴が見られた。その他、1 点だけ重要な指摘を取り上げる。以下では、これら6

つの点を整理する。また、引用は中略する場合があるが、学校名を除きそのま

ま転記してある。

  成果1：学校内外の協働・連携

まず挙げられることは、学校内における教員同士の連携、学校外の地域の

人々や専門家と学校の連携、また保護者からの支援が記された。これは、「事

前」の「つながり」にも該当することから、当初の計画通りの成果を得ることが

できたと捉えられる。

例えば、「職員全員が ESDを理解し、様々な教科・領域において新たな実践

が積み上がってきた…」ことや、「学校全体のプロジェクトとして進めており…交

流参加の教員や生徒がさまざまな場で発信することにより、他の教員や生徒へ

の広がりのある活動」へと発展したことは、学校内における連携を促進したこと

とを意味する。前節の生徒の様子が最も前向きに変化した点として、協働・協

力が挙げられており、これは教員においても同様であったことが考えられる。

また、「口では簡単に人とのつながりが大切だと言う…改めてそれを心から

実感させられた。校内の先生方の協力はもとより…地域の方々，その道の専門

家の協力なしには成し遂げられなかったものばかり」、「学校でどんな取組をし

ているのかということを発信し，地域に広く受け止めてもらい，地域ですべきこ

とは何かを真剣に考えていく社会づくりまで発展していかなければ，今までの

学校教育と何ら代わりがなくなってしまう」、「今回新たに実施した ESD の活動を

発表会や地元紙などを通して知り，学校に対する信頼がより深まった」という学

校の外との連携を記したものが多かった。「県外就業率が非常に高く過疎化が

すすむこの地区において、伝統文化の継承と同時に地域の活性化を目指して学

校と地域が連携して取り組むことの大切さを強く意識するようになった」とのよ

うに、地域社会の持続可能性にまで想いを馳せる実践もあったようだ。

さらには、「保護者は、子どもの変容から親の私たちも変わらないわけには

いかないと感想をいただいた」と、自らを振り返る機会を得たという場合もあっ

たようである。こうしたことが保護者からの支援を得るきっかけとなったことが

想像される。

 成果2：教科間の連携と包括的な取り組み

学校内における連携には成果 1 のような運営面でのものが指摘されていた

1

2
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が、中学校より上の学校では教科に関する連携についても回答が寄せられた。

これについても「事前」の記述で教科を越えた連携が重要だと記されていたよ

うに、活動内で実際に行われていたことが分かる。

例えば、「…多くの教科の先生に校正をしていただき…意見のすり合わせを

する良いきっかけとなりました」や、「先生方も各教科で大切にしなければなら

ない教科の特性を追求していくと同時に，教科の横断や合科ということも柔軟

に適応していかなければ成立しないのではないかということもより明確になっ

てきたのではないか」、また「ユネスコ・スクールならではの国際システムの理

解が本活動を通し、深まっている。地域・保護者の関心も高く…ともに考えて

いく題材である。本校の取り組んでいる総合的な学習の時間、生活科学習と他

教科・領域とのリンクを更に検討し、深めていきたい」、「米国との交換学習／

平和学習というとどうしても英語／戦争を取り扱うイメージがあるが、日本史、

世界史のみならず国際クラス、商業情報科、書道科、数学科や美術科なども参

加、それぞれの教科の特色を活かし、斬新な切り口で広くテーマに迫ることが

できた」といった指摘がなされた。特に、活動に対して教科の視点から内容的

に深めることは、それぞれの教科の強みを発揮しつつ、担当教員の参画を高め

るきっかけとなるため、重要である。

 成果3：ネットワークの強み

ユネスコスクールはネットワークに強みがある。これは、「学校が違えば文化

も違う（10）」と言われるように、同じ地域に位置する学校の間でも異なる視点や

手法が存在するため、ネットワークによって国内外の異なる文化から刺激を受

ける可能性が高いことを指す。OECD 生徒の学習到達度調査（PISA）の知見と

して、世界的な教育改革の動向には学校組織は規定的・階層的なものから水

平的・平等なシステムへの流れが見られる（11）ことからも、本来、水平構造を持

ち、経験を共有しやすいユネスコスクール・ネットワークは、その流れに従っ

ている。

「ESDを実践する上で，大切なことは『連携』であるということ。本校は同じユ

ネスコスクールの A 商業高校と連携し，国際理解についてA 商業高校から学ん

だ。環境教育からスタートした本校であるが，ESDを実践していくと，環境教育

＝ ESDではなく，国際理解やエネルギー等も学ぶ必要があるということを感じ

た」といった例が典型的である。また生徒同士も経験を共有することによって

ネットワークの恩恵を受ける。例えば、「相手のことをしっかりと考え、それをま

3
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た自分たちの活動に取り入れること。そのためにはコミュニケーションが欠か

せないことを一番学んだ」ことが指摘された。また、「実際に英語を話す機会が

あったことで、英語活動での会話と異なることに気付き、海外に伝えるためには

どうすればよいかを考えることができた」という外国語学習への動機付けにも

ネットワークは機会を多く提供する。

 成果4：教員の生涯学習

最後に、教員自身が学ぶ機会を得たことが挙げられる。例えば、「…とはい

え，一番学習し，身に付けたものが多かったのは，主担当だった私自身と言え

よう」や、「ESDカリキュラムは全教育課程の根底に脈々と流れるものであり、私

自身の ESD への理解と行動が深まるにつれて、子どもたちの理解と行動も深

まって行きます。ESD は子どもたちをより人間らしく豊かにし、子どもと子ども、

子どもと大人、大人と地域を結んでもくれます。ESD は特別な取り組みではな

く、毎日のあらゆる教科の授業の中に存在しています。そのことに気がつくよう

になると、ごく自然に ESDを実践できるようになります」という内省的な視点を

記述した回答が見られた。

「持続発展教育についての生徒・保護者の認識は想像以上に高まっている。

それに比較すると教師の認識は著しく遅れている。今後は、指導する側の教師

の育成が必要だろう」や、「これまでの学校の実践をESD の視点で捉え直すこと

でき，自分たちの教育実践を再評価することができた」といった今後の方向性

について気づきを得た回答も見られた。

教師教育は DESD 開始当初からUNESCO で扱われ（12）、OECD も教師を常

に「専門的知的労働者」として捉えるなど教員養成の重要性を指摘してきてい 

る（13）。だがここでいう「専門的」あるいは「知的」が意味するところは、教員養成

にかかる高等教育を延長することで得られる知識と技能ではなく、子どもや保

護者とのコミュニケーションと、教師として、さらには大人としての経験や暗黙

知を活用し、必要に応じて共有できるという高度な専門的技能のことを意味す

る（14）。生涯学習という観点からユネスコスクール・ネットワークは教師も育て

る機能が見られる。従来の学習の機会であるプログラム化された教員研修や養

成過程では当然であるが、このネットワークではよりダイナミックに水平的でイ

ンフォーマルな情報共有がなされることで、時に教師としての成長に大きく寄

与する。このことは、例えばバルト海プロジェクト（BSP）でも頻繁に見られる（15）

ことからも、日本においても今後大いに期待される。

4
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 課題：行動変容と高次の思考能力獲得に必要な時間

以上のような成果と同時に課題も存在した。いくつかの回答で見られたの

は、当初に計画した「子どもたちが持続可能な社会に向けた行動を取るように

なる」ことは、活動を通じて必ずしも達成できなかったという趣旨の記述であっ

た。これは純粋に活動期間が限られたプログラムであったことが最大の背景に

あるが、記述の中には行動を起こすことをより強調すべきとの指摘もあったこと

からも、少なくとも行動の変化を生み出す方向で活動が展開される可能性が存

在したことを意味する。

例えば、「本校の目指す『広い視野』と『主体的な行動力』が育ちつつあるが、

価値観やライフスタイルを変えるまでにはもう少し時間がかかりそうである」と

直接的に記したものや、「参加に似ているが、ESD において最も重要な「行動」

を入れるべきだと思います」という質問紙に対する指摘もあった。他にも、「当

初の目的を達成することができたと考えるが、学んだことを実際の行動に移す

ところまで、今回の授業では行かなかった。授業での学びをどのように今後、

生徒の生活で活かすかが課題である」や、「『社会がこうなるべき』とか『国がこ

うするべき』とかという考え方になっていました。学習を始めてから他人事では

なく、自分の身の回りの行動が社会や世界や地球のことにつながっていること

を感じました」といった重要性が記された。教育によって得られる個人の能力な

どは常に即効性を伴うわけではないものの、学校教育という一定の条件下で明

確化したい教育成果を想定する場合、ESD 実践による成果、特に行動変容につ

いては把握が困難である制限もある。

また、この課題は前節の表 1 及び図 7で示された「未来指向・行動変容」の増

加傾向とは完全に一致するわけではないが、活動後に想定していた「批判的思

考・問題解決」は減少したことと関係することが想像される。行動することは社

会に対してより参画することであり、自分自身の生活と学習を連動させ問題意

識を高めた上で行動へとつながるためである。その行動の動機や方法を支える

ものが、問題の解決を想定した自らの批判的な分析である。こうした ESD 実践

を通して育成されるメタ認知を伴う高次の思考能力（16）については、今回のよう

な短期間の活動だけでなく、学年や学校段階を越えた教育の取り組みの中でみ

ていく必要があろう。さらには教育政策の一貫性も問われることでもある。

しかしながら、行動変容が見られた場合もいくつか存在した。例えば、「自分

たちが変われば世界も変わるといったコメントがでてきたことからも態度や価

5
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値観の変容が見られた」や、「生徒の中には、すでに里山の保全活動や、カブト

ガニの保全活動に参加ようになった者もおり、生徒が主体的に環境問題に関わ

り、行動するようになった」という例もあり、多くの制限の中でも行動変容につ

なげることも可能であることが分かった。

 その他、重要な指摘

上記 5 つの点の他に、重要と思われる指摘について1 点だけ取り上げる。そ

れはコミュニケーション能力が今の若者が身につけておく重要な力とされてい

る中、表面的な技能を身につけることで終っていないかという趣旨の指摘で

ある。つまり、「…活動してきたことに一定の理解を持ってはいたが、プレゼン

テーションやリーフレットづくりに目が行き、活動の目的があいまいな部分が

あった」のである。このことは、コンピュータを使ってプレゼンテーションを作

成、それを用いて発表するという行為が重視されるだけではコミュニケーション

とは呼べないという解釈ができ、学校における実践のみならず、ESD 活動を支

える研究者や行政担当側にも、高次の思考能力と本質的な理解（17）が求められ

ることを示唆する。学校の子どもと教員だけでなく、ESD に関わる者がいかなる

立場にあっても、内省的に問いかけ、自らの行動変容が求められていると言え

るのではなかろうか。

以上、成果と課題についてまとめてみた。本稿ではあくまでも全体像を捉え

たに過ぎず、各活動の詳細を把握するには当然のことながら、それぞれ詳しく

見ていく必要がある。例えば、計画書と活動報告書で寄せられた回答をさらに

詳しく分析し、活動をより良くするにはどのような要因（例：実施体制）が強く影

響するのかなどを見ていく必要もあろう。

最後に、著者の見解を1 つだけお許しいただけるなら、成果 1 〜 3 に見られ

た協働・連携には、それに関わる意図を持つ者に対して開かれた状態がより

良い条件として求められる。つまり、同質的な文化を共有する集団内部（例：

教室内だけで完結する活動、ルーチン作業だけこなす行政担当部局、異なる

意見を受け入れない研究集団）において、協働・連携は発生しても、持続性が

低いことがある。それに対して、異なる集団間ではダイナミックに発生するた

め、ESD においては開かれた関係性の構築を重視する視座が重要である点が

指摘できる（18）。

6
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（6）	 科学研究費補助金「東アジアにおける『持続可能な開発のための教育』の学校ネットワーク構築

に向けた研究」（代表者：永田佳之）

（7）	 丸山英樹（2010）「ドイツのユネスコスクール：時間をかけた認定制度、教員の長期的責務、行政

からの支援」『教育研究報告』2010（1）教育研究報告会

	 http://innovative-education-research.com/ IER/IER201003Maruyama.pdf

（8）	 UNESCO （2004）. Educating for a Sustainable Future. p.29.

（9）	 ACCU（2009）『ESD 教材活用ガイド−持続可能な未来への希望』p.62.

（10）2011 年 1月29日、大阪ユネスコスクール・ネットワーク行事における教員からの発言。

（11）OECD 事務総長教育政策特別顧問アンドレア・シュライヒャー氏の講演「PISA から見る、できる

国・頑張る国」（2011 年 2月28日、於文部科学省）では、これ以外に、説明責任の当事者は行政当

局から同僚や利害関係者へとシフトしていることが指摘された。

（12）UNESCO （2005）. Guidelines and Recommendations for Reorienting Teacher Education to 

Address Sustainability.（『持続可能性に向けた教師教育の新たな方向づけ：ガイドライン及び提

言』国立教育政策研究所翻訳）

	 http://unesdoc.unesco.org/images/0014/001433/143370e.pdf

（13）OECD （2005）. Teachers Matter: Attracting, Developing and Retaining Effective Teachers（『教

育の重要性：優れた教員の確保・育成・定着』国立教育政策研究所監訳）等

（14）本稿では教師を専門的思考と複雑なコミュニケーション能力を備える知識ワーカーと捉えてい

る。知識ワーカーについては、Levy, F. & Murnane, R.J. （2004）. The New Division of Labor: How 

computers are creating the next job market. Princeton Univ. Pr.を、それをもとにした学力論は

丸山英樹（2009）ESDではぐくむ「学力」『ESD 教材活用ガイド』ACCU, pp.110-130.を参照。

（15）BSP においても、活動を始めた第一世代が高齢になり退職が近づき、後継者探しが課題になって

いる。著者の観察（2008 年 11月6 〜 7日及び 2010 年 10月27 〜 30日）によると、若手や新任教

員をBSP 活動に連れてきて、共に学ぶ姿が見られた他、Facebook などのソーシャル・ネットワー
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クを用いてベテランが新来者にモラール支援を展開している。

（16）UNESCO （2005）. United Nations Decade of Education for Sustainable Development 

（2005-2014）: International Implementation Scheme.

（17） これは本書で成田喜一郎氏が指摘している「本質的で根源的な問い」に深く関係する。

（18）丸山英樹（2008）「つながりから見るESD 研究：社会関係資本論を用いた「持続可能な発展のため

の教育」への視座」『国立教育政策研究所紀要』第 137 集 , pp.219-231

	 http://www.nier.go.jp/ kyoutsu2/kiyou137-18.pdf
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ESDとユネスコスクール
―活動継続のためのヒント―

ESDとユ
―活動継続のため

上原有紀子　（国立国会図書館）

はじめに

この事例集では、学校＆みんなの ESDプロジェクト協力校によるESD の実践

を48 事例、紹介してきました。このプロジェクト自体が、ESD の推進拠点として

のユネスコスクールを支援する事業でしたので、いずれの協力校も、このプロ

ジェクトに参加する時点で既にユネスコスクールの認定を受けていました。

ESD の活動は、ユネスコスクールにならなければ出来ないわけではありませ

ん。そもそも、ESD の実践は、学校教育の現場に限られるものではなく、あら

ゆる場の、あらゆる世代の人々による、持続可能な社会の実現を目指す学びと

行動は、すべてESDといえます。しかし、ここでは、学校におけるESD の実践、

なかでも、ユネスコスクールとしてESDを実践するというのはどういうことなの

か、考えてみたいと思います。

ユネスコスクールとしてESD を実践するということは、日本に 279 校（2011

年 1月現在）、世界に9000 校以上（2011 年 2月現在）ある、ユネスコスクールの

ネットワーク加盟校の 1 校として、ESD 推進の担い手になるということです。国

内外に志を同じくする仲間の存在を感じつつ、その仲間たちと様々な情報交換

や人材交流を行いながら、自校の取組みを展開することができます。こうした

内外の情報や人材等を活用できることは、ユネスコスクールになることの最大

のメリットといえます。

特に、自校の活動で何か困難に行きあたったとき、他校の経験から打開策を

見つけることができれば、活動継続のための確かな支えになるでしょう。たと

えば、2010 年 10月に行われた第 2 回ユネスコスクール全国大会に筆者も参加
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したのですが、その大会は、全国各地のユネスコスクールで ESDを実践する先

生、研究者や関連団体、企業の社会的責任（CSR）の活動に取り組む方々が参加

し、それぞれの経験から学びあう場となっていました。

ここでは、第 2 回ユネスコスクール全国大会で得られた声を中心に、活動継

続のためのヒントをご紹介したいと思います。活動を続けてきて困難を感じて

いる学校はもちろん、活動を始めたばかりの学校も、いずれ、考える必要が出

てくるかもしれないからです。

1. ユネスコスクールによるESDとは

本題に入る前に、ユネスコスクールによるESD について、歴史的文脈も

含めて簡単にまとめておきます。ユネスコスクールとは、ユネスコ憲章に

示されたユネスコの理想を学校現場で実践するためのネットワーク“ASPnet

（Associated Schools Project Network）” に加盟する学校です（「ユネスコス

クールとは」本書 p.198 〜 199も参照）。ユネスコがこの取組みを始めたのは

1953 年に遡ります。当初、15 加盟国 33 機関であった加盟校は、2011 年 2月現

在、180 国・地域に9000 校以上を数えるに至っています。就学前教育の段階か

ら教員養成大学に至るまで、各学校は、①地球規模の問題に対する国連システ

ムの理解、②人権、民主主義の理解と促進、③異文化理解、④環境教育等の研

究テーマに取り組んでいます。

ユネスコスクールの研究テーマは、ESD においても取り組まれているもので

す。しかも、日本政府が NGOとともに提案した「国連 ESD の 10 年」というESD

推進キャンペーンが 2005 年に始まって以来、ユネスコは ESD 推進の主導機関

になっており、以前より存在したユネスコスクールの取組みを通じてESDを推

進しようという動きが生まれました。2007 年の第 34 回ユネスコ総会における、

ESD のさらなる推進のための決議にも、ドイツと日本の共同提案により、ユネ

スコスクールによるESD 推進が盛り込まれました。

日本はもともと、ユネスコスクールのネットワーク設立当初からこのネット

ワークに参加していました。ただし、1953 年以来、ユネスコ協同学校（UNESCO 

Associated Schools の訳）と呼ばれてきた加盟校は、2007 年までは多いときで

も20 校台に止まり、活動が盛んとは言い難い状況でした。しかし2008 年 2月、

日本ユネスコ国内委員会は、ユネスコ協同学校の呼び名を「ユネスコ・スクー
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ル」に（また 2010 年 3月には表記を「ユネスコスクール」に）改め、ユネスコス

クールを通じてESDを推進していく方針を明確にしました。こうしてESD 推進政

策とセットになったことが追い風となり、ユネスコスクールのネットワーク加盟

校が近年急激に増えてきています。

国際社会におけるESD 推進の「言い出しっぺ」ともいえる日本は、ESD 推進の

お手本となることが期待されています。ユネスコスクールによるESD の推進は、

その良いお手本の一例ということもできるでしょう。

2. 活動現場からの声　―ユネスコスクール全国大会に参加して―

第 2 回ユネスコスクール全国大会 持続発展教育（ESD）研究大会「ESDで育て

る“ 生きる力 ”」は、2010 年 10月30日、日本の民間ユネスコ活動発祥の地、仙

台にある、宮城教育大学を会場に開催されました。パネルディスカッションを

含む 2 つのシンポジウム、企業によるCSR 活動紹介のランチタイム、ユネスコ

スクールの教職員を中心とした課題別研究協議会と盛りだくさんのスケジュー

ルに、参加者の熱意と熱気で厳しい寒さを吹き飛ばす一日となりました。

とりわけ、活動現場から出された課題について、テーマ別に学びあう機会と

なったのは、午後に 2 時間の設定で行われた課題別研究協議会でした。全体

のテーマは、「ユネスコスクールとしての実践を深めるために」とされ、ユネス

コスクールの教職員を中心として、7 つの小グループに分かれて議論が行われ

ました。参加者がいずれか１つに事前登録をした各グループのテーマは、（1）

ESD の浸透、（2）校内連携、（3）教科とのリンク、（4）活動の継続性、（5）環境整

備、（6）地域連携、（7）学校間交流、の 7 つでした。

筆者が参加した、（4）活動の継続性の研究協議会では、次のような問題提起

がありました。

1 教員の異動による入れ換わりについて

ある小学校の先生は、せっかく良い活動ができても、教員の異動という問題

が常にあり、活動を継続している教員と新しくきた教員とでモチベーションに

開きがあることもある、という課題を示されました。これに対し、使う教材、内

容を吟味して、その時の担任の先生の思いの入ったカリキュラムにすることが

大切という意見が出ました。確かに、いくらよいカリキュラムであれ、単に前任
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者のしたことを続けること自体が目的になってしまうのでは本末転倒です。ESD

推進というユネスコスクールとしての目的は共有するとしても、個々の実践は、

携わる先生本人が納得の上、興味を持って推進できるものである必要がありま

す。そのためには、校内の ESD に取り組む先生方の間での連携と学びあいによ

り、中心となる教員と新しく加わった教員との意識を合わせつつ、それぞれの

得意な取組みができるような体制を作ることがのぞましいと考えられます。

2 カリキュラムの継続性について

教員の異動による交代のみならず、子どもたちも代が替われば中身も変わ

り、全く同じカリキュラムを実践すればよいかといえばそうはいかない面もある

が、さりとて、カリキュラムの優れた部分は継続したい、というような問題提起

もありました。この点については、大学や地域による、学校外からのサポートの

重要性が指摘されました。たとえば、カキの養殖を体験する小学校の学習活動

について、諸般の事情により数年休んだ後に再開したところ、サポートしてくれ

る地域の人々は、「また来たね」といって新たな子どもたちを迎えてくれたとの

ことでした。

3 体験学習のイベント化について

ESD のカリキュラムの内容について、いわゆる体験学習を重視するあまり、

単なるイベントや行事の計画になってしまい、継続するということが、毎年の定

番のように繰り返すだけになる場合がある恐れも指摘されました。この点につ

いては、活動に参加する子どもたちにどんな力をつけたいか、という視点が欠

かせないという意見で一致しました。どんな体験学習に取り組む場合でも、単

に楽しませることで終わらせず、考える力や批判する力を子どもたちにつけた

い、というような視点を忘れてはいけないということです。

4 ESDの評価について

活動を長く続けるためには、ESD の評価の手法を模索していく必要があると

いう意見も、ある高校の先生から切実な課題として提起されました。この点に

ついては、ESD のカリキュラムの内容を考えるときに必要な、子どもたちにどん

な力をつけたいか、という視点が評価でも役立つという意見が出ました。まず

子どもたちにつけたい力を考え、ストーリー性のある学習内容の流れにそれら

の力を位置付けてみて、評価の道筋を考えるということです。他方、ESD は短期



172

　

第
2
部

的に評価しないほうがよいのではないか、先生自身が次のアイディアを出しや

すくするような評価なら良いが、先生自身が自分を苦しめるような評価をしては

いけない、エネルギーが出てくるような評価をすべきといった様々な意見も出

されました（ESD にふさわしい評価のあり方等については、成田喜一郎「ESD の

質的保証とHOPE 評価の可能性」本書 p.181 〜 p.190も参照）。

5 連携協力体制の構築について

小中高といった学校種を超えて、地域における学校間連携協力の体制を作る

ことが活動継続のためには有効という指摘もありました。また、こうした連携協

力体制を作ったら作りっぱなしにするのではなく、ことあるごとにその体制を活

用していくことで、その体制を強靭なものにできるという意見も出されました。

こうした学校間連携は、単に同じ地域内の学校ということだけでなく、ユネスコ

スクールであるということが共通点になれば、連携の話がしやすくなる面も出て

くるように思われます。

3. 活動継続のための“つながり”のサポーターを見つけよう

以上の声に共通するのは、活動継続のために、様々な “ つながり” が必要に

なるということです。先生の入れ換わりを超えて、ESD のカリキュラムの内容と

そこに込める思いをつなげていく、そのためには学校内の先生方のつながりが

必要です。カリキュラムの内容や評価手法を開発・継続するのが難しい場合、

地域や大学、CSR 活動を重視する企業など、学校外のつながりに助けられるで

しょう。学校間連携は、まさに学校間のつながりを必要とするものです。

こうした “ つながり” を作り、維持するためには、ユネスコスクールのネット

ワークをはじめとするネットワークを活用して、サポーターを見つけることが

重要になってきます。学校により、得意とする取組みは異なるでしょうし、アイ

ディア不足で専門家に助けてほしい場合もあれば、プログラムの案はあるけ

れども資金不足という場合もあるでしょう。現在ではこうしたニーズに応える

サポーターが様々に存在します。特に、ユネスコスクールに未加盟で、これか

ら加盟したいという学校の場合でも、ユネスコスクール支援大学間ネットワー

ク（ASPUnivNet）の大学や、財団法人ユネスコ・アジア文化センター、社団

法人日本ユネスコ協会連盟等の支援を受けられます（参考文献（1） p.7,19,23.
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も参照）。

ESD の実践は、分野横断的な知識や物事のつながりを学び、またそうした

学びを継続するために、様々な人々のつながりを必要とする、言い換えれば、

人々の間に新たなつながりを作り出していくものです。ユネスコスクールのネッ

トワークを活用すれば、それを国内だけでなく、世界にもつなげていきやすく

なります（ユネスコスクールによるESD 活動の成果に見られる、つながりの大切

さとネットワークの強みについては、丸山英樹「ユネスコスクールにおけるESD

活動の成果と課題に関する一考察」（本書 p.148 〜 p.166）も参照）。

おわりに

様々な実践事例は、このような活動を継続すること、そしてこれらの活動継続

をサポートすること自体も、人々の間のつながりを作りながら、持続可能な社会

を構築する道のりになっている、と思わせてくれます。

この事例集を手にとってくださったあなたも、ユネスコスクールによるESD 実

践の担い手として、あるいはサポーターの一人として、是非その道のりを一緒

に歩いてください！

主な参考文献
（1）	 日本ユネスコ国内委員会『ユネスコスクールと持続発展教育（ESD）について』2010.12.

	 http://www.unesco-school.jp/?action=common_download_main&upload_id=4299

（2）	『第 2 回ユネスコスクール全国大会 持続発展教育（ESD）研究大会 「ESDで育てる“ 生きる力 ”」抄

録集』2010.10. 

	 http://www.jp-esd.org/img/con_abstracts101228.pdf

（3）	 上原有紀子「地域からはじまるESD の可能性—我が国の実践事例から—」『持続可能な社会

の構築 総合調査報告書』2010.3, pp.239-254.（国立国会図書館調査及び立法考査局刊行物） 

http://www.ndl.go.jp/jp/data/publication/document/2010/200904/16.pdf

（4）	 UNESCO “The UNESCO Associated Schools Project Network”

	 http://www.unesco.org/new/en/education/networks/global-networks/aspnet/
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「学校と地域の連携」で育む
未来の市民
「学校と地
未来の市

村上千里　（認定NPO法人「持続可能な開発のための教育の10年」推進会議）

はじめに

ESD-J（1）は、ESD につながる教育や活動を展開しているNPO・教育機関・事

業者などの団体と、研究者・教員・学生などの個人からなるネットワーク組織で

す。2003 年春、ESD の 10 年のスタートに先駆けて発足し、ESD につながる学び

の場が全国各地に広がっていくための普及活動と、ESDを推進する仕組みづく

りに取り組んでいます。

学校教育においては、2009 年度より、文部科学省の日本／ユネスコパート

ナーシップ事業を受け、多摩市教育委員会および東京都教育庁生涯学習課と

連携し、教員や地域の協力者を対象とした ESD（持続発展教育）研修事業を企

画・実施しています。本稿では、この取り組みおよび全国各地の実践者の声を

ベースに、学校教育におけるESDで有効かつ大切とされている「学校と地域の

連携」について、なぜ重要なのか、どうやって実現するのか、などについてヒン

トとなる話題を提供できればと思います。

ESDは子どもたちの「今」と「未来」にとって必要な学び

『2050 年の大人づくり』をキャッチフレーズに掲げている多摩市教育委員会

は、2009 年、全市を挙げてESD に取り組む方針を打ち出しました。その理由を

以下のように説明しています。（太字・筆者）

「現代社会は、地球規模の環境破壊や貧困や紛争などの問題や、一方で多摩
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「学校と地域の連携」で育む
未来の市民
「学校と地
未来の市

という地域に目を向けても急速に高齢化を迎えようとしているニュータウンの

問題など、持続不可能な問題が山積です。将来日本、そして多摩市で暮らす子

どもたちには、その延長線上の社会において、自らの考えを持って新しい社会

秩序をつくり上げることが求められるのです。だからこそ、地球的な視野で、身
近な暮らしを変え、地域に参加する市民を育成するための教育が必要です。そ

の教育こそが ESD です。

一方、今子どもたち置かれている状況に目を向けても、聞く力、考える力、問

題解決する力、表現する力、学ぶ意欲などの低下が指摘されています。また不

登校、いじめ、学級崩壊など学校・家庭が抱える問題や、フリーター、ニート、

衝動的犯罪など地域・社会の抱える問題（特に青少年）など多くの課題がありま

す。それらの原因のひとつとして、子どもたちが自然・家族・地域・社会から隔絶
され、実体験や多様な立場の人とのコミュニケーションが不足していることなど
が考えられます。体験や関係性を補完するESD は、まさにそのような子どもたち
の諸問題の解決策としても有効です。（中略）

このように、すべての学校が地域と一体になってESD に取り組むことで、子ど

もたちの未来を創造する能力を育むことができます。そしてさらには地域住民

や保護者の意識にも変化が生まれ、地域社会をも変えていける可能性があるの

ではないでしょうか。」（2）

多摩の未来を担う市民を育成したい、という地域社会のニーズ（＝子どもの

未来への期待）だけでなく、子どもたちが抱えている孤独感や閉塞感、考える

力や学ぶ意欲の低下などを打開したい、という学校や保護者のニーズ（＝子ど

もの今の環境改善）にも応えられるという期待が、“ 学校と地域が一体となって

ESD に取り組むこと” に込められています。このふたつのニーズは、ESD に取り

組んでいるところも、取り組んでいないところも、全国変わりない共通のものに

違いありません。ESD 的な学びが、このふたつのニーズに応えられることが示

せれば、ESD が学校に課せられた新たな荷物としてではなく、地域社会と学校

にとって本当に必要な学びのあり方として、受け入れられていくのではないか

と期待しています。

価値観を育む「ほんものとの出会い」　地域の中で学ぶ意味

わたしたちの生活は、かつては地域の自然（生態系や生物多様性）や産業、
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文化に非常に色濃く根ざしていましたが、グローバル経済の発展に伴ってその

つながりが世界中に広がると同時に、地域とのつながりは希薄になりつつあり

ます。自分たちが日々食べているもの、着ているもの、使っているものが、誰

が、どこで、どのようにして作り、運び、自分のところに届けられているのか、知

らないことばかりです。そしてその過程で知らないうちに環境破壊や児童労働

などの人権侵害にも加担してしまっているかもしれない、そんな社会で私たち

は暮らしています。

でも自分たちの地域や暮らしが世界とつながっている以上、世界の持続不可

能な動き（戦争、貧困、差別や抑圧、環境破壊など）に加担しないためにも、ま

た翻弄されないためにも、そのつながりのありようをよく知り、その影響などを

よく吟味し、どうあるべきかを構想できる力をつけることが必要になります。そ

れは単に「知っている」だけではなく、何を大切と考えて「判断する」かが問わ

れるということです。これは「知識」の問題ではなく、「人間観・価値観」の問題

である、とも言いかえることができるでしょう。

ただ、人の価値観は誰かから教えられて簡単に身につくものではありません。

さまざまな体験の積み重ねの中で徐々に形成されていくものです。だからこそ、

子どもたちには多様な意見、多様な世界と出会う機会をつくることが大切なの

です。

地域は、人と自然のつながりや、人と人のつながりがもっとも体験しやすい

場になります。そこには農林漁業者、商工業者、施設の学芸員等の専門家、

NPO、行政職員など、多様な人々が暮らしており、多様な仕事、施設、行事、自

然があります。バーチャルな世界ではなく、「ほんもの」の世界で実体験をし、

生身の人の話を聞き、感じ、考え、行動することで、地域の魅力や地域が抱える

課題とのかかわりを生みだすことができます。

例えば身近に流れている川も、橋の上から見ているだけでなく、水辺に下り

て川のゴミを拾ったり、近所のおじいさんから昔その川で魚を採って食べたこ

とを聞いたり、その川の上流を訪ねたり、そんな関わりを持ちながら考え、行動

し、感じたことを仲間と話し合うことで、その川は「私の川」になり、「私たちの

川」になっていく、それはその川に関する知識だけでなく、愛着や責任といった

感情も育むことになるでしょう。「君たちのおかげで川がきれいになった、大人

もがんばらなくちゃね」と声をかけられれば、世の中のためになることの喜び

を体感することにもなります。このように、小さな社会参加の体験ができること

も、地域で学ぶことの大きな意味なのです。
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多摩市ESD研修のアプローチ　既存の取組みをESDの視点で組み立て直す

地域の協力を得ながら総合的な学習の時間や特別活動を活用して、体験的

な学習を展開している学校は、既にたくさん存在しています。でも、“ 学校と地

域が一体となってESD に取り組む ”となると、とても難しく大変なことを行わな

くてはいけないように思え、心理的なハードルがぐっと高くなってしまうのでは

ないでしょうか。このハードルをどのようにして下げ、ESD を学校の実践に取

り入れていけるようにするのか？　この課題に取り組んだのが、ESD-Jと多摩

市教育委員会で 2009 年度から実施している小中学校の教員対象の「ESD 研修

会」です。

2009 年度は、小学校教員7 名、中学校教員6 名が集まり、地域の協力者の参

加も得て、以下の 3 点を目標に、研修に取り組みました。

①参加した教員が「ESD」の視点と意義を学ぶ

②すでに実践している授業を ESD 的に発展させるための “ 視点 ” と“ 手法 ” を

学ぶ

③学校の ESD を支える地域とのつながりを強化する

ESDという新しい何かを生み出さなくてはいけないのではなく、「すでに行わ

れている活動をESD の視点で組み立て直す」というアプローチで、小・中それ

ぞれにモデルプランが作られました。小学校チームは、多くの学校が取り組ん

でいる食育や農業体験をベースに、残菜による土づくり、野菜づくり、郷土料理

「多摩そば」づくりなどを地域の NPO や農家の方と取り組み、最後は世界の食

料事情へと発展させる内容となりました。中学校チームは、すべての中学校で

全5回のプログラム・各2.5時間
第１回　ESD の基礎を学び、ESD 的な学校の活動を出しあう　

第２回　ESD の視点で、授業・活動の発展に向けたアイデアを出しあう

第３回　小中学校それぞれでモデルプランをつくる

第４回　ESD の視点を再整理し、モデルプランをブラッシュアップする

第５回　研修の成果を公表する（研究主任研修会として実施）
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行われている職場体験を取り上げ、事前学習や事後学習で、その仕事につなが

る社会の課題への取り組みを学ぶ視点を加えました。

2010 年度は実際にそれぞれの学校で ESD の視点を取り入れた授業に取り組

み、その実践を研究授業として教員同士が学びあっています。多摩市立東愛宕

中学校および多摩永山中学校では、「職場体験＋ ESD」が実践されました。これ

までの職場体験の目的は、「キャリア教育として、自分探しを目的に、将来の職

業選びとそのためになにが必要かを考える機会とする」でしたが、これに ESD

の視点を導入することで、「仕事を体験して終わるのではなく、働くことの意義

を広い視野で考える機会とする。会社は営利目的以外に、何とどのように関わ

りを持っているかを学ぶ」を加えました。そして、「自然とのつながり、人とのつ

ながり、世界とのつながりという三つの視点で職場体験のインタビューをしよ

う」という授業が行われました。

ESDの視点とは？ 地域 × 地球 × 未来 × 共に生きる力

学校での ESD についてご紹介するとき、よくいただく質問がふたつあります。

ひとつは「総合的な学習の時間とESD は同じですか？」です。子ども達の主体的

な学びを支援し、コミュニケーション能力や問題解決能力を育むという意味で

は、総合的な学習の時間とESD が目指すところは同じです。でも、ユネスコス

クールで先駆的事例として名高い気仙沼市面瀬小学校の実践を組み立ててき

た及川幸彦先生はその違いをこう指摘しています。「総合的な学習の時間は、

個人がよりよく生きるための力をつけることが主たる目的。ESD はそれに加え、

社会の中で共に生きる力を育もうとしている点が特徴」と。

そしてもうひとつの質問は「ふるさと学習とESD はどう違うのですか？」です。

これも共通点ばかりのように思えますが、日本ユネスコ協会連盟理事として、ユ

ネスコパートナーシップ事業による教員対象のユネスコスクール研修会の講師

をされている帝塚山学院大学の米田伸次先生は、「未来へのビジョンとコミット

メントを育んでいるかどうかがポイント」とおっしゃいます。多摩市の研修で講

師をつとめていただいた NPO 法人エコ･コミュニケーションセンターの森良さ

んは ESDを「ふるさと未来学習」と呼んでおり、先述の及川先生は「ふるさと地

球学習」と呼んで、地域に根差しながらも国際的な視座の重要性を語られます。

地域の中で多様な人々と出会い、多様なほんもの体験をし、ひとり一人が社
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会の中で他者と共に生きていくための価値観を育み、スキルを身につけてい

く。地域や地球が直面している課題を自分ごととして考え、よりよい社会のビ

ジョンを描ける力をつける。そんな教育目標を持って今行っている授業を見直

し、地域に目を向けてみると、ESD の糸口が見えてくるのではないでしょうか。

ESDを推進する仕組み　学校と地域をつなぐコーディネーター

ところで、地域にどんな魅力的な自然や文化、産業があるのか、どんな人に

協力してもらえれば子どもたちの学びを支援できるのか、ゼロから探し始める

のはとても時間もかかります。また、学校には地域から様々な提案が持ち込ま

れることもありますが、互いに理解をし、一緒に授業をつくっていくパートナー

になってもらえるまでには、やはり多くの時間が必要です。したがって、地域と

の連携があまり行われていない学校では、このような取り組みを始めるのは非

常に難しいという状況があります。そんなとき、学校区にひとり、学校をよく知

り、地域をよく知っている人がコーディネーターとして活躍してくれると、地域と

の連携によるESD はぐっと始めやすくなるでしょう。

ESD-Jと東京都教育庁生涯学習課で取り組んだ研修は、学校地域支援本部の

コーディネーターや学校教育に関心のある保護者や地域の人々と一緒に、ユネ

スコスクールの実践や ESD の考え方を学ぶというものでした。地域の人が、教

育現場の課題や目指している方向を知り、地域の「魅力」や人々の「得意」を活

かして子どもたちにかかわる場をつくっていく、そんな取り組みを支援すること

もESDを推進する有効なアプローチだと考えています。

おわりに

多摩市教育委員会も、東京都教育庁生涯学習課も、どうしたら“ 学校と地域

の連携によるESD” のハードルを下げられるかをともに考え、学校から、地域か

ら、それぞれ取り組み始めたところです。このような挑戦が、多くの学校や教育

委員会の皆さまのヒントになり、「うちでもやってみよう」と一歩を踏み出すきっ

かけにしていただけたら嬉しく思います。
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注
（1）	 ESD-J：認定 NPO 法人持続可能な開発のための教育の 10 年推進会議

	 http://www.esd-j.org

（2）	 学校と地域がつくる「希望への学びあい」（教員＆地域編／教育委員会編）：H21 年度文部科学省

委託日本 /ユネスコパートナーシップ事業より

	 http://www.esd-j.org/j/book/book.php?catid=136　
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1　はじめに

ユネスコスクールは、2011 年 1月現在、279 校を超え、今も刻々と増え続けて

います。

ここで注目しておきたいことが２つあります。

ひとつは、量的な変化についてです。

この量的な変化は、明らかに学校園におけるESD への理解が急激に広がっ

ていることを示しています。ESD への理解の広がりは、黙示的な ESDを明示的

な ESD へと変えていく可能性を秘めています。

ふたつ目は、質的な変化についてです。

量的に拡大したユネスコスクールの加盟校（1）をよく見ていくと、保育園・幼

稚園（2）・小学校・中学校・中等教育学校・高等学校・大学まで 0 歳の乳児から

20 歳代の青年までが通っている学校園が加盟していることが分かります。

また、国・公・私立の学校園だけではなく、NPO 法人を設置者とする京田辺

シュタイナー学校・横浜シュタイナー学園・東京賢治の学校（3）なども加盟して

いることです。

この事実は何を物語っているのでしょうか。

それは、ESD がまさに “ESD for All”、持続可能な未来に向かう年齢や世代

を超えた取り組みであり、子どもたちや青年の成長と発達に寄り添い関わる

Educator ／ Educer（4）のいるすべての学びの場で営まれているということを意

味しています。

こうした多様で異なる年齢や世代、多様で異なる学校園や地域で営まれる

ESDの質保証と
HOPE評価の可能性
―子どもと教師のためのエスノグラフィー―

ESDの質保
HOPE評価
―子どもと教師のた

成田喜一郎　（東京学芸大学大学院）
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ESD は、どのような手法で成果や課題を確かめ、未来への展望を切り拓いたら

したらよいのでしょうか。

本章では、この本質的で根源的な問いへのレスポンスとして、各学校園や地

域において取り組まれるESD の質を保証する視点を見出し、新しい評価手法を

探ることを目的にしたいと思います。

2　ESDの学びの質を保証する4つの視点

学校園や地域におけるESD の学びの質を保証するには、計画・実施・評価・

改善を包括するカリキュラム・マネジメントとそれを実施するための組織マネ

ジメントが不可欠です。どんなに優れた魅力的なプログラムがあっても、また、

どんなに優れた実践者（Educator ／ Educer） がいたとしても、具体的なカリ

キュラムや実施・実践する組織をマネジメントする人々がいなければ、学びの

質を保証し、持続継承可能な学校園や地域の文化の構築は困難でしょう。

ESD の学びの質を保証するカリキュラム及び組織マネジメントを行うにあ

たって、筆者は、以下に挙げる4 つの視点を有し行動する人々で構成されてい

ることが重要だと考えています。この 4 つの視点は自らの視点や行動を振り返る

ときの指標に据えたいと思います。

 「賢き従者のごとく導くことのできる〈管理〉人であるか」 
 Servant leadership

学級担任、学年主任、各分掌主任、校長など組織の長は、組織の大小にか

かわらず〈管理〉の多義性を踏まえているか。〈管理〉するということは、日常の

①援助 Care、②責任 Charge、③指導 Direction、④監督 Supervision、⑤運営

Administration、⑥経営 Management することであり、危機管理を必要とする

非常時には⑦統制 Control することが加わります。しかもその立ち位置は、自ら

を「トップ」に身を置くのではなく、「川上」にいる児童生徒や同僚（教職員）の

学びや仕事を常に「川下」で受け止める（5）「ボトム」に身を置く「賢き従者のごと

く導くことのできる〈管理〉人」であるか。

1
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 「本質的で根源的な問いを抱き、応答し続けようとする人である」 
 Essential question

「戦争はいけないとわかっているのになぜしちゃうの？」（ある小学生からの問

い）、「地球にやさしくなんて、ほんとにできるのかな？」（ある中学生からの問

い）、「なぜ、持続可能じゃないといけないのか？」（ある高校生からの問い）な

ど、正解は１つではなく、永続的な理解・思考を促す本質的で根源的な問い（6）

を自ら抱きながら、教科・領域・専門性を超えてつながることに努め、実践に生

かそうとしているか。

 「多様で異なる人々や組織間の〈結び目〉をつくる人であるか」 
 Knot working

異なる教科・領域・専門性、組織や個人の境界・限界を超えて協働（7）する意

味を理解し、実際にその〈結び目〉knotをつくったりほどいたり（8）、持続可能な

教育文化を構築するために臨機応変の連結や離脱の自由を大切にしているか。

多様で異なる人々と協調的な行動を行い、相互作用的で循環的な教育活動を

通じて形成される関係性や信頼、緩やかな結びつきweak ties など社会関係資

本 Social capital（9）を大切にしているか。

 「他者の潜在能力を引き出しながら教えることのできる人か」 
 Educator／Educer

他者に知識や概念・スキルを教えることの意味を考えつつ、こよなく思考力

や表現力・想像力（10）など潜在的な能力を引き出すことを楽しみとする、常にそ

うした Educator ／ Educerであろうとしているか。

組織やグループのサイズを問わず、常にこの 4 つの視点を持ち、実践や研究

を創成・生成していくことが重要です。もちろん、ある時点で、これらの視点の

有無（1 か 0 か）、A・B・C のどの段階かを判定することがあっても常にこの視点

の深まりを求め、持続的継続的に省察 reflectionしつづけていくことが不可欠で

す。

2

3

4
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3　HOPE評価の可能性

	 HOPE評価とは何か

HOPE 評価とは、2008 年、ユネスコ・アジア文化センター（以下、ACCUと略

す）が開発・実践した評価手法で、当初、「ホリスティック（11）（Holistic）で、参加

を促し（Participatory）、力づける（Empowering）手法」として提案・実践されま

した。

すなわち、「共に考え、共に働く過程での困難や工夫、そして達成した成果を、

『評価者 ‒ 被評価者』の垣根を超え、学び合い、次に活かしていく」、「『虫メガ

ネ』をもつように物事を微細に観察しその結果を伝えるのではなく、評価チー

ムの存在を通して、現地の人々が『鏡』を見るように主体的に自らの活動を振り

返るきっかけに」し、「プロジェクトの対象者、現地コーディネーター、関係者、

そして評価チームの人々にとって学びの機会」（12）とした評価です。

ACCU がアジア太平洋地域の 7 か国で行った HOPE 評価は、ESDを実践して

いる400 名以上の村人へのインタビューを行い、その後、公開フォーラムを開

催し、評価内容に対する現地 NGO の職員や学習者の声にふたたび傾聴すると

いう対話（13）を重ね、「形成的アセスメント（14）」的な評価が実施されました。

さらに、2009 年 8月、東京で開催された国際会議「アジア太平洋 ESD 教育者

フォーラム2009」で、ホリスティック（Holistic）かつ活動主体本位（Ownership-

based）で、参加を促し（Participatory）、勇気づける（Empowering）評価手法へ

深化しました。（15）　

ESDを実践する活動主体が、評価を受けることでびくびくハラハラ、一喜一憂

するのではなく、昨日以上、今日以上、今以上の活動や成果をめざす希望を育

む評価です。

また、評価者自身にとっても「虫メガネ」だけではなく「鏡」を用いて、評価対

象者はもちろん評価者自らの ESD 実践を振り返ることになります。

HOPE 評価とは、「試験管」の中で教育内容を伝達・提供された児童生徒の反

応を評価者が客観的に観察・評価する手法ではなく、むしろ「試験管」の中で教

育内容と児童生徒との関わりやつながりを授業者や評価者がともに反応しなが

らそれぞれ自らを評価し合う新しい評価手法です。

もし、この ESDカリキュラムに対するHOPE 評価が広がり深まりを見せたと

1
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き、これまでの教育観や評価観を根幹から変えてゆくのではないかとの予感さ

えします。

しかし、学校教育の場ではおそらく日常的にこうした形式の HOPE 評価は時

間的にも組織的にも行うことは困難です。

そこで、学校教育の場で児童生徒や教職員が教育活動として持続継続的に行

えるHOPE 評価の手法を探る必要があります。

2 HOPE評価としての「子どもと教師のためのエスノグラフィー」

さて、エスノグラフィーethnography（16）という言葉を聞いたことがあるでしょ

うか。

エスノグラフィーとは、元々は文化人類学などで行われていた「民族誌」とい

う手法です。研究者がフィールド・ノーツを手に研究対象となる村に移り住み、

ともに生活しながらひたすら記録・記述をしていき、そのフィールド・ノーツを

もとにその村の住民の意識や行動様式を明らかにしていく質的研究法の一種

です。最近では、教育学や経営学などでもこの手法が用いられるようになりま

した。

エスノグラフィーとは、原則として第三者的な立場の研究者が観察記録・分

析していくものですが、自叙伝やライフ・ヒストリーのように、自分が関わった

行為や体験を相対化し記述するオート・エスノグラフィー auto-ethnography

（自己= 民族誌）という手法もあります。

筆者は、このオート・エスノグラフィーをHOPE 評価の手法として援用し、大

学・大学院や地域における講義やワークシップで「子どもと教師のためのエス

ノグラフィー」を提案・実践しています。

「子どもと教師のためのエスノグラフィー」とは、たとえば、自らの学びや

授業・観察の履歴の中の「事実・体験」に自らの「想像力」という試薬を加え、

化学反応させて作られた「創作叙事詩（17）」とそれを書いた理由や根拠を「解 

題（18）」として書くというメタ認知（19）を促す方法です。

そして、書かれた「創作叙事詩」と「解題」を教室等の中の仲間・同僚と交換

し、コメントを書き合います。そのコメントを読み合い、さらにメタ認知を深め

ていきます。

この「子どもと教師のためのエスノグラフィー」は、①児童生徒や学生に自ら

の学び＝事実をもとに創作叙事詩と解題を書かせる、②教室という「試験管」

の中に児童生徒一緒に入り込みながら授業者自らがその学びのプロセス＝事
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実をもとに書く、③参観者が教室や学校の中の学びのプロセス＝事実の観察を

もとに書くなど、多様なアプローチが考えられます。

ここでは、岡山大学と岡山市環境保全課との協働によるESD 実践として、4 か

月にわたり産業廃棄物に関する調査・研究を行ってきた環境理工学部学生・石

川智樹さんが書いた作品を紹介します。（アプローチ①）

創作叙事詩「ごみと私」（20）

ごみと私は身近なもの

ごみは捨てられ

私は死ぬ

ごみはどこにでも捨てられ

私はきちんと埋葬される

このちがいはなんなのか

それは未だにわからない

解題「様々な不法投棄の現場を見て感じたごみと私の間柄」

この作品は、最終調査研究報告会の 1 週間前に、「この ESD の授業では、体

験から学ぶ、互いから学ぶということを大事にしてきました。次回のプレゼンと

レポートでは、みんながどんな調査をして、どのようにそれを論理的に考察し、

人にわかりやすく伝えられるかというところを見せてもらいます。でも今回の授

業ではそれに加えてもうひとつ大事なこと、何を心で感じたかということを振り

返ってもらいたいので、今日は創作叙事詩とその解題を書いてもらいます。こ

れまでの 4 ヶ月間の講座を通して学んだことや感じたことに自分の想像力を足

して書いてみてください。題は『ごみってなあに？』か『ごみと私』です」との指

示を受け、大学生たちが約 30 分で書き上げた作品の一つです。解題は、詳細

な事実に基づいた理由や根拠にこそなっていませんが、短いながらごみと学習

者との関係性を見事に描き出しています。４か月にわたって同じ調査・研究活

動を行ってきた学生たちがそれぞれの思いや考えたことを表現した作品です

が、参加者全員の作品は一つとして同じものはありませんでした。

この「創作叙事詩」と「解題」を書かせた岡山市環境保全課の原明子氏（21）

は、「この学生は不法投棄ゴミ回収の場では一言もしゃべらず、女子ばかりの

中で憮然としていた男子学生です。13 人の叙事詩を読んで、人は外から見
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て、言うことを聞いているだけではわからないとつくづく感じました。（この学

生の問いって〈本質的で根源的な問い〉ではないでしょうか・・？）」（22）と述べ

ています。

「子どもと教師のためのエスノグラフィー」（創作叙事詩と解題）は、ESD 実践

の中で活動主体の内面に生起した〈本質的で根源的な問い〉を引き出し、指導

者の新たな気づきを引き起こしています。

まさに、ホリスティック（Holistic）かつ活動主体本位（Ownership-based）

で、より深 い 参 加を促し（Participatory）、学 習 者と指 導 者とを勇 気 づ ける

（Empowering）新しい評価手法であると言えるのではないでしょうか。

そして、この「子どもと教師のためのエスノグラフィー」（創作叙事詩と解題）

は、単に ESD 実践の確かな記録・記憶として残されるだけではなく、ESD が

めざす「価値観や行動の変革への期待」、「人格の発達や人間性」、「他者や社

会・自然との関わりやつながりの認識」、そして、潜在カリキュラムを含む学

校園の教育活動と児童生徒・学生の学びの履歴の総体を表現した生成評価物

（成果物）をもたらす新しい評価手法としての可能性を秘めているのではない

でしょうか。

ESDカリキュラムがいかなる成果をあげたのか、もちろん、チェックリストを

用いた量的な調査研究を通して数値の変化を明らかにすることは重要です。し

かし、それだけではなく、学習者や指導者の内面に形成された変化・変容の質

を明らかにするHOPE 評価「子どもと教師のためのエスノグラフィー」（創作叙

事詩と解題）は、ESD 実践自体を学校の文化として持続継承させていく上で、重

要な取り組みであり評価手法となる可能性を秘めています。多くの ESD 実践校

や地域・大学で「子どもと教師のためのエスノグラフィー」にチャレンジされる

ことを願っています。

4　むすびにかえて

最後に、「各学校園や地域において取り組まれるESD の質を保証する視点を

見出し、HOPE 評価―子どもと教師のためのエスノグラフィー―のあり方につい

て、整理しておきたいと思います。

（1） ESD を推進する教職員・市民・教育委員会・大学・関係する省庁など

すべてが、ESD の学びの質を保証する4 つの視点として、①賢き従者のごと
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く導くことServant leadership、②本質的で根源的な問いを持つことEssential 

question、③他者との関係性や信頼関係など社会関係資本を活用し、人々や組

織間の〈結び目〉をつくることSocial capital ／ Knot working、④他者の潜在能

力を引き出すことを楽しみ、その可能性への期待や新たな気づきを抱きながら

関わるEducator ／ Educer の視点に立つこと。

そして、その教師やおとなが 4 つの視点を持ち行動する姿を児童生徒・学生

たちに見せ、近い将来、自らが 4 つの視点を持った教師やおとなを目指せるよ

うに、あらゆる学びや仕事の場で取り組む必要があります。

（2） ESD につながり関わるあらゆる年齢・世代、多様で異なる学校園・地域

で「学びのためのエスノグラフィー」法を活用し、「創作叙事詩」と「解題」を作

り集めて、ACCU や各学校園などホームページなどで ESD の生成評価物（成果

物）として公表していきたい。ESDでいかなる本質的で根源的な問いや諸相に

出会い、何をどのように学んできたのかを可視化・言語化していくことが重要

です。

今後の課題としては、より多くの年齢や世代、学校園・地域で「子どもと教師

のためのエスノグラフィー」の手法が展開されることと同時に、文字・活字だけ

ではない多様な表現方法—絵画・彫刻、音楽など—を活用した「創作叙事絵画

と解題」「創作叙事彫刻と解題」「創作叙事音楽と解題」など新たな「子どもと教

師のエスノグラフィー」の手法も考えられます。ESD は、環境・経済・社会と文

化の持続可能性をめざす教育です。さらに、文化的多様性を持続可能とする芸

術活動 Arts for Sustainable Development の創造にもつながっていくことに期

待したいと思います。

注

（1） 	 ユネスコ・アジア文化センター『ユネスコスクールへようこそ！』の「ユネスコスクール加盟校一覧」

を参照されたい。

［付記］「ESDカレンダー」を創案した ESD 実践校であるユネスコスクール・東京都江東区立東雲小学校

について、筆者（筆名：寺澤満春）が訪問したときの観察記録をもとに書いた「子どもと教師のた

めのエスノグラフィー」（アプローチ③）、創作叙事詩「東雲から吹き上げる風―ESD・持続可能な

文化のある学校―」とその解題があります。ぜひ、一度、以下の URL にアクセスしてみてください。

		  創作叙事詩：寺澤満春「東雲から吹き上げる風」　http://bit.ly/h31HqJ（参照 2011/03/14）

		  解題：寺澤満春「東雲から吹き上げる風」作品解題　http://bit.ly/hAuwTO（参照 2011/03/14）
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	 http://www.unesco-school.jp/?page_id=19（参照：2011/02/20）

（2） 	 保育園（3 歳児以降）や幼稚園には、教科はなく「健康」「人間関係」「環境」「言葉」「表現」という5

領域がある。小学校以降は教科・領域・専門性に分化していくが、ESD は細分化された教科・領

域・専門性を再び横断・包括していく。

（3） 	 これらNPO 法人設置の学校園は、学校教育法第 1 条の規定外のオルタナティブ・スクールである。

（4） 	 Education には、educate（知識や概念・スキルを教える）という営みと、educe（思考力や表現力・

想像力など潜在的な可能性を引き出す）という営みがある。ESDでは特に後者の営みが重視され

ることから、 「子どもたちの思考力・表現力・想像力などを引き出す人」という意味で ‘Educer’とい

う概念を使うことにしたい。

（5） 	「賢き従者のごとく導くことのできる〈管理〉人」については、拙稿（2010）「子どもと教師等の〈和み

安らぎ〉ための教育の再構築に向けて —ホリスティック・アプローチを中心に—」『警察政策学会

資料』第 59 号 , pp.62-65 の「（2）「水の思想・川の組織論」の構築と実践：学校における新しい管

理運営論の展開」を参照されたい。

	 http://www.asss.jp/report/59.pdf（参照：2011/02/27）

（6） 	 本質的で根源的な問い Essential question は、ESD にとって重要概念である。予定調和的な答え

を導く内容質問 Content questionとは異なり、子どもたちだけではなく専門性を超えて教師やお

となたちも共に深い思考力や判断力・想像力を働かせる必要のある問いである。問いを探し（探

Q）、問いを抱き愛し（愛 Q）、問いへのレスポンス（レスQ）を行うプロセスが重要である。

（7） 	 協働とは、共同や協同とは異なり、「同じ目的のために、対等の立場で協力して共に働くこ

と」（大辞泉）である。英語では、collaboration, partnership, cooperation の他に、近年では、

coproduction（同じ目的をめざし共に何かを生み出していくこと、共創）という概念も使われるよう

になってきている。荒木昭次郎（1990）『参加と協働：新しい市民＝行政機関関係の創造』ぎょうせ

いを参照されたい。

（8）	 ESD においては、デジタルな情報ネットワークだけではなく、アナログな人的なネットワークづくり

が重要である。特に、刻々と変化する対象や状況に応じて緩やかな「連結」と「離脱」の自由を保

障する柔軟な〈結び目〉をつくる力 Knot working が求められる。山住勝広、ユーリア・エンゲスト

ローム編（2008）『ノットワーキング：結び合う人間活動の創造へ』新曜社を参照されたい。

（9） 	 丸山英樹（2009）「ESDで育む『学力』」『ESD 教材活用ガイド：持続可能な未来への希望』ACCU，

pp.119-121を参照されたい。

（10） 想像力には、①生きる力を与える、内面的なよりどころとなる、②新しいものを創造する、③破壊

的なものをも生み出す、④破壊的な想像力を見通し変革する、危機を克服する術となると４つの

働きがある。内田伸子（1994）『想像力：創造の泉をさぐる』講談社現代新書を参照されたい。

（11） ホリスティックholisticとは、「つながり」「つりあい」「つつみこみ」、「つづける」というキーワード

を軸とする全人全連関的な営みのことを意味する。詳細は、日本ホリスティック教育協会「ホリス

ティック教育の理念」を参照されたい。

	 http://www.holistic-edu.org/rinen.html（参照：2011/02/27）

（12） 座波圭美（2008）「持続可能な未来へ、希望（HOPE）をもたらす評価」ACCUNews370。

	 http://www.accu.or.jp/jp/accunews/news370/370_06.pdf（参照：2011/02/27）

（13） 永田佳之（2009）「動きはじめた、持続可能な未来への ESD 評価手法」ACCUNews371。

	 http://www.accu.or.jp/jp/accunews/news371/371_05.pdf（参照：2011/02/27）

（14） 形成的アセスメントとは、「生徒の学習ニーズを確認し、それに合わせて適切な授業を進めるた

めの、生徒理解と学力進歩に関する頻繁かつ対話型（インタラクティブ）のアセスメント」である。
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OECD 教育研究革新センター編著、有本昌弘監訳（2008）『形成的アセスメントと学力：人格形成

のための対話型学習をめざして』明石書店、p.7。

（15） 「東京 HOPE 宣言」

	 http://www.accu.or.jp/esd/mt-static/news/topics/Tokyo_Declaration_of_HOPE(English_version).pdf 

（参照：2011/02/27）

（16） エスノグラフィーについては、金井壽弘・佐藤郁哉ほか（2010）『組織エスノグラフィー』有斐閣を

参照されたい。

（17） 拙稿（1997）「社会科『叙事詩』論序説：事実認識と想像力をつなぐ試み」『東京学芸大学附属大泉

中学校』No.38、pp.39-54。

	 https://ir.u-gakugei.ac.jp/handle/2309/5851（参照：2011/02/27）

	 ここでは中学校社会科の授業の中で中学生が学習した事象・事実をもとに「叙事詩」を書いてい

る。ぜひ、参照されたい。創作叙事詩は、学んだ知識・概念スキルを具体的な思考力・判断力、感

性や直観、想像力などを経て表現された作品である。自ら解題を書くことで作品の背景や意図を

論理的、客観的に表現することになる。まさに、創作叙事詩＋解題は、感性と理性、直観と論理と

をつなぐメタ認知活動である。

（18） 文学作品では他者（批評家）が解題を書くことが一般的だが、「子どもと教師のためのエスノグラ

フィー」という教育実践・研究の手法としては、「なぜ、この叙事詩をかいたのか」その理由や根拠

を書かせることで、自分が書いた作品を一旦相対化し、省察 reflectionさせ、メタ認知させるとこ

ろに意味がある。

（19） メタ認知 metacognitionとは、自分自身の認識したことや考えたこと、行動したことそのものを対

象として、自ら客観的につかみ認識することである。

（20） 「おかやまESD な日々」

	 http://blog.goo.ne.jp/aprilcome_2010/e/5c40188e6eb452b57bcc2a42fd1f2fe0　（ 参 照：

2011/02/27）

（21） 原明子氏は、岡山大学 ESDリレーセミナーで、筆者が行った講演・ワークショップ「持続可能な未

来のための教育・研究は可能なのか—教科・領域・専門性の「壁」を超えて—」で、大学１年生〜

大学院生、小中高の先生方、校長・教頭、大学教員など約 30 名が参加し、「創作叙事詩と解題」づ

くりを体験している。この取り組みを通じて原氏は自らEducerであることに気づいた。

（22） 前掲（20）「おかやまESD な日々」を参照されたい。
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1. はじめに（問題意識の背景）

平成 23 年 1月現在、ユネスコスクールは、全国で 279 校登録されている。地

域的偏在は解消される方向にあるが、方針通りにいくか予断を許さない（或い

は地域的偏在は ESD の特質かもしれないが…）。

ESDとは何ですか ?　この問いは一般の人たちからは勿論学校現場からもよ

く聞かされる。ESD により達成できる力 = 教育評価に関する疑問であろう。換言

すれば ESD は受験勉強に役立つのか（教科力とは異質の問題）というのが保護

者及びその意向を反映した教師の根深い疑問に基づく。更には、環境教育や国

際理解教育なら、総合的学習の時間、特別活動、課外活動で実際に取り組んで

いる、理科や生活科、地理、英語でも取り上げてます。それでは不足なんでしょ

うか ?　との問いかけもこれに類する。

どうにも「ESD」の説明は難解すぎる、との声を学校現場ですら多々耳にする

実情（或いは教師自身に理解しようとする意欲、関心自体に希薄さが介在する

のか ?）を看過できない。

さてここで平成 20 年 4月22日付各都道府県・指定都市教育委員会教育長及

び各都道府県知事あて文部科学省国際統括官・同初等中等教育局長連名通知

に改めて目を通してみよう。

通知本文で先ず「ユネスコ・スクール」（従来は「ユネスコ協同学校」と呼称し

たものをより親しみやすいものにするため改称）への申請窓口を各教育委員会

（市町村教育委員会は都道府県教育委員会を経由）及び私立学校は各都道府

ESD普及における
ユネスコスクールの役割と
指導行政上の課題
～ユネスコスクール、ESDの全国展開のために～

ESD普及にお
ユネスコスク
指導行政上の
～ユネスコスクール

渡辺一雄　（玉川大学）
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県私立学校主管課とすることとし、それぞれ文部科学省国際統括官に提出する

との公式チャネルが敷かれた。

そして、同通知にはその根拠となる日本ユネスコ国内委員会（教育小委員会）

からの提言「持続発展教育（ESD）の普及促進のためのユネスコ・スクール活用

について」（平成 20 年 2月）が添付されている。

 これによれば、

（1）「持続可能な開発のための教育（以下「ESD」という）」は、日本政府が国

連の場で国際的にリードする立場を宣言、ユネスコ主導により2005 年から10

年間を「ESD10 年（国連決議）」とし、「持続可能な開発の原則、価値観、実践を

教育と学習のあらゆる側面に組み込むこと」（ユネスコ指針）とされたこと、

（2）こうした国際動向に対し国内的には各学校が特色ある教育活動として

「ESD」が包含する横断的・総合的な学習のための「総合的な学習の時間」の

創設だけでは不十分とし、「環境教育、ものづくり教育といった教科等を横断

した改善が欠かせないとの考え方に基づき、社会、地理歴史、公民、理科、技

術・家庭等の各教科・科目等の改善に際して「ESD」に言及する中央教育審議

会答申（2008 年 1月）がなされた。その直後に公表された幼稚園教育要領案、

小学校学習指導要領案、中学校指導要領案にはこの「ESD」が明確に位置づけ

られたこと、

（3）「ESD」には環境教育、国際理解教育、人権教育等多岐にわたる分野を

つなげた総合的な取り組みが必要とされ、ユネスコ協同学校ネットワーク事業

（1953 年発足、その後 176カ国で約 7,900 校、2008 年当時日本には僅かに 24

校）を有効活用すること、

 が謳われている。

やや引用が長くなったが、それは今回の事例集策定にあって、上記（1）から

（3）の事項を再確認し、地方教育行政機関における指導行政にきちんと受け

止められているのかどうか、個々の事例に即して検証することが必要と考えたか

らである。このこと抜きには弛むことなく「ESD」が将来もその成果を積み上げ

ていけるかどうかを占うことは難しいとの危惧を禁じえないからである。

2. ユネスコスクールの地域的偏在を克服し全国展開へ（地域的偏在と指導行政の充実）

ユネスコスクール公式ウェブサイトによれば、平成 23 年 1月現在でユネスコ
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スクールは 279 校にのぼる（国は ESD10 年の最終年度の 2014 年度には 500 校

の登録を目標としている）。

これを都道府県別にみると宮城県 52 校と最多であり、以下東京都 34 校、石

川県 27 校、奈良県 27 校等となっておりこの 4 都県で 31 都道府県に分布する

学校の半数を超えている。また、市町村単位では気仙沼市（33 校）、金沢市（26

校）、奈良市（26 校）、多摩市（14 校）が抜きん出て多い。

しかし、学習指導要領に準拠し上記通知に示されているようにESD 関連の教

育活動を何らかの形で行っている学校は、基本的には全国に一様に分布してい

ると考えてよい。

ではこのギャップをどのように考えればよいのだろうか。

 地域特性と地方教育行政の役割（責任）

先ず「地域特性」とは、学校を取り巻く自然、経済、文化、歴史（これ自体

「ESD」の教育資源、素材であるが）や後述する（2）や（3）の事項から導かれる

ESD 推進の原動力と定義したい。

次に文部科学省が行った「ユネスコスクール（公立学校担当）の窓口」調査の

結果（平成 23 年 1月11日現在）によると、①指導行政担当部署と答えたものが

28 都府県（前年 8月調査では 30 府県）、②生涯学習（社会教育、文化担当を含

む。）担当部署が 19 道県（同じく17 県）となっている。

僅かに指導担当部署から生涯学習担当部署への移行が伺えるが、従来の

社会教育を基盤とする「ユネスコ」の担当部署へ動く傾向が見て取れる。また、

「ユネスコスクール」の登録数が比較的多数を占めるか増加しているところは

①の地域に、そうではない地域は、北陸の一部や中・四国ブロックを除き、②

の地域に見られる。それは、北関東、東海、九州ブロックや大都市圏の一部に

顕著である。

確かに所管部署をどうするかは、「ESD」の教育理念をどう理解するか、どの

ように具体化すればよいのかとの観点から、上記通知を受けた段階で教育行政

側として悩ましい問題と映ったことは容易に想像がつく。そして、その選択に既

述した「地域特性」が影響したものと推測される。

極端な例としては担当部署が不明確なためユネスコスクール公式ウェブサイ

ト等で初めて「ESD」、「ユネスコスクール」という情報に触れ、申請手続きを所

管教育委員会に行い半年以上も盥回しにされ、直接文部科学省に照会したとい

う話も巷間聞かれるところである。

1
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学校 & みんなの ESDプロジェクトに応募したユネスコスクールからの応募用

紙（兼事業計画書）（本書 p.200 〜 p.203）によれば、活動の実施体制として「教

育委員会が支援してくれている」とする学校が半数以下しかない。

各学校は、今回のプロジェクトのように事業支援（委託方式）により財源調達

が可能なこともある。また、民間による支援のプログラムも存在するが、将来の

独自財源による活動継続を想定すれば、教育行政当局の支援は深刻な問題と

なろう。

このことは財政難の最中、国自体が上記通知の中で、活動資源を民間企業の

CSR 活動との連携に求めようとする方向性にも伺われる。

ユネスコスクールの地域的偏在は何を意味するのか、教育行政側が上記通

知を何処まで理解し実施に移そうとしているのか、このことは継続性のあるESD

活動の行政関与（支援）が不可欠であることを想定すれば容易に理解できるの

ではなかろうか。

もっとも、学校教育の国の指導基準としての学習指導要領の実施は最終的に

は各学校が編成する教育課程に委ねられるものであることを考慮しながらも、

今回の改訂を踏まえ今後 500 校の全国のバランスのとれた登録を目指すので

あれば、教育委員会の指導行政部署が確信を持って機動的に機能し、結果的に

ユネスコスクール活動が顕在化するという“ 流れ ”をきちんと押さえておく必要

がある。こうした “ 流れ ”を経験則として重要視したい。

 

（参考 1）「多摩市方式」

東京都多摩市では、何ゆえに所管全校がユネスコスクール加盟を始めとする

ESD 推進体制が一挙に整備され教育活動が進展しつつあるのか ?

○ “2050 年の大人づくり”を視野に多摩市将来像の中核を担う人材養成を学校

の統一スローガン（首長、市議会の理解と支持、独自の予算措置）

○ ESD 推進による持続発展が期待できる教育活動の展望への確信、地域の人

材・教材を活用することで循環型学校活性化 = 地域の再生原理

 ○ NPOと協同した集中的教員研修、指導者養成という“ 先行投資 ”（準備活動）

○火の玉となる中核（アイデア溢れるコーディネータ）の存在、人材としての教

育委員会職員の確保（養成）

 ○世界や全国に支援協力者がいるという確信

（参考 2）我が国の学習指導要領等教育課程の基準の見直しに実質的に大き
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な影響力を持つようになった国際的な学力調査「PISA」の評価基準（理念）とも

照合しながらESD により育つ「力」を吟味することにより「教科力涵養 = 受験対

策」という狭い教育観からの脱却を図りうる一つの有力な手掛かりを見出すこ

とが期待される。

2 	 ユネスコスクール支援大学間ネットワークメンバー大学の役割

前 記 “ 流 れ ” の 中 で ユ ネ スコスクー ル 支 援 大 学 間 ネットワーク（ 以 下

「ASPUnivNet」）はどのような役割を担っているのだろうか。これが次の問題で

ある。

2008 年 12月に発足した ASPUnivNet は、大学の知見を生かしESD 推進の立

場からユネスコスクール支援（カリキュラム開発、研修、ネットワーク構築その

他）を行うことを目標に13 大学が自主的に参加し、独自の研究・教育活動の一

環として活動している。

先述したユネスコスクール申請に当たって、専門・学術的知見を生かす方法

で結果的に学校数の増加、ネットワーク構築に力を貸している。しかし、ユネ

スコスクールの ESD 活動の質的担保が新たに国レベルでも大きな関心事項に

なってきたことをASPUnivNet はどのように受け止めればよいか慎重に検討す

る必要があると考える。

ASPUnivNet が現在行っているユネスコスクール申請時の書類チェックのみ

ならずその後の活動においても助言を行っていくことになると、所管する教育

委員会による本来の指導行政とどのように役割分担を行い、連携していくのか

が新たな問題として浮上することになろう。これは、ユネスコスクールの登録申

請をパリのユネスコ本部との間で取り持つ「ユネスコ国内委員会事務局」であ

る文部科学省国際統括官と初等中等教育局との新たな連携の枠組みをどうす

るのかという問題と関連している。

この点は、既に第 1 回ユネスコスクール全国大会（2009 年 12月）でも一部の

学校から指摘されたことがあり、爾来明確なポジションを示さないまま今日に

至っていることと合わせ考慮して、国レベルでも問題の整理、回答を願いたい

ところである。

3 	 戦略的展開の方向性で押さえるべき幾つかのポイント

2014 年の国連 ESD の 10 年を締めくくる国際会議の日本誘致が決定してい

る。国は 500 校を目標に掲げているが、全国の小中高等学校だけでもその規模
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は全体数僅か 1%台と極めて小さく、地域的偏在を合わせ考慮すると「ESD」の

教育理念と具体的成果、地域社会への影響力を全国規模で実証することは難し

いだろう。

そこで、仮に全国規模でバランス良く普及させる方向で戦略性を考察すると、

以下のように整理でき、留意・改善すべきではないだろうか。

①前記「多摩市方式」（参考 1）の例にあるように、ESD の切り口が広範であり、

学校を取り巻く地域や他国を含む連携を視野に入れ、地域特性を生かした多面

的な展開が可能とする重要な要素である。

その場合、ユネスコや環境保護、平和・人権に係る民間の団体等自生的な形

で地方において展開している民間グループとの交流、連携を図ることにより、特

色ある地域人材の活用の道がみつかり、継続的な取り組みが可能となる。

②国際協力キャンペーンに学力論を重ね、最終的な教育評価にどのようにつ

ながっていくのかについて、指導行政部署での突っ込んだ検討が不可欠であ

ろう。

換言すれば、少なくとも学習指導要領において明確な位置づけを得ただけ

では不十分であり、受験指導を主軸とする従来型の学力論を越える、保護者を

も納得させる実践的成果が検証されない限り、ESD の普遍的教育価値を全国

的に定着させることは難しい。

その場合、（ア）環境問題の解決・国際理解の推進・平和・人権などユネスコ

キャンペーンの学校教育上の意義、（イ）開かれた関係を築く複雑なコミュニ

ケーション能力の涵養を主題とするESDで育む学力論、（ウ）養われる教科力を

主軸とする教育評価の三つの要素が地方教育（指導）行政機関において体系

的、総合的に議論されることが重要であろう。

③かつてのユネスコ活動の教育現場における意義は、十分認知されては来な

かったことに対して、先ずは国レベルでの初等中等教育行政、地方教育委員会

の指導行政にしっかりとした首座を設けるべきと考える。

これは、近年とみに著しい教員の校務の多忙化、総合的学習の退潮現象など

もあって、既存の国際理解教育すら伸び悩みというのが現状である（「グローバ

ル時代に対応した国際理解教育のカリキュラム開発に関する理論的・実証的研

究」日本国際理解教育学会、平成 15 〜 17 年）との指摘に明らかである。
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④ユネスコスクール加盟のメリット

フルブライト・ジャパン（日米教育委員会）が日米両国の共同出資により、

米国の Institute of International Education とユネスコ・アジア文化センター

（ACCU）の協力で昨年来実施している「ESD日米教員交流プログラム」の機会

提供が大きな意義を持っている。米国以外にも中国、韓国との教員交流も同

様、国際交流の機会を有効に活用することが大きなメリットである。

とりわけ米国訪問のプログラムを通じて訪問した米国州政府が所管する地方

教育行政、学校現場で目撃した学校・教員の個性ある活動、これを支える自律

性の担保、権限と責任の保有は、多くの参加者に少なからぬインパクトを実際

に与えていることに注目したい。日米教員交流により実地に学校経営、カリキュ

ラム開発と具体化の根本的あり方を問い直す格好の機会を得たことは、ESD 推

進を契機とするユネスコスクール支援のためのプロジェクトの効果と評してよ

いだろう。

ESD がしっかりと地域に根を下ろし、創造性のある豊かな教育活動を展開す

るには、我が国の学校経営のあり方自体の革新抜きには考えられないことを参

加者は帰国後異口同音に語っている。学習指導要領におけるESD の理念の明

確な位置づけがなされた今、学校が編成する教育課程に生きるためには、学

校長を中心とする学校経営の革新と連動することが必要である。



このグローバルなネットワークへの参加に関心のある方は、ユネスコスクー

ルウェブサイトにて詳細をご覧下さい。
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ユネスコスクールとは

なにをするの?

ユネスコスクールでは、以下の 4 分野を基本テーマとして活動しています。

上記以外の分野でも、ユネスコの理念に沿ったものであれば、各参加校が

テーマ（世界遺産教育など）を設定することができます。

「戦争は人の心の中でうまれるものであるから、
人の心の中に平和のとりでを築かなければならない。」（ユネスコ憲章前文より）

ユネスコスクールとは、ユネスコ憲章に示されたユネスコの理想を実現する

ため、平和や国際的な連携を実践する学校です。世界 180カ国で約 9,000 校が

活動をしています。日本からは、2011 年 1月現在、279 校の幼稚園、小・中・高

等学校及び教員養成学校が参加しています。日本政府では、ユネスコスクール

を中心にESDを推進するよう様々な活動を支援しています。

地球規模の
問題に対する
国連システムの

理解

人権、
民主主義の
理解と促進

異文化理解環境教育

◦ユネスコから認定証が送られてきます!

◦世界中の約 9,000 の参加校との交流が実現 !

◦ユネスコスクール（国内）ウェブ上で情報交換が可能に!

ユネスコスクールに参加すると…
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ユネスコスクールウェブサイト

ユネスコスクールのウェブサイトでは、ESD に関するイベントや各校の実践、

役に立つ教材、ユネスコスクールをサポートする団体・機関などの情報が得ら

れます。この冊子の実践事例 48もウェブサイト上で日本語と英語にて一部紹介

をしています。ユネスコスクール参加校には、ログイン・ID、パスワードが発行

され、グループベースでユネスコスクールの活動などについての情報交換を行

うことができます。

ユネスコスクールウェブサイト（日本語）	 http://www.unesco-school.jp/

ユネスコスクールウェブサイト（英語）	 上記 URL からリンク
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